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序

青森県教育委員会は、むつ小川原開発事業予定地内の埋

蔵文化財の保護と活用を図るため、昭和46年度から分布調

査・試掘調査• 発掘調査を実施してまいりました。

昭和63年度には、 4遺跡の発掘調査を実施しましたが、

本報告書は、縄文時代早期を主体とする表館(1)遺跡の発掘

調査の成果をまとめたものであります。本書が、埋蔵文化

財の保護と活用に、いささかでも資するところがあれば幸

いに存じます。

最後になりましたが、この調査の実施と報告書の作成に

あたり、御指導・御協力賜りました関係者各位に厚くお礼

申し上げます。

平成 2年 3月

青森県教育委員会

教育長 山崎五郎





例己

(1) 本報告書は、昭和63年度に発掘調査を実施した、むつ小川原開発事業予定地内「表館(1)遺

跡（青森県教育委員会登録番号50019)」の報告書である。

(2) 本報告書の執筆者の氏名は、文頭もしくは文末に付した。

(3) 遺構内の焼土・ローム・炭化物・貼り床等はスクリーントーンを用いて示し、その都度図

中に注記した。

(4) 標準層序、遺構内堆積土の色調は『新版標準土色帖』（小川、竹原編 1967) に基づいて

記載した。

(5) 出土遺物には観察表を付し、観察表中の計測値の（ ）の中に入れた数値は現存値である。

(6) 住居跡の床面積の計測については、 S= 1 /20の実測図を用い、墜の下端と床面との接点

を基準として、プラニメータで 3回計り、その平均値を使用した。なお、その数値は、床面

（柱穴等含む）全体の面積である。

(7) 図版縮尺は、原則として次のようにした。これ以外の縮尺を用いた場合には、その都度図

中に示した。

竪穴住居跡・土城・溝状ピットー 1/50 

土器実測図．拓影ー 1/2.5・1/3、剥片石器ー 1/1.5・1/2、礫石器ー 1/2.5・

1/3 

(8) 引用・参考文献は一括収録した。

(9) 石器の鑑定及び分析等は次の方々に依頼した。

•石質鑑定 青森県立八戸高等学校教諭松山カ

・花粉分析 パリノ・サーヴェイ株式会社

・放射性炭素年代測定 学習院大学教授木越邦彦

(10) 本遺跡出土の遺物、実測図面、撮影写真等は、現在当センターで保管している。

(11) 発掘調査及び整理作業に際しては、下記の機関や方々からご教示を得た。

工藤竹久• 長尾正義・鍋島直久• 利部修・谷地薫・桜田隆・村木淳・秋元信夫

・大沼忠春・名久井文明・熊谷常正・石岡憲雄
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第 I章 調査に至る経過と調在要項

第 1節調査に至る経過

昭和44年度に発表された新全国総合開発計画に基づき、青森県では「陸奥湾・小川原湖地域

の開発」を発表した。その後、昭和46年度には第一次基本計画として「むつ小川原地域開発構

想の概要」が発表された。これと同時に、県教育委員会は開発予定地域内及びその周辺に分布

する遺跡の所在確認のための分布調査を行い、翌47年度からは開発に伴う遺跡の保護対策の資

料作成等のため試掘調壺を実施して、遺跡の性格・規模等の概要把握に努めた。

昭和49年度には、むつ小川原開発第二次基本計画の骨子が発表され、また昭和52年 3月には

むつ小川原開発第二次基本計画に係る環境影響評価報告書が示され、同年 8月の閣議了解を経

てむつ小川原開発は本格的に進められることになった。

これ以後、各種施設の建設計画が具体化するに伴い、県教育委員会ではこれに関わる遺跡の

試掘調査及び発掘調査を実施してきた。

本遺跡については、昭和54年度に石油国家備蓄基地建設に伴う道路建設及びパイプライン敷

設に係る発掘調査、昭和58年度には国道338号暫定迂回建設に伴う発掘調査、更に昭和62年に

は専用道路造成に係る発掘調査並びに試掘調査が実施されており、各々報告書が刊行されてい

るが、この昭和62年度の専用道路に係る試掘調査において、さらに本調査を必要とする部分が、

1,800吋存在することが明らかとなった。

昭和62年 9月10日、日本原燃サービス株式会社の放流管埋設事業に係る埋蔵文化財発掘調査

の打合せ会議が開催され、同30日にはむつ小川原開発株式会社より専用道路および放流管埋設

事業に係る埋蔵文化財包蔵地の調奔依頼があり、同年11月11日県教育委員会はこれについて昭

和63年度に調査を実施する旨受諾回答した。

（三宅）
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第 2節調査要項

1 調査目的

むつ小川原開発事梁の実施に先立ち、当該地区に所在する埋蔵文化財の発掘調査を行い、そ

の記録保存をはかり、地域社会の文化財の活用に資する。

2 調査期間

昭和63年 5月 9日から同年 6月30日まで

3 遺跡名及び所在地

表館(1)遺跡 上北郡六ヶ所村鷹架字発茶沢 2-44 

4 調査面積

4,480m2 

5 調査委託者

むつ小川原開発株式会社

6 調査受託者

青森県教育委員会

7 調査担当機関

青森県埋蔵文化調査センター

8 調査協力機関

六ヶ所村・六ヶ所村教育委員会・上北教育事務所

9 調査参加者

調査指導員 村越潔弘前大学教育学部教授

調査協力員 田中 澄六ヶ所村教育委員会教育長

調査員 工藤雅哉三戸郡三戸町立三戸中学校教諭（現弘前市立第一中学校教諭）

青森県埋蔵文化財調査センター

調査第三課長三宅徹也

総括主査 成田滋彦

主事 奈良昌毅

調壺補助員 平野俊徳・工藤哲也・熊谷紀子・畠山ひろみ
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第 II章調査の概要

第 1節調査の方法

調査にあたっては、表館(1)遺跡が湿地を挟んで台地が別れているために北側を I地区とし、

東側の台地を I1地区と仮称した。発掘調査は、 I地区→I1地区の順序で実施した。

調査区の設定にあたっては、昭和62年度に青森県教育委員会文化課が試掘調査を実施した杭

を用い、 BJ-313とBM-313の杭を基準線に用い、 4m四方のグリッドを設定した。南北の

基準線は N -8°-Eである。

グリッドは、南北方向にアルファベット、東西方向に算用数字を付し、その呼称は、南西隅

の杭番号を使用し、例えばBJ -316区等と呼称した。グリッドの設定・呼称は、 I区.II区

共に同ーである。

調査はグリッド法を用いた分層発掘とし、遺物が包含されている第皿 ・N層の遺物を記録し

た後、遺構認面の第VI層まで掘り下げた。

遺構の精査は、堆積土層の観察用断面を残し、住居跡は四分法、他の遺構は二分法を用いて

層序事に掘り下げた。土層の注記には『標準土色帳』を使用した。

第2節調査の概要

5月9日 調査関係機関の担当者、調査員及び埋蔵文化財調査センター職員による発掘調査

についての打ち合わせ会議が六ヶ所村立中央公民館で開催された。

5月10日 機材を運搬し調査を開始した。調査は調査区の北側からグリッド設定を行い、北

側の台地を I区と呼称した。この地区は、昭和62年度に青森県教育委員会文化課が試掘調壺を

行い、縄文時代早期の土器（物見台式）• 石器及び遺構が出土しており、本調杏でも多くの遺物

や遺構の検出が予測されていた。

5月27日 むつ小川原開発株式会社から文化課長あてに放流管埋設工事工法の変更により保

安林に係る部分の発掘調査の依頼を取り消す旨の連絡を受けた。この結果、放流管埋設部分の

調査対象面積6000面のうち3,400対が調査不要となり、当初調査予定期間が 1箇月短縮されて

6月30日までとなった。

5月下旬に入って住居跡及び土城が検出され始め、遺構の精査にとりかかった。

I区では、縄文時代早期（物見台式）を主体とした住居跡・ 土城と溝状ピットを検出した。遺

構配置等から集落の外縁部に相当すると思われた。

6月に入り、調査区の東側台地の調査を開始した。東側の台地を II区と呼称する。この台地

は、南側を昭和54年度に石油国家備蓄基地消化用水に係る工事で青森県教育委員会文化課が発
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掘調査を行い、縄文時代早期（白浜式）が出土している（青森県教 1981）。今回の調査でも同時期

の遺物が出土する事が予想された。

  Ⅱ区では、グリッドＡＰ－360 区を中心として縄文時代早期の遺物（白浜式）が出土し、それ

に伴う住居跡と縄文時代の溝状ピット・土壙を検出した。

  ６月 30 日には予定されたすべての調査を終了した。

（成田）

● 表館(I)遺跡 第 1図遺跡位置図
I: 50,000 

' ・-



第 3節遺物 の 分 類

本報告書で取り扱った土器は、縄文時代早期～晩期の各時期である。便宜的に縄文時代早期

の土器を第 I群士器、縄文時代中期末葉～後期前葉の土器を第1I群土器、縄文時代晩期を第m

群土器と大別し、これを時期差・文様差などから種別を用い更に細別した。

第I群土器（縄文時代早期）

l類土器 貝殻条痕．刺突のみられる土器で、白浜・小舟渡平式に相当するもの。

本類土器は、施文文様の差から、 A-E種に細別した。

A. 沈線文を主体とするもの

B. 刺突文を主体とするもの

C. 貝殻文を主体とするもの

D. 条痕文のみのもの

E. 無文のもの

2類土器 貝殻腹縁文を主体とした土器で、物見台式に相当するもの。

本類土器は、施文文様の差から、 A-F種に細別した。

A. 貝殻腹縁文を主体とするもの

B. 沈線文を主体とするもの

C. 沈線と刺突を施文するもの

D. 貝殻条痕文を施文するもの

E. 無文のもの

F. 底部破片のもの

3類土器 縄文のみられる土器で、東釧路W式に相当するもの。

第II群土器（縄文時代中期末葉～後期前葉）

1類土器縄文を主体とした粗製の深鉢型土器である。

第皿群土器（縄文時代晩期）

1類土器縄文を主体とした粗製の鉢型士器である。

石器

本遺跡からは、石鏃、石槍、石錐、石匙、石箆、不定形石器、石核、石斧、加工礫、石錘、

敲磨器類、石皿・台石が出土した。

石器は種類ごとに下記のように分類した。

A類石鏃

形態から次のように分類した。
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I類基部に扶入のあるもの

a一基部の挟り込みが極度に深く、長脚状のもの

b. 基部の扶り込みがやや浅く、両側縁が湾曲して五角形に近い形状を呈すもの

c 尖頭部を欠損しているため全体の形状が不明のもの

11類基部が直線的なもの

a 両側縁が直線的で、三角形の形状を呈するもの

b. 両側縁が湾曲し、五角形に近い形状を呈するもの

m類基部が尖るもの

N類 基部欠損のため不明なもの

B類石槍

基部の形状から次のように分類した。

I類 いわゆる柳葉形を呈するもの

a一幅広で薄手のもの

b. 細身で若干厚手のもの

11類 円甚に近い形状を呈するもの

m類 基部残存部分が少ないために形状の不明なもの

c類石錐

つまみ状の頭部が作出されているもの

D類石匙

すべて縦型石匙で形状から次のように分類した。

I類 両側縁部が直線的で、先端部が尖るもの

11類 両側縁部が直線的で、先端部が丸いもの

m類 両側縁部及び先端部が直線的で、台形状を呈するもの

N類 一方の側縁部が直線的で、他方の側縁部が湾曲するもの

v類 一方の側縁部が直線的で、他方の側縁部が鋸歯状のもの

E類石箆

平面形の形状から次のように分類した。

I類 基部が幅狭で三角形状ないし台形状を呈するもの

11類楕円形状に近いもの

m類 長方形状に近いもの

w類 基部が尖り、五角形状を呈するもの

V類 両側縁部が凹み、ばち状を呈するもの
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また、断面形の形状から

a一両面の湾曲の度合いが強く、凸レンズ状を呈するもの

b. 両画の湾曲の度合いが弱く、扁平気味のもの

c 片面が平担で、他面が盛り上がっているもの

F類不定形石器

調整の状況によって次のように分類した。

I類 連続した調整が施され、いわゆるスクレイパーに属するもの

a 両面側縁部に調整が施され、ほほ全周か二側縁部に及ぶもの

b. 両面の一側縁部に調整が施されているもの

C -片面側縁部に調整が施されているもの

d. 片面の一側縁部に調整が施されているもの

II類 連続した刃部調整のもの、あるいは連続するが極浅形調整の施されているもの

a -連続の極浅形調整が施されているもの

b .. 連続しない刃部調整のもの

Ill類 大まかな剥離が見られるが、定形的な刃部をもたないもの

N類使用痕の見られるもの

G類石核

H類石斧

I類擦切磨製石斧に属するもの

II類磨製石斧に属するもの

m類打製石斧に属するもの

I類 加工 礫

加工された部分によって次のように分類した。

I類 器体の長軸方向の一端部を加工しているもの

II類 器体の長軸方向と平行の一側縁部を加工しているもの

］類石錘

打ち欠きのある方向とその面数によって次のように分類した。

I類 器体の長軸方向と短軸方向に打ち欠きのあるもの

II類 器体の長軸方向に打ち欠きのあるもの

aー打ち欠きが、両端部で、しかも両面のもの

b. 打ち欠きが一方の端部が両面で、他方の端部が片面のもの

C -打ち欠きが両端部で、しかも片面のもの
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d. 打ち欠きが一端部だけのもの

III類 器体の短軸方向に打ち欠きのあるもの

w類 不整形なもの及び欠損のため形状の不明なもの

k類敲磨器類

使用痕と平面形の形状から

I類 主要痕跡が磨（擦）痕のもの

a_ 楕円形及びその形状に近似のもの

b. 円形及びその形状に近似のもの

C . 棒状及びその形状に近似のもの

d. 三角形及びその形状に近似のもの

e 不整形及び欠損のため形状の不明なもの

Il類 主要痕跡が敲打痕のもの

a. 円形・楕円形状で扁平のもの

b. 球状・卵形のもの

C . 不整形のもの

d. 欠損により形状不明のもの

III類 主要痕跡が磨（擦）痕と敲打痕のもの

L類石皿・台石類

なお、石器観察表の石質の項目には、下記の略号を用いた。

頁一頁岩 珪一珪質頁岩 玉珪ー玉髄質の珪質頁岩 粘一粘板岩 砂ー砂

岩 安ー安山岩 閃一閃緑岩 チャーチャート 石斑一石英斑岩 黒一

黒曜石 凝ー凝灰岩 輝一輝緑岩 緑ホー緑色ホルンフェルス 礫一礫岩

また、石器実測中における表現法のうち、スクリーントーンの使用部分は下記のとおりであ

る。

口ケンマ 口スリ タタキ

（成田・奈良）
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第III章遺跡の地形と層序

第 1節遺跡周辺の地形（第 2,__, 4図）

上北郡六ヶ所村は、下北郡半島頸部の太平洋側に位置している。この付近には、北方から、

尾駁沼、鷹架沼、市柳沼、田面木沼、内沼、そして小川原湖の湖沼群がみられる。太平洋岸に

はこれらの湖沼群を閉塞するような形で、天ヶ森砂丘が現汀線に沿って南北方向に約200mの

幅で分布している。さらに内陸側には天ヶ森砂丘に並行する古砂丘の存在も認められ、約200

-300mの幅で分布し、所々で標高20mを越す帯状の小丘地を成している。ただ、尾駁沼と鷹

架沼との間はその幅が約800mにも達するところがあり、また段丘面に発達する小谷を埋積し

ているところもあって一部に湿地帯が認められる。現在、古砂丘は松林となっていて、防風・

防砂林の役割を果たしている。

下北半島頸部には海岸段丘の発達も顕著であって、およそ 4段の段丘面が確認できる。この

うち、表館(1)及び発茶沢(1)の両遺跡が立地しているのは最下位の七鞍平段丘（標高12-50m)

である。この七鞍平段丘は現汀線にほぽ平行して約 4kmの幅で発達しているが、湖沼群の存在

で断続的である。上位の段丘と比較して、開析度も小さくきわめて平坦であるのが一般的であ

る。なお、上位の千歳段丘（標高60-lOOm) とは比高約10mの浸食斜面でもって接している。

本段丘は、遺跡周辺においては東方へ舌状に張り出していて、尾駁沼及び鷹架沼の両沼に臨む

付近では急峻な段丘崖となっている。本段丘は標高約30mを境にして地形的な差異が認められ

る。標高30m以上の高所（七鞍平段丘A面とする）では東方への傾斜の度合いがやや大きく、

開析度も大きくやや起伏に富む地形となっている。この傾向は尾駁沼北方の大石平遺跡、上尾

駿(1)・(2)遺跡等の立地する付近でも同様であって、特に上尾駿(2)遺跡c区においては標高30m

付近に比高 6-8mの急傾斜面が認められた。標高30m以下の低所では七鞍平段丘 B面 ・C

面 ・D面の 3面に細分でき、いずれも比高 2-3mの傾斜地をもって接している。 B面は上述

のA面に隣接し、一部は舌状に張り出した段丘のほぼ中央部に細長く帯状に分布していて、東

縁部では南北に帯状となっている。標高17-30mであって、開析されて小丘地状を呈している。

ただA面に隣接する付近では浸食されて東方への急傾斜地となっている。 C面は標高14-20m

であって、解析度も小さくきわめて平坦である。舌状に張り出した段丘のほぼ中央部に分布し、

尾駿沼及び鷹架沼に面している。なお、一部は鷹架沼に臨む沖積平野内に残丘状に点在してい

る。そして、 D面は舌状の段丘の東端部にあって、標高12-15mである。一部小谷によって開

析されているが、きわめて平坦である。東方の小谷内には古砂丘が埋積していて、その頭部に

は湿地帯が展開している。西方においては谷地形が明瞭で砂礫及び粘土の堆積が認められる。

なお、段丘東縁部には B面があって、 D面が逆傾斜している。
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  本遺跡の立地する地域は舌状に張り出した七鞍平段丘の東縁部にあって、標高は 12 ～ 17m で

ある。段丘東縁部に分布する七鞍平段丘Ｂ面から西方へ緩傾斜しているＤ面上に占地している。

その調査区域西端には東西 100ｍ 、南北 150ｍの低湿地帯があって、古砂丘に被覆されている。

この低湿地帯は、七鞍平段丘Ｂ面を開析する小谷の谷頭付近に位置するものであって、湧水量

が多い。なお、調査地域の東端は浸食段丘の野辺地層の上に直接ロームが堆積している。

  第２節  遺跡周辺の地質

  下北半島の頸部を構成している地層のうち、基盤をなす地層は新第三系中新統の泊安山岩類

及び鷹架層である。また、本地域に最も広く分布する地層は新第三系鮮新統の浜田層及び第四

系下部洪積統の野辺地層である。泊安山岩類は安山岩質角礫岩及び同質集塊岩等からなってい

て本地域北方の山岳地に広く分布している。鷹架層は主として塊状のシルト質砂岩からなり泊

安山岩類の上部と指交関係にあって、鷹架沼を中心ほぼ南北に分布している。浜田層は塊状無

層理の砂質シルト岩との互層からなり、下位の中新統を不整合におおっている。また、野辺地

層は全体的に砂とシルトの互層からなり、下位の新第三系を不整合におおい、ほぼ水平に堆積

している。なお、野辺地層は段丘構成におおわれている。

  七鞍平段丘の段丘構成層は段丘砂礫層と火山灰層とから成り立っている。段丘砂礫層は主に

中～粗粒砂層からなり、時に薄層あるいはレンズ状の礫層を伴うことがある。なお、最下部に

は段丘礫層が堆積している。火山灰層は褐色ラピリ質浮石（千曳浮石Ｃｂ．ｐ）と下位の黄褐

色粘土質火山灰（ローム） 層である。千曳浮石層は本地域においては一般に薄層であって鍵層

となりうる。七鞍平段丘Ｄ面では千曳浮石層が粘土質に層相変化し、下位のローム層を伴わな

いことから、Ｄ面の形成時期は千曳浮石の降下時期に相前後するものと思われる。                                                                                                        

第 2図遺跡周辺の鳥臓図（「表館(1鴻［跡III」より）
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  第３節  遺跡の基本層序 （第４図）

  遺跡内の各層の対比及び発茶沢(1）遺跡との対比は第4図に示したとおりである。本遺跡の調

査区域及び西側に隣接する発茶沢（1）遺跡Ｄ地区は七鞍平段丘Ｂ面の北斜面からＤ面の平坦地に

かけて位置する。Ｄ地区の北端は尾駮沼に面した急峻な段丘崖であり、本遺跡の北端は、尾駮

沼の縁辺部に分布する低平な湿地帯へ連続している。

  前年度の発茶沢（1）、表館（1）遺跡の調査では、飛砂の堆積が顕著に認められたが、本年度の調         

査区域では砂の混入は目立たず、ローム様粒子が認められた。また第Ⅱ層（昭和63年度の層序

区分を踏襲する） は本調査区域ではきわめて薄いか欠如していた。これは第Ⅱ層が風成堆積を

示す砂質層であるため古地形や風向・風力が一様でなかったためと思われる。第Ⅰ層は、その

色調と混入物からⅠａ層とⅠｂ層に識別できるが、表館（1）遺跡Ａ地区ではⅠａ・Ⅰｂの区別が

できたがＢ地区では区別ができずⅠ層として取り扱った。

  各層の概要は次のとおりである。

  Ⅰ層黒褐色土層（10 ～ 30㎝ ） 耕作土。草根を多く含む。ややしまりがあり、粘性もある

        色調の違いからⅠａ層、Ⅰｂ層に区分できる。Ⅰｂ層はⅠａ層より色調が明るく、ロー

        ム粒を若干含む。

  Ⅱ層  暗褐色砂質土層（０～ 10㎝）  風成堆積物と考えられ、局部的な分布を示す。全くし

        まりがなくソフトである。

口
太
平
洋

鷹架沼

0 ffill千歳段丘 こ侵食斜面 旱~ご己云:;;B面三］心
噂釈贔

I I 

鵬遠平段丘c面 g多3七籍平段丘D面-沖積段丘 厄忽窃斜面段丘崖

亡］古砂丘 ［こ］天ヶ森砂丘哲ヨ湿地帯 ［~沖積平野

第 3図遺跡周辺の地形分類図er表館(1漣：跡III」より）
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Ⅲ層  黒褐色腐植土層（0～ 50㎝）  ローム粒子を少量含む。しまり・粘性あり。表館（1）遺

      跡A地区では欠くところも見られるが、B地区では東方に向かって厚く堆積している。

Ⅳ層  黒褐色～暗褐色土層（10 ～ 50㎝） 下位の千曳浮石層からの漸移層である。色調から

      Ⅳａ層、Ⅳｂ層に区分でき、下位のⅣｂ層に千曳浮石がブロック状で含まれるのに対

      しⅣａ層には千曳浮石が粒子状で含まれる。粘性・しまりともにある。

Ⅴ層  千曳浮石層（5～ 40㎝） 　黄褐色ラピリ質浮石である。浸食されて欠如しているとこ

      ろもある。非常に緻密であるが、上面は浸食されて脆い。

Ⅵ層  淡赤灰色粘土質ローム層（20㎝～）  Ｖ層直下に伴う暗色帯で、クラックの発達がみ

      られる。混入物を含まない。粘土質でしまりがある。

Ⅶ層  黄褐色粘土質ローム層（20㎝～）  粘性が強くしまりがある。

Ⅷ層  黄褐色中粒砂層段丘砂層である。

本遺跡からの遺物の出土は、Ⅲ層下部からⅣａ層までの間から縄文早期、同じくⅢ層下部か

ら縄文前期、Ⅲ層上部から縄文後期～晩期のものが出土している。

（工藤）
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１． 検出出遺構と遺構内出土遺物

  本地区で検出された遺構は、住居跡３軒・土壙16基・溝状ピット２基である。

跡居住  ）1（ 

 ）図51～８第（ 跡居住号１第 

 〉認確と置位〈 調査区北側平坦面のＢＫ・ＢＬ－312・313グリッドに位置する。基本層序第Ⅳ

ａ層上面で確認した。

 〈重複〉 第２号土壙と重複し、切り合い関係は本住居跡が古い。

２径短・ ㎝23ｍ３径長、は模規。るす呈を状形い近に形方長丸隅、は形面平 〉模規・形面平〈 

m82㎝で、床面積は7．35㎡と小型である。

 〈壁〉基本層序第Ⅳｂ層を掘り込んで構築しており、やや堅緻である。掘り込みの確認面から

床面までの深さは５～ 10㎝と浅い。

 〈床面〉 基本層序第Ⅳｂ層を削平し、直接床面としている。ほぼ平坦で、Ｐ３周辺の中央部が

やや堅緻である。

〉穴柱〈  検出できたピットは20個である。Ｐ３は〈付属施設〉の項目で記載する。ピットの配

置は壁際に位置するが、柱痕跡は検出できなかった。

第１節  表館（1）遺跡Ⅰ地区の検出遺構と遺構内出土遺物

〉炉〈  検出できなかった。

 〈付属施設〉 Ｐ3は堅穴の中央部に位置しており、長形76㎝・短径36㎝ 、床面からの深さ9㎝

の不整な楕円形を呈する。その堆積土は本住居跡の堆積土に類似しており、住居跡に付随する

と思われるが、その性格については不明である。

 〈堆積土〉 4層に区分できた。その堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

）図51～9第（ 〉物遺土出〈 

復元できた3個（1）・（2）・（4）の土器の出土状態は、土器を意識的に破壊して住居跡内のほぼ全面

にまいて廃棄したのではないかと考えられる状況であるため、住居跡内のすべての土器は同一

時期と考えられる。出土した土器はすべて第Ⅰ群2類土器である。

第Ⅳ章 検出遺構と出土遺物

ピット計測表

No 形 態 規模(cm) 深さ (cm) No 形 態 規模(cm) 深さ (cm) No 形 態 規模(cm) 深さ (cm)
1 円 形 14Xl4 8.9 2 円 形 12Xll 7.2 3 不整形 35X(20) 11. 7 
4 円 形 lOX 9 3.8 5 円 形 7 X 7 5.2 6 楕円形 llX 8 5.2 
7 楕円形 7 X 5 5.2 8 円 形 lOX 9 4.7 ， 円 形 8 X 7 8.8 
10 円 形 13Xl3 8.2 11 楕円形 18Xll 12.5 12 円 形 7 X 6 5.2 
13 楕円形 7 X 6 3.2 14 円 形 8 X 7 6.5 15 円 形 7 X 7 10. 7 
16 楕円形 7 X 6 4.6 17 円 形 7 X 7 4.6 18 円 形 6 X 6 7.8 
19 円 形 6 X 6 7.4 20 楕円形 9 X 7 7.3 
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第 1号住居跡出土土器観察表(1)

番号 I 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

I H 床面 深鉢 山形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁、粘土状（刺突） 貝殻刺突 I群 2類A種

2 I I H 床面 鉢 山形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁、粘土状（剌突） ナデ調整 I群 2類A種

3 I I H 床面 底 貝殻条痕 貝殻条痕 I群 2類

4 I I H 床面 深鉢 弧状文（貝殻腹縁）、補修孔、平口縁 I群 2類A種

第 9図 第 1号住居跡出土遺物(1)
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第 1号住居跡出土土器観察表(2)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

5 I H 床面 鉢形 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 ［群 2類 A種

6 I H I層 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、粘土状（刺突）、平口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

7 I H 床面 口縁 縦位弧状文（貝殻腹縁）、平口縁 ヘラナデ調整 1群 2類A種

8 I H I層 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種， 1 H 床面 胴 方形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

10 1 H 床直 胴 方形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形剌突 ヘラナデ調整 l群 2類A種

II I H 覆土 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

12 I H 床面 口縁 貝殻腹縁文・沈線 ナデ調整 I群 2類 A種

13 I H 覆土 口頸 横位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

14 I H 覆土 胴 貝殻腹縁文・沈線 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

15 I H 床面 胴 方形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（剌突） ナデ調整 I群 2類A種

第10図第 1 号住居跡出土遺~2)



－ 22 －

　土器の紋様構成は、貝殻腹緑文を多用した横位弧状文（1）･縦位弧状文(4)・（8）・（9）で

ある。

　石器は、石鏃６点･石匙２点・石篦5点・不定形石器20点・チップ640点が出土している。

出土石器から、本住居跡は縄文時代早期の物見台式期である。

犀贔

亨〗
23 

I ヽ
21 

0 5cm 
I I I I I I 

'22 

第 1号住居跡出土土器観察表(3)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

16 I H 覆土 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

17 I H 床面 胴 横・ 縦位（沈線） ヘラナデ調整 I群 2類 B種

18 I H 床直 胴 貝殻腹縁文、円形刺突、鋸歯状（沈線） ナデ調整 1群 2類A種

19 1 H 床面 朋 横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

20 I H 床直 胴 縦位状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類A種

21 1 H 床直 桐 貝殻腹縁文、鋸歯状沈線、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

22 I H 床面 底辺 火熱による剥落が著るしい ナデ調整 I群 2類

23 I H 床直 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

第11図 第 1号住居跡出土遺物(3)
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ーヘ=
第 1号住居跡出土石器計測表(1)

出土
層

最 大 計 瀾 値
石質 分類

整理
傭 考図 版

地点 長（血） 幅(,.,,) 厚(..,,) 重(g) 番号

第12図ー 1 I H 覆土 (26) (15) 3 (I.I) 珪 A-la I 尖頭部欠損

第12図ー 2 I H 床面 (31) 12 3 (0. 7) 珪 A-la 3 基部欠損

第12図ー 3 I H 床面 27 18 4 1.2 珪 A-Ia 5 

第12図ー 4 I H 3(床面） (29) (IO) 4 (I.I) 珪 A-Ia 7 基部欠損

第12図ー 5 I H 覆土 28 14 3 1.2 珪 A-Ila 2 

第12図ー 6 1 H 床面 27 20 3 1.5 珪 A-II b 36 

第12図ー 7 I H 覆士 40 17 3 2.0 珪 D-11 8 

第12図ー 8 I H 覆土 47 17 4 2.9 珪 D-N 10 

第12図ー 9 I H 床面 72 42 12 34.8 珪 E-lb 4 

第12図第 1号住居跡出土遺物：4) 
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第 1号住居跡出土石器計測表(2)

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅 (mm) 厚(mm) 重 (g) 番号

第13固ー10 I H 床面 (42) (35) 8 (9.3) 珪 E-I b 32 基部残存

第13図ー11 I H 床直 (30) (31) 12 (lo. 7) 珪 E-IC 17 茎部残存

第13図ー12 I H 床面 59 39 15 29.0 珪 E-Va 16 

第13図ー13 I H 床面 52 35 10 16 0 珪 E-Ic 34 

第13図ー14 I H 覆土 46 29 7 10.9 珪 F-Ia II 

第13図ー15 1 H 床面 27 47 8 8.8 珪 F -I a 28 

第13図ー16 I H 覆土 23 29 5 2.0 珪 F-Ia 12 

第13図-17 1 H 床直 33 44 10 9.1 珪 F-ld 18 

第13図ー18 1 H 床面 33 34 7 7 .3 珪 F-IC 22 

第13図第 1号住居跡出土遺物(5)



－ 25 －

:ら04)
こー 19 

W-i-Q~ 
r---, 21 

9
W
 

爪

23

亨
[
，
 

爪
H
M
V
2
5

骨
-

り
6

爪
"
|
ー
＼
J

2

息
-

こ

ー

20 

〗ロ

尺~o二〉
＜てごご7 24 

□

[

 

ロ
伶
附
廿
廿
凡
,
9
2
7

一`い口<=:> 
28 

゜
第 1号住居跡出土石器計測表(3)



－ 26 －

,-~~ -~ 勺闘竺》
＜二二＞ 30 

~32 
~33 

<:::::::::,... 31 

゜
5cm 

,'口
34 

゜
10cm 

第 1号住居跡出土石器計測表(4)

図 版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考地点 長 (nun) 幅(n111) 厚（，，，，）重(g) 番号

第15図ー29 I H 床面 40 31 6 5. 7 珪 F-IV 15 

第15図ー30 l H 4(床直） 34 51 II 16.4 珪 F-N 29 

第15図ー31 I H 床面 48 27 6 6.3 珪 F-N 35 

第15図ー32 I H 床面 42 24 4 3.8 珪 F-N 24 

第15図ー33 I H 床面 42 25 7 5.4 珪 F-N 33 

第 1号住居跡出土石器計測表(5)

図版

第15図ー34 =I: 14(; 直） I~~:~I~;) 『厚;:) I~~;/ I :o: I K'Jt~m I : マ

第15図第 1号住居跡出土遺物：7) 
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第２号住居跡（第16 ～ 36図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＨ・ＢＩ－321 ～ 323グリッドに位置し、基本層序第Ⅳａ層上面で黒褐

色土の円形の落ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉  長径5ｍ90㎝ ・短径4ｍ40㎝の東西に長い楕円形を呈する。床面積は（20.6）

㎡である。

 〈壁〉 基本層序第Ⅳｂ・Ⅴ層を掘り込んで構築されている。壁高は、東壁13 ～ 15㎝ 、西壁５～

７㎝ 、南壁15 ～ 17㎝、北壁12 ～ 14㎝である。壁面は東西が緩やかに立ち上がり、南北はテラス

面からほぼ垂直に立ち上がる。

 〈床面〉 住居跡中央部が最も低く、壁寄りが若干高くなる傾向にある。床面中央部が堅く締ま

り、壁寄りは軟らかい。また、住居跡南東側から北西側にかけて、壁寄りに一段高いテラスが

みられ、段の高さは11 ～ 16㎝である。

 〈柱穴〉 堅穴内から検出されたピットは11個で、そのうちテラス面から10個検出された。すべ

てのピットは壁際に配置されており、柱痕跡は確認できなかった。

  ピット計測表

第 1号住居跡土層注記

祖且I旦iiiI言旦g~~;~~~長旦三ややあり粘性あり。

第 1号住居跡ピット 1土層注記

・:!:I: 褐 : I :~~::;:I::: 土溢~~*c;!::~らぶ：り ・粘性なし。

第 1号住居跡ピット 2土層注記

・:!:I: 褐 : I/~~::;: I;;~:: 文t~~!しts~!~ 。・粘性なし。

第 1号住居跡ピット 3土層注記

百巨ミ ~I 吾黄：褐巨 Ii巨乏巨:芸 I 亘庄手三き~;g~:呈：立：芦~m:~性なし。
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 〈出土遺物〉 （第18 ～ 36図）

  住居跡の確認面から床面に至る各層のほぼ全面から出土している。復元できた土器は、床面・

床直から出土したものが多く、覆土からは少なかった。また、多量の土器破片が出土したにも

かかわらず復元土器が少なかった。出土した土器はすべて第Ⅰ群2類土器である。

  土器の文様構成は、横位弧状文（1）・山形文（2）・貝殻条痕文（7）が見られ、文様帯の内部に貝殻

腹縁文を充填している。（3）は口唇部寄りに円形刺突文を横位に巡らしている。波状口縁を有す

る土器は副次突起をもつものが多い。

 〈炉〉 堅穴内中央部で、長径87㎝ ・短径76㎝ のほぼ円形の地床炉を検出した。床面から底面ま

での深さは10㎝と浅い。 堆積土は3層に区分でき、火焼面は検出されなかった。

 〈付属施設〉 認められなかった。

 〈堆積土〉 10層に区分できた。断面の観察から自然堆積と思われる。

No 形 態規模(cm) 深さ (cm) No 

］ 不整形 44X27 11.0 2 
4 楕円形 22Xl3 7.8 5 
7 円形 15Xl5 21.3 8 
10 円形 32X27 8.1 11 

規！百言籍I;菜宮『）1言I角円穿I規i言旦苔I;菜喜言）

第 2号住居跡土層注記

第 1層 黒褐色 JOY R'/2 ローム粒若干含む。 しまり・粘性ややあり 。

第2層 暗褐色 JOY R'/3 口ーム粒若干含む。 しまりなし、粘性ややあり。

第3層 黒褐色 JOY R'/2 ローム粒・ 炭化物・焼土粒を少量含む。しまり・粘性ややあり。

第4層 暗褐色 JOY R'/, ローム粒少量含む。しまりなし、粘性ややあり。

第5層 暗褐色 JOY R 3/4 ローム粒少量含む、ロームプロソク混入。 しまり・粘性ややあり 。

第6層 褐 色 JOYR 4/4 ローム粒少量含む。しまりなし、粘性あり。

第7層 黄褐色 JOY R 0/6 ローム粒少量含む。 しまりなし、粘性あり 。

第8層 褐 色 JOYR 4/4 ローム粒若干含む。 しまりなし、粘性ややあり。

第9層 暗褐色 JOY R'I, ローム粒・炭化物粒・焼土粒を少量含む。 しまり・粘性あり 。

第10層 黒褐色 JOY R'/3 ローム粒・ ロームプロック少量混入。しまり・粘性なし。

第11層 明黄褐色 IOYRb/6 炭化物を少量含み、ロームプロック混入。 しまり・粘性ややあり。

第 2号住居跡炉土層注記

第 1層黒

~ 第3層褐

:1富::;:I:悶：だは~;需ら、；げ:'~;~·-は~~~;り？性ややあり。

色 IOYR4/6 黒色土混入。しまりなし、粘性あり。

第 2号住居跡ピット 1土層注記

・:i:I: 褐 王I:E::~:I; ロ：そ竺；；:~tf 三 i:;~:~~やあり。

第 2号住居跡ピット 2土層注記

I第1層I黄 褐 色IJOY炉/6I暗褐色士混入。 しまり・粘性なし。

第 2号住居跡ピット 3土層注記

巨褐 色 IJOY炉i,I暗褐色土混入。しまり・粘性なし。
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‘ì

｀
 

・

・

・

・

・

・

・

・

‘

‘

．
 

.

.

.

 

”
 ..
.
.
 

;
．
．
 
．．．． 
‘ヽ
．． 
．
 
囀
．

．
 

．
．
．
 

4
 

．

．

．

 

．．．．． 

囀．．． 

J

．
 

.

.
 

、、
．

．

 g
.
.
.
.
.
 

．
．
．
．
．
．
 

.

，

 

•• 

．
 

．

．

．

．

 

••••• 

．

．

．

．

．

 

.

.

.

.

.

 

、．

囀

ヽ

・

•. 

• 
．
 

••• 
．
．
 ず
噌

・
．
 

•.• 
疇

゜
2m 

•土器 ・石器

第17図第2号住居跡(2)



－ 31 －

一

゜
10cm 

第 2号住居跡出土土器観察表(1)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

l 2 H 床面 深鉢 山形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

2 2 H 床面 深鉢 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻条痕 I群 2類A種

3 2 H 床面 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻条痕 I群 2類A種

第18図 第 2号住居跡出土遺物(1)
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第 2号住居跡出土土器観察表(2)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

4 2 H 床面 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、補修孔、波状口縁 貝殻条痕 I群 2類A種

5 2 H 床直 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

6 2 H 床面 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、補修孔、円形剌突、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

7 2 H 床直 深鉢． 貝殻条痕、平口縁 貝殻条痕 l群 2類D種

第19図 第 2号住居跡出土遺物(2)
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器観察表(3)第 2号住居跡出土土

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

8 Z H 覆土 底部 貝殻条痕、乳房状突起 貝殻条痕 1群 2類 D種， 2 H 覆土 底部 貝殻条痕、乳房状突起 ナデ調整 I群 2類D種

10 2 H 床直 底部 火熱による剥落が著しい。乳房状突起 ナデ調整 l群 2類

11 2 H 覆土 底部 貝殻条痕、乳房状突起 貝殻条痕 I群 2類 D種

12 2 H 覆土 底部 乳房状突起 貝殻条痕 I群 2類

13 2 H 床直 小士 型器 貝殻条痕、平口縁 ナデ調整 l群 2類 D種

14 2 H 床面 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

15 2 H 覆土 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

16 2 H 床面 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

17 2 H 覆士 ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻条痕 I群 2類A種

18 2 H 覆土 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

19 2 H 床面 口縁 山形状文（沈線）、波状口縁 ナデ調整 I群 2類 B種

第20図第2号住居跡出土遺物(3)
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第 2号住居跡出土土器観察表(4)

番号 地区 ・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 向 分類

20 2 H 床面 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻 刺 突 ［群 2類 A種

21 2 H I層 口縁 斜位状文（貝投腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

22 2H 覆土 口 縁 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸術状沈線、波状口縁 貝殻刺突 1群 2類 A種

23 2 H 床直 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 ナ デ l群 2類 A種

24 2 H 床面 ロ縁 斜1立状文 （貝殻腹緑）、 波状口縁 貝 殻刺 突 l群 2類 A種

25 2 H 覆土 口縁 斜位状文（貝殻腹縁） 、平11縁 貝 殻条 痕 1群 2類A種

26 2 H 床直 口 縁 斜位・ 弧状文（貝殻腹縁） 、波状口縁 貝 殻刺 突 1群 2類A種

27 2 H 床面 口縁 斜位・弧状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 1群 2類 A種

28 2 H 床面 口縁 斜位 ・縦位弧状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻条痕 I群 2類 A挿

第21図 第 2号住居跡出土遺物(4)
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第 2号住居跡出土土器観察表(5)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

29 2 H 覆土 口縁 縦位弧状文（貝殻腹緑）、波状口縁 貝殻腹縁 I群 2類 A種

30 2 H 床直 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻腹縁 l群 2類 A種

31 2 H 床面 ロ縁 山形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻腹縁 1群 2類 A種

32 2 H 覆土 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻腹縁 I群 2類 A種

33 2 H 床面 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻条痕 l群 2類 A種

第22図 第 2号住居跡出土遺物(5)
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第 2号住居跡出土土器観察表(7)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

42 2 H 床面 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

43 2 H 3層 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

44 2 H 覆土 口縁 鋸歯状沈線、貝殻腹縁、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

45 2 H 覆土 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

46 2 H 床面 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

47 2 H 覆士 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

48 2 H 覆土 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

49 2 H 4層 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

50 2 H 覆士 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝穀刺突 l群 2類 A種

51 2H 床面 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻剌突 l群 2類A種

第24図第2号住居跡出土遺物(7)
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第 2号住居跡出土土器観察表(8)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

52 2 H 覆土 口縁 貝殻腹縁文・沈線、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

53 2 H 床面 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻条痕 I群 2類A種

54 2 H 床面 ロ縁 山形状文（貝殻腹縁）、粘土粒、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

55 2 H 2層 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

56 2 H 床面 ロ縁 山形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 ナデ調整 I群 2類A種

57 2 H 覆土 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

58 2 H 床面 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

59 2 H 床直 ロ縁 縦位弧状文（貝殻腹縁）、波状口縁 ナデ調整 I群 2類A種

60 2 H 覆土 口縁 貝殻腹縁文・ 沈線、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

61 2 H 覆土 口縁 貝殻腹縁文・沈線、平口縁 貝殻刺突 l群 2類 A種

62 2 H 床面 ロ縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

63 2 H 覆土 ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

64 2 H I層 口縁 貝殻腹縁文・沈線、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

65 2 H 覆土 口縁 山形状文（貝殻腹縁） 、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

第25図 第 2号住居跡出土遺物(8)
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第 2号住居跡出土土器観察表(9)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

66 2 H 床直 胴 方形状文（貝殻腹縁）、 ヘラナデ調整 I群 2類A種

67 2H 覆土 胴 横位弧状文（貝殻腹縁）、円形剌突 ナデ調整 I群 2類A種

68 2 H 覆土 胴 方形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（刺突） ナデ調整 I群 2類A種

69 2 H 覆土 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形刺突 ナデ調整 1群 2類A種

70 2 H 覆土 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

71 2H 覆土 胴 貝殻腹縁文、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

72 2 H 覆土 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

73 2 H 覆土 胴 山形状文（貝殻腹縁） 貝殻条痕 I群 2類A種

74 2 H 9層 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

75 2 H 覆土 胴 貝殻腹縁文・沈線 ミ ガキ I群 2類A種

76 2 H 覆土 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 l群 2類A種

77 2 H 覆土 胴 貝殻腹縁文・沈線 ヘラナデ調整 I群 2類A種

第26図 第2号住居跡出土遺物(9)
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第 2号住居跡出土土器観察表(10)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

78 2 H 3層 胴 斜位沈線、貝殻腹縁文 ヘラナデ調整 I群 2類A種

79 2 H 覆士 胴 鋸歯状沈線、貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類 A種

80 2 H 4層 脹l 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

81 2 H 床面 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

82 2 H 覆土 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

83 2 H 床直 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘土粒（刺突） 貝殻条痕 I群 2類A種

84 2 H 覆士 胴 鋸歯状沈線、貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類A種

85 2 H 床直 胴 方形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

86 2 H 床面 胴 貝殻腹縁文・沈線・円形剌突 ナデ調整 I群 2類A種

87 2 H 覆土 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘士粒（刺突） ナデ調整 I群 2類A種

88 2 H 床面 服 貝殻腹縁文・円形剌突 ナデ調整 I群 2類A種

89 2 H 床面 胴 貝殻腹縁文・沈線 ナデ調整 I群 2類A種

90 2 H 覆士 胴 方形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

91 2 H 床面 胴 鋸歯状沈線・縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

92 2 H 覆土 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 l群 2類A種

93 2 H 3層 桐 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 B種

94 2 H 3層 Ill! 山形状文（貝殻腹縁） 貝殻条痕 I群 2類A種

第27図第2号住居跡出土遺物(10)
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第 2号住居跡出土石器計測表(1)

出土
層

最 大 計 測 値
石質

整理
図 版

地点 長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)
分類

番号
備 考

第28図ー 1 2 H 覆土 33 16 4 1 6 珪 A-Ia 43 

第28図ー 2 2 H 覆土 22 19 2 0 3 珪 A-Ia 44 

第28図ー 3 2 H 床面 (30) (13) 3 (I,]) 黒 A-I a 45 基部欠損

第28図ー 4 2 H 覆土 29 16 4 1.3 珪 A-I a 50 

第28図ー 5 2H 覆士 21 17 3 0,6 珪 A-I b 42 

第28図ー 6 2 H 床面 (20) (17) 4 (1.3) 珪 A-IC 54 尖頭部欠損

第28図ー 7 2 H 覆土 27 19 3 I. 7 珪 A-II b 51 

第28図ー 8 2 H 覆土 (41) 29 6 (7 6) 珪 B-la 41 尖頭部欠損

第28図-9 2 H 床面 (22) (17) 6 (1.6) 珪 A-N 79 基部欠損

第28図ー10 2 H 覆土 (28) (28) 7 5 0 珪 B-la 66 基部残存

第28図 第 2号住居跡出土遺物(11)
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第 2号住居跡出土石器計測表(2)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長(mm) 輻 (mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第29図ー11 2 H 覆土 (46) (29) 7 (6 3) 珪 B-Ia 95 尖頭部欠損

第29図ー12 2 H 覆土 (35) (17) 6 (3. 7) 珪 B-I b 94 尖頭部欠損

第29図ー13 2 H 4 24 17 4 1.3 珪 C 87 

第29図ー14 2 H 覆土 48 13 4 2.4 珪 D-Il 39 

第29図ー15 2 H 床面 54 17 6 5. 7 珪 D-0 48 

第29図ー16 2 H 覆土 (40) 21 5 (4.4) 珪 D-N 40 刃部欠損

第29図ー17 2 H 4 41 15 3 1.9 珪 D-N 46 

第29図ー18 2 H 2 47 21 5 4.0 珪 D-N 47 

第29図ー19 2 H 2 (27) 23 7 (4.3) 珪 E-lb 83 欠損

第29図ー20 2 H 覆土 46 27 ， II. 7 珪 E-Ic 49 

第29図ー21 2 H 床直 (24) (31) 10 (9.0) 珪 E-N  77 基部残存

第29図ー22 2 H 床面 (28) (26) 6 (3.7) 珪 F-lc 37 欠損

第29図 第 2号住居跡出土遺物(12)
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第 2号住居跡出土石器計測表(3)



－ 44 －

こ 32 こ□＼

こ 36

ーFW
＜ 37 -~-~Ll 

-—• 38 

“仄》
~ ―ヽ 41

こ 39

＜こ:::> 40 

0 5cm 

第 2号住居跡出土石器計測表(4)

出土 最 大 計 測 値
石質 分類

整理
備 考図 版

地点
層

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第31図ー32 2 H 3 49 30 7 9.4 珪 F-Ila 52 

第31図ー33 2 H 床直 47 44 18 25 6 珪 F-ld 76 

第31図ー34 2 H 床面 30 32 8 6,4 珪 F-lct 78 

第31図ー35 2 H 8 24 35 10 11.2 珪 F-l d 84 

第31図ー36 2 H 覆土 51 27 4 9. 7 珪 F-ld 70 

第31図ー37 2 H 覆土 35 48 8 7.9 珪 F-11 a 59 

第31図ー38 2 H 覆土 27 32 5 2. 7 珪 F-IJ a 68 

第31図ー39 ZH 覆土 37 24 6 5.0 珪 F-II a 67 

第31図ー40 2 H 覆士 42 20 6 3.6 珪 F-Oa 72 

第31図ー41 2H 覆土 27 24 3 1.5 珪 F-Ua 63 

第31図 第 2号住居跡出土遺物(14)
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第 2号住居跡出土石器計測表(6)

囮 版
出 土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅 (mm) 原(mm) 重 (g) 番号

第33図ー51 2 H 覆土 (24) (31) 8 (6.7) 珪 F-N 53 

第33図ー52 2 H 覆土 30 23 4 2.2 珪 F-N 65 

第33図ー53 2 H 床面 41 28 6 6.9 珪 F-N 80 

第33図ー54 2 H 覆土 (28) (21) 7 (4.0) 珪 F-N 60 欠損

第33図ー55 2 H 床直 28 16 7 2.6 珪 F-ld 209 

第33図ー56 2 H 8 62 29 13 14.9 珪 F-N 85 

第33図ー57 2 H 8 34 25 6 5.2 珪 F-N 86 

第33図ー58 2 H 4 36 34 6 5.3 珪 F-N 90 

第33図ー59 2 H 2 58 28 II 14.4 珪 F-!V 89 

第33図第2号住居跡出土遺物(16)
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第 2号住居跡出土石器計測表(7)

68 

゜
10cm 

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

偏 考地点 長(mm) 幅(mm) 原 (mm) 重(g) 番号

第34固ー60 2 H 覆土 54 44 13 41 砂 l -Ila 15 

第34図ー61 2 H 床直 45 40 13 31 安 J -II b 16 

第34図ー62 2 H 床面 58 51 12 56 頁 J -II b 17 

第34図ー63 2 H 覆土 66 46 19 74 チャ J -DC  12 

第34図ー64 2 H 覆土 67 64 25 125 安 )-]] C 21 

第34図ー65 2 H 覆土 46 42 20 53 チャ J -Il C 13 

第34回ー66 2 H 8 65 65 22 135 安 J -Il C 20 

第34図ー67 2 H 床直 90 61 35 276 安 K-Ja 2 

第34図ー68 2 H 床直 50 41 13 38 チャ 1-m ， 
第34図 第 2号住居跡出土遺物(1り
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第 2号住居跡出土石器計測表(8)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長 (11111) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第35図ー69 2 H 床直 (80) 77 52 (520) 安 K-lc 7 欠損スリ 1面

第35図ー70 2 H 3 (59) 78 59 (305) 安 K-Ie 14 欠損スリ 1面

第35図ー71 2 H 3 (44) 72 35 (146) 砂 K-lb 19 欠損スリ 1面

第35図ー72 2 H 床直 (58) 83 43 (283) 安 K-I a 6 欠損スリ］面

第35図ー73 2H 覆土 163 60 42 543 安 K-IC 8 スリ 1面

第35図第2号住居跡出土遺物(18)
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第 2号住居跡出土石器計測表(9)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

傭 考図
地点 長(mm) 幅 (mm) 厚(mm) 重 (g) 番号

第36図ー74 2 H 床直 93 82 38 412 安 K-11 a 3 タタキ 2面

第36図ー75 2 H 床直 67 64 41 258 礫 K-Ilb 4 タタキ 2面

第36図ー76 2 H 床直 72 57 47 297 チャ K-Il b 5 タタキ 2面

第36図ー77 2 H 覆土 79 53 23 108 凝 K~ II C 10 タタキ］面

第36図ー78 2 H 2 (47) 66 34 123 安 K-II d II 欠タ損タ、キ 1 面

第36図ー79 2 H 床直 (22) 50 41 (82) チャ K-11 d 18 欠タ損タ、キ I iii 

第36図 第 2号住居跡出土遺物(19)
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 〈炉〉 検出できなかった。

 〈付属施設〉 Ｐ1は竪穴の中央部に位置しており、長径1ｍ10㎝・短径87㎝の長方形を呈し、

床面からの深さは23㎝である。Ｐ2は東壁寄りに位置しており長径1ｍ77㎝・短径92㎝の長方

  石器は、石鏃 8 点・石槍 4 点・石錐 1 点・石匙 5 点・石箆 3 点・不定形石器 38 点・石錘 8

点・敲磨器類 13 点・チップ 520 点が出土している。

  出土遺物から、本住居跡は縄文時代早期の物見台式期である。

第 4号住居跡 （第 37 ～ 48 図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＤ・ＢＥ－324・325 に位置する。基本層序第Ⅳａ層で住居跡を確認し

た。本住居跡の北方約 10ｍに第 2号住居跡がある。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 直径 6ｍ ・短径 4ｍ64 ㎝の長方形を呈するが、南東側の壁は確認できなかっ

たため、残存部分からの推定ラインである。床面積は（18.35）㎡である。

 〈壁〉 基本層序第Ⅳａ層を掘り込んで構築していることから、第Ⅳａ層を壁としている。掘り

込みの確認面から床面までの深さは 18 ㎝と浅い。

 〈床面〉 基本層序第Ⅳ層を削平し、直接床面としている。ほぼ平坦で、住居跡の中央部が堅く

踏み固められている。また、北側の壁寄りには長さ 1.5ｍ・幅 30 ㎝にわたり、床面から 16 ㎝

の高さの段がみられる。

 〈柱穴〉 堅穴内外で検出できたピットは 41 個である。Ｐ1・Ｐ2 については〈付属施設〉の項

目で記載する。ピットの配置から、堅穴の中央部に位置するＰ3～ Ｐ6 の四本は主柱穴と考え

られ、Ｐ8・Ｐ10 ～Ｐ41 の堅穴の壁寄りに位置するものは壁柱穴と考えられる。一方、堅穴外

に位置するＰ7・Ｐ9 については、本住居跡に関連するか否かは判断できなかった。また各ピッ

トでは柱痕を検出できなかった。

ピット計測表

No 形 能~ ヽ 規模(cm) 深さ (cm) No 形 態 規模 (cm) 深さ (cm) No 形 ~，"L・ ヒヽ 規模(cm) 深さ (cm)
3 楕円形 42X40 16 .1 4 楕円形 36X22 17 .3 5 楕円形 60X30 23.1 
6 楕円形 30Xl9 11.1 7 円 形 47X46 19.6 8 楕円形 28X 14 12.4 ， 楕円形 37X28 6.0 10 楕円形 34X26 12.6 11 円 形 23X20 3. 7 
12 円 形 37X30 19.2 13 円 形 28X26 9.2 14 楕円形 12X 9 4. 7 
15 円 形 20Xl9 12.6 16 不整形 27X 14 7.4 17 円 形 17X 15 11. 7 
18 円 形 16Xl5 16.2 19 楕円形 15Xl2 10.8 20 円 形 19Xl6 9.3 
21 円 形 14X 13 13.4 22 円 形 22X20 13.2 23 不整形 24Xl7 13.5 
24 円 形 25X22 11. 7 25 楕円形 21 Xl6 15.3 26 円 形 28X25 15.2 
27 楕円形 26Xl7 6.9 28 楕円形 23Xl7 7 .8 29 円 形 20Xl9 11.3 
30 円 形 19Xl7 14.9 31 円 形 22Xl8 13.3 32 不整形 35X27 2.5 
33 円 形 16Xl4 6.9 34 円 形 21 X20 2.7 35 円 形 21 Xl8 9.3 
36 円 形 20Xl8 12.3 37 円 形 16Xl5 7 .2 38 円 形 17Xl6 11.2 
39 円 形 17X 14 8.8 40 楕円形 26X20 8.8 41 楕円形 35X26 11.0 
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 〈出土遺物〉 （第38 ～ 48図）

  土器は、住居跡のほぼ全面に散布状態で出土していたが、完形土器は出土していない。（4）・

（5）はまとまって出土したが、（1）・（2）は床面及び床直の出土でほぼ同一時期に廃棄したと考えら

れる。出土した土器は第Ⅰ群2類土器である。

  土器の文様構成は、縦位及び斜位に構成された方形文が多く、方形文の終始には円形刺突文

を施す。（3）は口縁部と胴部の文様帯が分離している例である。（4）は器表裏面に貝殻条痕を施文

しており、痕跡は弱い。（5）は小形土器で、沈線と貝殻腹縁を用いて山形状に文様を構成してい

る。

  石器は、石鏃 8 点・石槍 4 点・石錐 1 点・石匙 1 点・石箆 2 点・不定形石器 13 点・石錘４

点・敲磨器類４点・石皿台石類１点・チップ２１２点出土している。

  出土遺物から、本住居跡は縄文時代早期の物見台式期と思われる。

形を呈し、床面からの深さは 12 ㎝である。両ピットの堆積土は住居跡の堆積土と同じであり、

本住居跡に付随するものと思われる。

 〈堆積土〉6 層に区分できた。その堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

第 4号住居跡土層注記

昌冒ーti~~~\三~~;~fiiI言三［
第 4号住居跡ピット 1土層注記

·:~:1: : :1 :~~::;:I'.! 宮~~~合::~:~:~多旦に含む。しまり・粘性なし。

第 4号住居跡ピット 2土層注記

戸褐 色 I JOY R'/, 1住居跡層序第 4層と同層位。

第 4号住居跡ピット 5土暦注記

l:~:I~ ふい黄褐:1: 心 ~:~;:I::::み交/しa:!;亡叫；五~~。りなし、粘性あり。

第 4号住居跡ピット 7土層注記

·=~:1: 褐 : I :~~::;:I:~~ 竺;!〗:~::: 靡~;~;:~oL,しを!:~: 粘性あり。

第 4号住居跡ピット38土層注記

両褐 色 I JOY Rg/, 1小ロームプロックを含む、暗褐色土混入。しまり＿・粘性あり。
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第 4号住居跡出土土器観察表(1)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

4 H 床面 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、円形剌突・鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

2 4 H 床面 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 貝殻条痕 I群 2類A種

策38図第4号住居跡出土遺物(I)
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第 4号住居跡出土土器観察表(2)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

3 4 H 床面 深鉢 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 1群 2類A種

4 4 H 床直 鉢 貝殻条痕、平口縁 貝殻条痕 I群 2類D種

5 4 H 床直 鉢 山形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻条痕 I群 2類A種

6 4 H 床直 底 貝殻条痕 貝殻条痕 I群 2類F種

7 4 H 床面 底 貝殻条痕、乳房状突起 貝殻条痕 I群 2類F種

第39図第4号住居跡出土遺物(2)
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第 4号住居跡出土土器観察表(3)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

8 4 H 床直 ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類A種， 4 H 床直 口頸 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

10 4 H 1層 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類A種

11 4 H 床面 ロ縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

12 ピ4H ット覆2号士 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類 A種

13 4 H 床直 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

14 4 H 床直 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類A種

第40図第4号住居跡出土遺物(3)



－ 56 －

（内面）

‘.~ 
面内・ヽ＼

.5̀. 

ハ
日
M‘16

嚢

（内面）
19 

（内面）

21 

第 4号住居跡出土土器観察表(4)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

15 4 H 床面 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

16 4H 床面 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

17 4H 床直 ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類A種

18 4 H 覆土 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形剌突、平口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

19 4 H 覆土 口縁 貝殻腹縁文・沈線、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

20 4 H 覆土 口縁 山形状文（貝殻腹縁文）、補修孔、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類A種

21 4 H 床直 口縁 方形状文（貝殻腹縁文）、鋸歯状沈線・円形剌突、波状口縁 ナデ調整 I群 2類 A種

22 4 H 床直 胴 山形状文（貝殻腹縁文）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

23 4 H 床直 口縁 山形状文（貝殻腹縁文）、円形剌突、波状口縁 ナデ調整 I群 2類A種

24 4 H 床面 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁文）、円形剌突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

25 4 H 床面 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁文）、粘土粒（剌突） ナデ調整 I群 2類A種

26 4 H 床面 胴 山形状文（貝殻腹縁文）、粘土粒（刺突） ナデ調整 I群 2類A種

27 4 H 2層 口縁 斜位状文（貝殻腹縁文）、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

第41図第4号住居跡出土遺物(4)
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第 4号住居跡出土土器観察表(5)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

28 4H 床面 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

29 4 H 覆土 口縁 貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類

30 4 H 覆士 口縁 貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類

31 4 H 床面 口縁 貝殻腹縁文・沈線・円形刺突、波状口縁 貝殻剌突 I群 2類 A種

32 4 H 床面 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

33 4 H 床面 胴 菱形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

34 4 H 床直 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

35 4 H 覆土 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

36 4 H 覆土 口縁 貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類

37 4 H 床直 口縁 沈線・鋸歯状沈線、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 B種

38 4 H 覆土 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 貝殻条痕 I群 2類 A種

39 4 H 床直 口縁 無文、波状口縁 ナデ調整 1群 2類 E種

40 4 H 覆土 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

41 4 H 覆土 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、鋸歯状沈線 貝殻条痕 l群 2類 A種

第42図第4号住居跡出土遺物(5)
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第 4号住居跡出土土器観察表(6)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

42 4H 床直 胴 方形状文（貝殻腹縁） 、円形剌突 ミ ガキ I群 2類A種

43 4 H 覆土 胴 弧状文 （貝殻腹縁） 貝殻条痕 I群 2類A種

44 4 H 2層 胴 横位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

45 4 H 床面 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

46 4 H I層 胴 方形状文（貝殻腹縁）、 円形剌突 ナデ調整 I群 2類A種

47 4 H 覆土 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

48 4 H 覆土 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

49 4 H 覆土 ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 1群 2類A種

50 4H 床直 胴 横位弧状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類A種

51 ピ4 H ッ ト覆1号土 胴 貝殻腹縁文・沈線 ナデ調整 I群 2類 A種

52 4 H 2層 胴 山形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（剌突） ナデ調整 I群 2類A種

53 4H 覆土 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

54 4H 床直 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

55 4 H 床面 胴 貝殻腹縁文・沈線・剌突 ナデ調整 1群 2類A種

56 4H 覆土 胴 貝殻腹縁文 ヘラナデ調整 I群 2類A種

57 4 H I層 胴 貝殻腹縁文 ヘラナデ調整 I群 2類A種

第43図第4号住居跡出土遺物(6)
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第 4号住居跡出土石器計測表(1)

区l 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考
地点 長(mm) 幅(mm) 厚(nm,) 重(g) 番号

第44図ー 1 4 H 覆土 19 14 3 0.4 珪 A-Ia 97 

第44園ー 2 4 H 床直 21 17 4 0.9 珪 A-Ia 102 

第44図ー 3 4 H 覆土 25 17 6 2.0 珪 A-lb 98 

第44図ー 4 4 H 床直 31 15 4 I 8 珪 A-lb 105 

第44図ー 5 4H I 22 14 3 1.0 珪 A-lb 107 

第44図ー 6 4 H 床直 21 15 3 0.8 珪 A-ll• 104 

第44図ー 7 4 H 覆土 21 18 4 1.2 珪 A-ll a 113 

第44図ー 8 4 H 床直 (42) (33) 7 (6.8) 珪 B-Ia 101 尖頭部欠損

第44図ー 9 4 H 床面 (28) (13) 3 (1.0) 珪 A-ffi 126 尖頭部欠損

第44図ー10 4 H 床直 (23) (23) 5 (2.7) 珪 B-Ia 119 基部欠損

第44図第4号住居跡出土遺物(7)
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第 4号住居跡出土石器計測表(2)

出土 最 大 計 測 値
石質

整理
債 考図 版

地点
層

長 (lllll) 幅(nun) 厚(mm) 重(g)
分類

番号

第45図ー11 4 H 床面 (29) 13 5 (1.2) 珪 B-Ill 120 基部残存

第45図ー12 4 H 床面 (35) (32) 8 (2 2) 珪 B-lb 125 尖頭部欠損

第45図ー13 4 H 床直 39 20 5 3.3 珪 C 108 

第45図ー14 4H 覆士 58 19 7 6.1 珪 D-!Y 110 

第45図ー15 4 H 床面 47 22 7 7. 7 珪 E-ID C 103 

第45図ー16 4 H 床直 32 25 6 4.3 珪 E-I b 106 

第45図ー17 4 H 床面 21 28 5 2.2 珪 F-I a 99 

第45図ー18 4 H 2 50 53 16 39.9 粘 F-Id Ill 

第45図ー19 4 H 2 38 33 ， 11.5 珪 F-Ia 115 

第45図ー20 4 H 2 57 40 12 23.5 珪 F -II a 116 

第45図第4号住居跡出土遺物(8)
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第 4号住居跡出土石器計測表(3)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

傭 考図
地点 長(mm) 幅(nun) 厚(mm) 重(g) 番号

第46固ー21 4H 床面 25 13 4 0.9 珪 F-lla 124 

第46図ー22 4 H 床面 49 17 5 3.2 珪 F-ll a 117 

第46図ー23 4H 2 34 33 5 3. 7 珪 F-lla 128 

第46図ー24 4 H 床面 31 14 4 1.3 珪 F-Da 122 

第46図ー25 4 H 床面 42 19 6 4.4 珪 F-11 a 123 

第46図ー26 4 H 床面 34 23 7 3.8 珪 F-11 a 127 

第46図ー27 4 H 覆土 43 24 13 13.1 珪 F-Ilb 112 

第46図ー28 4 H 床面 17 32 6 3.4 珪 F―皿 109 

第46図ー29 4 H 床面 55 31 ， 12.6 珪 F-N 118 

第46図ー30 4H 床面 45 22 4 4.0 珪 F-N 100 

第46図第4号住居跡出土遺物(9)
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第 4号住居跡出土石器計測表(4)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第47図ー31 4 H 床直 101 76 31 291 チャ J -I 26 

第47図ー32 4H 4 47 

“ 
18 47 チャ J -II b 23 

第47図ー33 4H 4 77 

“ 
18 135 安 J -II C 24 

第47図ー34 4 H 床直 54 51 27 86 チャ J -II C 22 

第47図ー35 4H 床面 (IOI) (66) (51) (471) 安 K-Ic 25 欠損スリ 1面

第47図ー36 4H 床直 160 83 58 1,058 安 K-I a 28 スリ 1面

第47図第4号住居跡出土遺物(10)
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第4号住居跡出土石器計測表(5)

図版

第48図ー37

第48図ー38

第48図ー39

出土

地点

4H 

4 H 

4 H 

層
最 大 計 測 値

石質 分類 整理 1備 考
長 (mm) 幅(mm) 厚 (mm) 重(g) 番号

覆土 (97) 70 52 (537) 安 K-IC 29 I欠損、スリ 3面

床直 240 190 70 4,600 安 L 30 

床直 62 54 43 171 安 K-11 b 21 Iタタキほぽ全面

第48図第4号住居跡出土遺物(11)



－ 64 －

 〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

  第2号土壙 （第50 ～ 51図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＬ－313グリッドに位置する。第1号住居跡の土層断面を観察したと

ころ、本遺構を確認した。

 〈重複〉 第１号住居跡と重複しており、新旧関係は本遺構が新しい。

 〈平面形・規模〉 第１号住居跡の土層断面を観察した際に本遺構を確認したため、平面形の全

（2） 土壙

  第１号土壙 （第 49 図）

 〈位置と確認〉  調査区ＢＪ－

346 グリッドに位置する。基本

層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土の

落ち込みを確認した。

 〈重複〉 本遺構東側で第１号溝

状ピットと重複しており、新旧

関係は本遺構が新しい。

 〈平面形・規模〉 所平面形は、

西側が張り出す不整楕円形を呈

する。規模は、開口部で長径

152 ㎝・短径 81 ㎝、底面で長径

86 ㎝・短径 64 ㎝である。

 〈壁〉 壁は、東壁が底面から緩

やかに立ち上がり、他壁はすべ 

てほぼ垂直に立ちあがる。壁高は、東壁 32㎝・西壁 28㎝・南壁 30㎝・北壁 32㎝である。すべて

の壁は軟らかい。

 〈底面〉 底面はほぼ平坦で、軟らかい。

 〈堆積土〉 4 層に分層できた。暗褐色土・褐色土を基調としており、第１層にローム粒が包含

されている。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。
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第49図
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容を把握できなかった。 残存部分から推定して、径

112 ㎝の円形を呈すると思われる。

 〈壁〉基本層序第Ⅳ層を掘り込んで壁面とし、北・

南壁は底面から緩やかに立ち上がる。壁高は、南壁

17 ㎝ ・北壁 20 ㎝で、壁は軟らかい。

 〈底面〉底面は中央部が凹んでおり、軟らかい。

 〈堆積土〉2 層に分層できた。黒褐色土を基調とし

ており、炭化物及びローム粒が包含されている。土

層断面の観察より、自然堆積と思われる。

 〈出土遺物〉遺物は 2層から不定形石器が 2点出土

した。
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第50図 第2号土壊

第 2号土墳土層注記

＇第 1層 1黒 褐 色 llOYR?'l炭化物及びローム粒を若干含む。しまりややあり、粘性なし。

第2層黒 褐 色 JOY R /3 炭化物及び口 -::1._粒を少量含む。しまり・粘性ややあり。
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第51図第2号土壊出土遺物

第 2号土墳出土石器計測表

区l 版
出士

層
最 大 計 測 値

石質 分類 整理 1 傭 考
地点 長(111n) 幅 (mm) 厚 (nun) 重(g) 番号

第51図ー 1 2士 1 (39) 14 4 (1.4) 珪 A-I a 20s I基部欠損

第51図ー 2 2土 2 43 28 6 5. 7 珪 F-N 247 

第51図ー 3 2土 2 26 20 4 1.2 珪 F-II a 210 
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  第 3 号土壙 （第 52 図）

〈位置と確認〉調査区ＢⅠ－313 グリッドに

位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土

の落ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉平面形は、東側がやや張り

出す楕円形を呈する。規模は、開口部で長径

114cm・短径 86cm、底面で長径 94cm・短径 72cm

である。

 〈壁〉壁は、すべて底面から緩やかに立ち上

がっており、軟らかい。壁高は、東壁 10 ㎝ ・

西壁 9㎝ ・南壁 7㎝ ・北壁 9㎝ である。

 〈底面〉 平坦で、南側が若干高くなっており、軟らかい。

 〈堆積土〉2 層に分層できた。各層にローム粒が包含されている。土層断面の観察より、自然

堆積と思われる。

〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

 第５号土壙 （第 53・54 図）

〈位置と確認〉  調査区ＢＪ－313 グリッドに位置する。基本層序第Ⅳ ａ層上面でローム土と黒

01 

瓢
B
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第 3号土墳土層注記

·:~:1: 褐 とI: 悶：悶 I~:!~翌：；旦：口亨;;、／口黄玉ク色'tt・.;,竺::~:J;;t~~!:L~~芯むうをり:羹に1昆入。
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第 5号土壌出土土器観察表

番号 I地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

5土 4層 服 縦位弧状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

5土 4層 胴 貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類A種

3 I s土 4層 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

4 I 5土 4層 胴 貝殻腹縁文 ナデ調整 I群 2類A種

第53図第5号土壊出土遺物
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色土の落ち込みを確認した。

 〈重複〉認められなかった。

 〈平面形・規模〉平面形は不整形を呈す

る。規模は、開口部で長径 126 ㎝ ・短径

115cm、底面で長径83cm・短径74cmである。

 〈壁〉すべての壁は、底面から緩やかに

立ち上がっており、軟らかい。壁高は、

東壁 34 ㎝ ・西壁 42 ㎝ ・南壁 26 ㎝ ・北壁

36 ㎝である。

 〈底面〉凹凸がみられ、中央部が若干高

くなっている。また、軟らかい。

 〈堆積土〉4 層に分層できた。第 1 層上

面にロームが集中的に包含されている。

土層断面の観察より、自然堆積と思われ

る。

 〈出土遺物〉 遺物は北壁寄りの4層から土器片が6点出土した。土器は、沈線と貝殻腹縁文を

組み合せた第Ⅰ群２類土器である。

  第6号土壙 （第55図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＫ－313グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土の落

ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は、ほぼ円形を呈する。規模は、開口部で長径66㎝ ・短径60㎝ 、底面

で長径10㎝ ・短径9㎝ である。

 〈壁〉 すべての壁は、底面からほぼ急激に立ち上がっており、軟らかい。壁高は、東壁34㎝ ・

西壁36㎝ ・南壁30㎝ ・北壁33㎝ である。

 〈底面〉 底面はほぼ平坦で、軟らかい。

 〈堆積土〉 5層に分層できた。褐色土を基調としており、第１層に千曳浮石、第2層にローム

粒が包含されている。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。
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第54図第5号土壊

第 5号土墳土層注記

〗乏戸苔I 百口呑：室茎自ご：戸迂：戸；g; 登I苔：~mし~~::·粘性 3層と同し
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  第7号土壙 （第56図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＯ－315グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で褐色土の落ち

込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は、不整な円形を呈する。規模は、開口部で長径76㎝ ・短径72㎝ 、底

面で長径53㎝ ・短径46㎝である。

 〈壁〉 南壁はほぼ垂直に、他壁は底面から緩やかに立ち上がっており、軟らかい。壁高は、東

壁12㎝ ・西壁18㎝ ・南壁16㎝ ・北壁14㎝である。

 〈底面〉 底面はほぼ平坦で、軟らかい。

 〈堆積土〉 3層に分層できた。褐色土を基調としており、第1・2層にローム粒が包含されて

いる。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

第 6号土墳土層注記

〗目主言I 亘亘更；圭；垂こ呈戸豆茎t~言吉戸姜：呈；三：こご:;了；：り:~~り。
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〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

  第8号土壙 （第57図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＱ －

314グリッドに位置する。基本

層序第Ⅳａ層上面で褐色土の落

ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は、北

側にやや張り出す不整楕円形を

呈する。規模は、開口部で長径

148㎝ ・短径134㎝ 、底面で長径

115㎝ ・短径98㎝ である。

 〈壁〉 東壁はやや急激に、他壁

は底面から緩やかに立ち上がっ

ており、堅緻である。壁高は、

東壁 26 ㎝ ・西壁 21 ㎝ ・南壁

18㎝ ・北壁14㎝ である。

 〈底面〉凹凸があり、東側が若干低くなっている。また、堅緻である。

 〈堆積土〉 5層に分層できた。褐色土を基調としており、各層にローム粒が包含されている。

土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。

第 7号土墳土層注記

・=!=1= :r: ぶ：以 1~=~::::~閉温:!品霊あり。
第 3層黄 褐＿色 JOY R /6 しまりややあり、粘性あり。
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第57図第8号土壊

第8号土墳土層注記

百□言旦〗且言i岳国詈；O~ ゜
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  第10号土壙 （第58図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＭ －

318グリッドに位置する。基

本層序第Ⅳａ層上面で黒色土

の落ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平 面 形・規 模〉 平 面 形 は、

不整な円形を呈する。規模は、

開 口 部 で 長 径216㎝ ・短 径

197㎝ 、底面で長径184㎝ ・短

径169㎝である。

 〈壁〉 各壁ともに底面から緩

やかに立ち上がっており、堅

緻である。壁高は、東壁24㎝ ・

西 壁20㎝ ・南 壁23㎝ ・北 壁

18㎝である。

 〈底面〉平坦で、堅緻である。

 〈堆積土〉 7層に分層できた。黒褐色土を基調としており、第1～ 3・5・7層にはローム粒

が包含されている。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

 〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

  第11号土壙 （第59図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＯ－321グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土の落

ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は、不整な円形を呈する。規模は、開口部で長径70㎝ ・短径68㎝ 、底

面で長径33㎝ ・短径31㎝である。
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第58図第10号土墳

第10号土墳土層注記

第 1層 黒 色 7.5YR'/1 1-2""大のローム粒を少量含む。しまり ・粘性なし。

第2層 黒褐色 7.5YR'/2 焼土を少量に混入し、2~ 3nun大のローム粒を少量に含む。しまり・粘性なし。

第3層 黒褐色 JOY R'/2 1-211111大のローム粒をやや多量に含む。しまりなし、粘性ややあり 。

第4層 黒褐色 JOY R 2/3 黄褐色土をやや多量に混入する。しまりなし、粘性あり 。

第5層 暗褐色 JOY R 2/3 5-!0JND大のロームプロックを多量に混入する。しまりややあり、粘性なし。

第6層 褐 色 IOYR4/4 黄褐色士を多量に混入する。しまり・粘性なし。

第7層 暗褐色 JOY R'I, 5 mm大のロームプロックを少量、黄褐色土を多量に混入する。しまりなし、粘性あり 。
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 〈壁〉 すべての壁は底面から緩やかに立ち上

がっており、軟らかい。壁高は、東壁20㎝ ・

西壁20㎝ ・南壁18㎝・北壁22㎝である。

 〈底面〉 凹凸があり、中央部が最も低くなっ

ている。また、軟らかい。

 〈堆積土〉 2層に分層できた。各層に炭化物

が混入されている。土層断面の観察より、自

然堆積と思われる。

 〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

  第12号土壙 （第60 ・61図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＫ－332グリッドに位

置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土の落

ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は、ほぼ円形に近い形

状を呈する。規模は、開口部で長径80㎝ ・短径

74㎝ 、底面で長径50㎝・短径46㎝である。

 〈壁〉各壁ともに底面から緩やかに立ち上がる。

また、東壁は中端に段を有している。壁高は、

東壁14㎝・西壁16㎝ ・南壁13㎝・北壁13㎝であ

る。すべての壁は軟らかい。

 〈底面〉 中央部が最も低い丸底で、軟らかい。

 〈堆積土〉 3層に分層できた。第1・2層にローム粒が包含されている。土層断面の観察より、

自然堆積と思われる。
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 〈出土遺物〉 遺物は2層中から土器が1点

出土した。 土器は貝殻条痕文を施文した第

Ⅰ群土器である。

  第13号土壙 （第62・63図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＪ－322グリッドに

位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で黒褐色土

の落ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は円形を呈する。規

模は、開口部で長径86㎝ 、底面で長径75㎝ ・

短径64㎝である。

 〈壁〉 北・東壁が底面から緩やかに立ち上が

り、南・西壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁は

軟らかい。壁高は、東壁11㎝ ・西壁16㎝ ・南

壁13㎝・北壁9㎝である。

 〈底面〉 ほぼ平坦であるが中央部が若干凹ん

でおり、軟らかい。

 〈堆積土〉 4層に分層できた。第1・3層にはロームが包含さ

れている。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

 〈出土遺物〉 遺物は2層中より土器片が２点出土した。土器は

胴部下半部で第Ⅰ群土器に相当すると思われる。

゜
5cm 

第61図第12号土蠣出土遺物

第12号土墳出土土器観察表

番号 I地区・層位 I部位 外面施文文様 内面 分類

12土 2層 胴 I 貝殻条痕 ナデ調整 I I群 2類

In ¥0 

A 

-~ 

10 ¥0 

A 
I 4 — 8 

"'""~ ~ ' - -ーー1 ，十
•土器

゜一 2m
第62図第13号土壊

I I 

/’勺
゜

5cm 

第63図第13号土攘出土遺物

第13号土墳土層注記

宙；ill且illI廿翌戸笠戸なし。
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  第14号土壙 （第64図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＥ－322グリッドに

位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で黒褐色土

の落ち込みを確認した。

 〈重複〉 認められなかった。

 〈平面形・規模〉 平面形は、北側に張り出し

た楕円形を呈する。規模は、開口部で長径

98㎝ ・短径80㎝ 、底面で長径85㎝ ・短径60㎝

である。

 〈壁〉 北壁はほぼ垂直に、他壁は底面から緩

やかに立ち上がり、軟らかい。壁高は、東壁21

㎝・西壁16㎝・南壁13㎝ ・北壁18㎝ である。

 〈底面〉 中央部に溝状の凹があり、軟らかい。

 〈堆積土〉 4層に分層できた。第1 ・2層にはローム粒が混入されている。土層断面の観察よ

り、人為堆積と思われる。

〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

 第15号土壙 （第65図）

〈位置と確認〉 調査区ＢＥ－323グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土の落

ち込みを確認した。

〈重複〉 認められなかった。

〈平面形・規模〉 平面形は、楕円形を呈する。規模は、開口部で長径91㎝ ・短径63㎝ 、底面で

長径76㎝・短径36㎝である。

〈壁〉 各壁ともに底面から緩やかに立ち上がり、軟らかい。壁高は、東壁15㎝ ・西壁14㎝ ・南

壁14㎝・北壁17㎝である。

第13号土壌出土土器観察表

文文
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 〈底面〉ほぼ平担で、軟らかい。

 〈堆積土〉3層に分層できた。土

 層断面の観察より、自然堆積と思

 われる。

 〈出土遺物〉遺物は出土しなかっ

 た。

  第16号土壙（第66・67図）

〈位置と確認〉調査区ＢＦ－320グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で黒褐色土の落

ち込みを確認した。
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〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は楕円形を呈する。規模は、開口部で長径63㎝・短径51㎝ 、底面で長

径39㎝・短径27㎝である。

〈壁〉北・東壁は底面から緩やかに立ち上がり、南・西壁はほぼ垂直に立ち上がる。各壁とも

軟らかい。壁高は、東壁16㎝・西壁18㎝・南壁20㎝・北壁18㎝である。

〈底面〉ほぼ平坦で、軟らかい。

〈堆積土〉2層に分層できた。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉遺物は、第２層上面より土器片が１点出土した。土器は胴部破片で第Ⅰ群土器に

相当すると思われる。

  第17号土壙（第68図）

〈位置と確認〉調査区ＢＮ・ＢＯ－318グリッド

に位置する。

〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は不整な円形を呈する。

規模は、開口部で長径96㎝・短径89㎝、底面で長

径78㎝・短径68㎝である。

〈壁〉すべての壁は底面から緩やかに立ち上がっ

ており、軟らかい。壁高は、東壁11㎝・西壁11㎝・

南壁12㎝・北壁10㎝である。

〈底面〉若干の凹凸があり、軟らかい。

〈堆積土〉確認が遅れたため、土層は不明である。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。

第16号土墳出土土器観察表

施文文
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  第18号土壙（第69図）

〈位置と確認〉調査区ＢＪ－319グリッドに

位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色土

の落ち込みを確認した。

〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は楕円形を呈する。

規模は、開口部で長径121㎝・短径81㎝、底

面で長径94㎝・短径40㎝である。

〈壁〉すべての壁は底面から緩やかに立ち上

がっており、軟らかい。壁高は、東壁25㎝・

西壁20㎝・南壁22㎝・北壁２０㎝である。

〈底面〉ほぼ平坦で、軟らかい。

〈堆積土〉4層に分層できた。１層・４層に

はロームが混入されている。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。
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第69図第18号土壊

第18号土墳土層注記

〗芝戸芸I 匡：巨主呑：至全：：予:~:: や：二:~あり。
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  第１号溝状ピット（第70～72図）

〈位置と確認〉調査区ＢＪ－316

グリッドに位置する。基本層序第

Ⅳａ層上面で黒褐色土の落ち込み

を確認した。

〈重複〉第１号土壙と重複してお

り、新旧関係は本遺構が古い。

〈平面形・規模〉平面形は、側縁

部が直線的で、両端部が若干の丸

味を帯びた溝状を呈する。規模は、

開口部で長軸（322㎝）・短軸49㎝ 、

底面で長軸334㎝、短軸10㎝であ

る。また、最深部の深さは、確認

面から73㎝である。主軸方向はＮ

－78°－ Ｅである。

〈壁〉側縁部の南壁は、底面から

開口部にかけてほぼ垂直に立ち上

がるが、北壁は底面から中端にか

けて垂直に立ち上がり、中端から

開口部にかけては若干外反して立

ち上がる。また、両端部の東・西

壁は、底面から中端にかけて垂直

に、中端から開口部にかけて内傾

して立ち上がる。壁面は堅い。

〈底面〉平坦で、堅い。

〈堆積土〉 6層に分層できた。堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

（3） 溝状ピット
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第70図第 1号溝状ピット(I)

第 1号溝状ピット出土土器観察表
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1溝 3層

1溝覆士

部位 外 面 施 文文

ロパー器内外面に炭化物付着、平口縁

胴 鋸歯状沈線

様 内面

ナデ調整

ナデ調整

分類

第皿群
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 〈出土遺物〉 遺物は覆土中から土器片と石槍が1点出土した。土器は、山形状文様（2）が第Ⅰ群

2類土器に、また、粗製縄文（1）が第Ⅲ群土器に相当すると思われる。

  第2号溝状ピット （第73図）

 〈位置と確認〉 調査区ＢＨ－313・314グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で黒褐色土

の落ち込みを確認した。

 〈重複〉 本遺構の東側で風倒木と重複しており、新旧関係は不明である。

 〈平面形・規模〉 平面形は、側縁部が直線的で、両端部が若干丸味を帯びた溝状を呈する。規

模は、開口部で長軸（264㎝）・短軸90㎝ 、底面で長軸（135㎝）・短軸６２㎝ である。また、最深部

の深さは、確認面から34㎝ である。主軸方向はＮ－82°－Ｗである。

 〈壁〉 側縁部の南・北壁は、底面から開口部にかけてほぼ垂直に立ち上がっており、端部の西

一亨り:~
こ
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第71図第 1号溝状ピット出土遺物(1)

第 1号溝状ピット出土石器計測表

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 整理 備 考図
地点 長 (mm) 幅(mm) 庫 (mm) 重(g)

分類
番号

第71図ー 1 1溝 (21) (21) 6 (2 2) 玉珪 B-lb 206 尖頭部欠損
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壁は、底面から開口部にかけて緩やかに立ち上がる。壁面は軟らかく、南壁は崩落がみられる。

 〈底面〉 中央部から西側にかけて緩やかに傾斜し、平坦で、軟らかい。

 〈堆積土〉 5層に分層できた。各層にロームが混入されいる。堆積状況はレンズ状を呈してお

り、自然堆積と思われる。

 〈出土遺物〉 遺物は出土しなかった。

（成田・奈良）

第 2号溝状ピット土層注記
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第73図第2号溝状ピット
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　第2節  遺構外出土遺物

１． 土器

  本地区では、縄文時代早期の物見台式を主体にして土器が出土した。本節では各時期毎に群

を用いて分類し更に類別を行った。又、類別の中で種を用いて細別を行っている。

第Ⅰ群土器

縄文時代早期に相当するものである。

第Ⅰ群１類土器

白浜式に相当するものであるが、本地区では、出土しなかった。

第Ⅰ群2類土器 （第74図～ 90図）

BR 

BQ 

BP 

BO 

BL 

BK 

Bl 

BH 

BG 

BF 

BE 

311 312 313 314 315 316 317 318 319 320 321 322 323 324 325 

B DI- ロロロ
I -10 11-20 21-30 

BC 
土器個数

BB 

第74図 I地区土器分布



縄文時代早期の物見台式に相当するもので、本地区の主体をなす土器である。文様施文の差

異でA種（貝殻腹縁文を主体とするもの） ・B種（沈線文を主体とするもの） . C種（沈線と

刺突を施文するもの） ・D種（貝殻条痕を施文するもの） . E種（無文のもの） ・F種（底部

破片のもの）と 6種に細別した。

第 I群 2類土器の特徴

＜胎土・色調・焼成＞

胎土中には、細礫（石英・火山ガラス・チャート）を主体に多く含む。細礫はすべての

土器に含まれるが、その含有量にはばらつきがみられる。植物繊維は含まれていない。

色調は明褐色及び暗褐色が主体で、底辺部に明褐色の明るい色調が多くみられる。

焼成は一般に良好な土器が多く、器表面がザラザラしているものは加熱か調整時の悪化の

両者が考えられるが、胴部下半部に多く集中し加熱による変化と考えられる。

＜器形・形状＞

土器のプロポーションは、胴部が全体的に張りだすいわゆるキャリパー形（他遺跡出土

の物見台式土器と比較すると張り出し部は弱い）と口唇部寄りが内傾するもの、口頸部が

内反するものの 3タイプとに別れる。口縁部は平口縁と波状口縁があり、波状は 4個で波

状の左右に副次突起を有するものが多い。副次突起を有する土器は波頂部が鋭角な角度を

有し、副次突起を有しないものは、波頂部が鈍角でなだらかな波状を呈する。口唇部の整

形は、口形で上面を平坦にしてナデている。

＜文様要素・文様要素の組み合わせ＞

器面に施文される文様要素は、沈線・貝殻腹縁・貝殻条痕・円形竹菅である。

沈線一沈線の幅は太く、断面形は弧状形と V字形があり、弧状形の断面が主体を占める。

貝殻腹縁ー使用方法として刺突文と押し引き文が見られる。

刺突文 A 器面に対して直角に押し当てたもの (60-90度）

B 器面に対して寝かせぎみのもの (A以外の各度）

押し引文 連続的に引きずったもので、文様内部に充填している。

貝殻条痕ー内面の調整時に多く使用される。また、貝殻条痕施文後に器表面をナデている

ため無文土器に近い様相を呈している。

円形竹管刺突一器面に対して直角に押し当てたものが主体である。剌突は文様の終始点に

施すものが多い。また、口唇部寄りに 1条巡らすものと文様帯内部に充填

するものもみられるが出土例は少ない。

粘土紐ーキャリパー形の胴部下半に一条横位に巡らしているものと文様の交点に使用する

ものがみられるが、使用頻度は低い。
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＜文様要素の組み合わせ＞

単独の使用― B種は沈線のみによる文様構成であるが類例は少ない。また、貝殻腹縁文の

みの文様構成のものもわずかである。

複数の使用ー文様の組み合わせで多くみられるものは沈線と貝殻腹縁文の組み合わせで、

本遺跡の主体となる A種の文様である。特に沈線施文後に貝殻腹縁でなぞる

手法が特徴的である。

沈線・刺突・貝殻腹縁文一刺突は沈線の終始点に施す例が多い。

＜文様帯区画文＞

沈線(1-2条）を巡らして区画するものと、一条の粘土紐を巡らし粘土紐の側縁部

を沈線でなぞるものが多い。口頸部が主体で狭義の文様帯区画を構成するものが主体で

ある。胴部下半部に区画帯を有しているものもみられるが例は少ない。

＜文様構成＞

山形・斜位・横位弧状文・菱形文・方形文・弧状文等の文様構成があり、山形文・方

形文が多く使用される。又横位方向に展開するものが多い。

＜器内面文様・内面調整・補修孔＞

口唇部寄りに縦位及び左下がりの貝殻腹縁文を施文している。

内面の調整は貝殻条痕の調整が多いが調整痕は明瞭でない。

補修孔は口唇部よりに多く位置し、穿孔の仕方として器外面のみのものと器外面と内

面から穿孔しているものがみられる。補修孔は 2個対のものが多い。

A種（第75,-..;88図）

貝殻腹縁文を主体に施文している土器を一括した。本類の主体をなすものである。

形状は口頸部が張り出すキャリパー形・ロ唇部に向かって内傾する形・胴部から口唇部に向

かって外反する形の 3タイプがみられる。口縁は波状口縁あるいは平口縁を呈する。波状口縁

の波頂部は、つまみ出した鋭角的なものである。また、沈状口縁の両脇には副次突起を有する

ものが多い。副次突起は波状間隔の広いものと狭いものがみられる。口唇部の形状は、口形で

上面をナデて平坦にしているものが主体であり、他にn形の円みをもつものや内傾するものが

みられる。器内面には、口唇部寄りに貝殻刺突を縦位及び斜位（左下がりが多い）方向に巡らし

ている。 (7)は器内面に貝殻刺突がみられないものである。

復元実測土器（第75図ー 1、2)

(1) 器形は、口唇部に向かって内傾する深鉢形土器である。口縁は波状口縁で 4個の鋭角的な

波状を有する。文様は、口唇部寄りに横位の沈線を巡らし、下位に鋸歯状沈線を施文している。
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主体になる菱形文様は多段に構成し菱形文の中心部に縦位の弧状文様を施文している。貝殻腹

縁は沈線をなぞって施文し、器内面には貝殻刺突が施文されていない。

(2) 器形は、口唇部寄りが内反する深鉢形土器である。口縁は平口縁、口唇部の整形は口形で

上面は平坦である。文様は、縦位方向に展開する弧状文様と台形状文様の組み合わせである。

貝殻腹縁文は、沈線の脇に施文するとともに文様の内部に充填し、更に口唇部寄りに縦位に巡

らしている。また、器内面には口唇部寄りに貝殻刺突を巡らしている。円形刺突は文様のコー

ナ一部に多く施文される。

拓影土器

次に本種は貝殻腹縁を主に用い種々の文様構成を行っているため文様構成毎に記載する。

＜山形・斜位・横位弧状の文様構成＞（第76-80図）

文様は、 2条の沈線を 1単位として山形・斜位・弧状に文様構成している。貝殻腹縁文は沈

線施文後に貝殻の腹縁でなぞる手法が主体である。 (14)(26)は文様帯内部に充填し、 (11・16)

は口唇部寄りに縦位に施文している。円形刺突は、山形文様の頂部に刺突を施すものが多い。

(19・23)は波頂部の垂下部に短沈線と組み合わせて施文している。

＜菱形の文様構成＞（第81図）

文様は、 2条の沈線を 1単位として菱形文を構成し横位方向に連結して展開している。又菱

形文の内部にも同様な文様を施文している。文様帯区画帯として胴部の張り出し部に 2条の沈

線を巡らしている。貝殻腹縁文は池線文をなぞる手法が主体であり、 (86)は菱形文様の内部に

充填している。円形刺突は、文様の終始点に施している。粘土粒は文様の内部(93)と文様帯区

画文上(89)に張り付けており、沈状口縁の垂下部に位置するものが多い。

＜方形の文様構成＞（第82-83図）

文様は、台形状で縦位方向に展開するもの (96・99・102・106)・ 横位方向に展開するもの

(95)がある。方形文様の内部には、更に方形文様(106・109)を施文するものや三角形文(96・

102)を施文するものもみられる。円形刺突は、 (102)が文様の内部に刺突しているが、方形文

様のコーナ一部に刺突するものが多い。 (99)は方形文様の脇に縦位方向の鋸歯状沈線を施文し

ている。

＜弧状の文様構成＞（第84図）

文様は、縦位方向 (115・116)と横位方向 (117・118)に展開する。 (119・120)は、左右の弧状

文を対象させて弧状文様を構成している。貝殻腹縁は、沈線をなぞって寝かせぎみに押圧して

おり、 (116)が文様の内部に充填している。 (115)は波状口縁の垂下部に 3条の縦位の貝殻刺突

があるが、器内面にはみられない。

＜縦位弧状の文様構成＞（第85図）
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文様は、 2条の沈線を 1単位として施文し、直線上に施文するものと弧状ぎみに施文してい

るものがある。文様帯区画文は、胴部の張り出し部に 2条の横位沈線を巡らしているもの (126)

と、これをもたないものがある。円形刺突は、文様の内部に刺突するもの (132)がみられるが、

多くは文様の終始点に施す。鋸歯状沈線は文様の内部に縦位・横位に施文されている。

＜文様構成が明瞭でないもの＞（第86図ー155・156、第87・88図）

文様は横位を基本としている。 (157)は沈線間に貝殻刺突を枕木状に刺突し、下部に貝殻腹

縁文を施文している。 (155)は波状の垂下部に縦位の沈線があり下位の平行沈線と接している。

B種（第89図）

沈線文のみを施文している土器を一括した。本種の土器は復元し得た土器はなく、また A種

と比較すると出土量は少ない。

胎土・焼成及び形状は前記の A種と変わらない。口縁部は平口縁(197)であり、器内面には

貝殻刺突がみられる。文様は、 (198)が＞状に横位に展開し、 (201)は方形状の文様を構成して

いるが、 2条の沈線を 1単位として山形状に文様を構成するものが主体を占める。 (197)は文

様帯の内部に一部が途切れた円環状の文様を施文し、 (206)は鋸歯状沈線の終始点に刺突を施

文している。

文様帯区画文として胴部のくびれ部に二条の横位沈線(194)・鋸歯状沈線(203・207)を巡ら

している。また、 (195)は文様帯区画文を有していない。

C種（第90図208-209)

沈線と刺突を施文している土器を一括した。本種の土器は、 2片しか出土しなかった。

文様は、 (208)が山形状沈線の終始点に円形剌突を施交しており、 (209)が 2条の鋸歯状沈線

に沿って 1列の円形刺突を施文している。 (209)が小さい円形の剌突であり、他の円形刺突と

施文具に差異がみられる。

D種（第90図210)

貝殻条痕を施文している土器を一括した。本種の土器は 1片しか出土しなかった。

口縁は、平口縁で、口唇部上面には整形時に付けられた 1条の沈線がみられる。器外面は貝

殻条痕（横位方向）を施文後にナデており、ナデ面は光沢を有する。貝殻条痕は一部より残存し

ていない。

E種（第90図211・212)
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無文の土器を一括した。本種の土器は 2片しか出土しなかった。

口縁は、 (211)が平口縁で、口唇部がn形を呈し、 (212)は口形を呈する。両者ともに焼成は

良く、 (211)は器内外面に炭化物の付着がみられる。

F種（第75図3,...,.,,5、第90図213,-.,.,,217)

底部破片を一括したが、少ない。

形状には、底面に突起を有し突起部から底辺部にかけて張り出す乳房状(4)(216)、突起部

を有し突起部から底辺部にかけて緩やかに立ち上がる砲弾形(3)(213・214・217)、平底(215)

の三つの形状がみられ砲弾形が主体を占める。

文様は、貝殻条痕とナデの調整痕のみの土器が多いが、 (217)は胴部に方形状文様を施文し

底辺部寄りに 2条の沈線を巡らし貝殻腹縁を施文している。

第I群 3類土器（第90図218-220)

本類は、東釧路N式に相当するものを一括したが、 3片しか出土しなかった。

器形は、平口縁の深鉢形土器である。口唇部の断面形はn形の丸みを有し、上面には整形時

に於ける凸凹を有する。器外面には0段多条の原体を施文し、器内面は荒い調整が施文されて

おり調整時の擦痕がみられる。

第1I群土器

縄文時代中期末葉～後期前葉の時期に相当するものである。

1類土器（第90図220-224)

縄文を主体として施文した土器を一括したが、すべて同一個体の破片と思われる。

胎土には細砂粒を多く含み、焼成が粗雑なつくりである。器外面には縄文を施文し、底面に

も文様（剥落が著しく縄文か網代痕かは判断できなかった）がみられる。

第皿群土器

縄文時代晩期の時期に相当するものである。

1類士器

本類土器は、第 1号溝状ピットの覆土から出土した土器片 1片のみであり、遺構外からは出

土しなかった。

（成田）
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I地区出土土器観察表(2)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

6 BK -318 Na 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

7 BL-317 I 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、波状口縁 ナデ調整 I群 2類A種

8 BM-315 l 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種， B N-316 N 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 ナデ調整 I群 2類A種

IO B H -318 IT 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形剌突、平口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

I] BN-314 Na 口縁 斜位状文（沈線）、貝殻腹縁文、波状口縁 貝殻刺突 1群 2類A種

12 B L -320 Na ロ縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

13 B J -321 I 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、補修孔、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

14 B J -316 I b 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

15 B N-323 II 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

16 BM-315 la 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

17 B L -313 I 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

第76図 I地区遺構外出土土器(2)
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1地区出土土器観察表(3)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

18 BH-315 II ロ縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類 A種

19 BJ -320 Na 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

20 BN-314 Na ロ縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

21 B H -317 IV a ロ縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形剌突、平口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

22 B H -317 Na 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

23 B K-313 l b 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

24 BM-315 I 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平□縁 貝殻刺突 I群 2類A種

25 B L -319 l b ロ縁 山形状文（貝殻腹縁）、平口縁 ヘラナデ調整 I群 2類A種

26 BK-320 Na ロ縁 斜位状文（貝殻腹縁）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

27 BK -320 Na 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 ナデ調整 I群 2類A種

28 BK-320 Na 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

29 B J -316 I b 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 1群 2類A種

30 B L-314 I 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類 A種

31 表採 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

第77図 I地区遺構外出土土器(3)
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I地区出土土器観察表(4)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

32 BL -320 l b 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 1群 2類A種

33 BH-320 Na 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

34 BI -321 Il 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

35 B L -314 I b 胴 横位山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

36 BM-314 lb 胴 横位山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

37 表採 胴 斜位状文（沈線）、貝殻腹縁文・円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

38 BG-323 Na 胴 横位山形状文（貝殻腹縁） 、粘土粒（刺突） ナデ調整 1群 2類 A種

39 B I -317 Nb 朋 山形状文（貝殻腹縁）、円形剌突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

40 BK-316 I b 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

41 BK -318 I b 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

42 BK-318 lb 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

43 BJ -321 II 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

44 B L -320 I 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、 円形刺突・鋸歯状沈線 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

45 B H -320 N 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

第78図 I地区遺構外出土土器(4)
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I地区出土土器観察表(5)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

46 BJ -321 II 口縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 l群 2類A種

47 B L -314 I 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

48 表採 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、粘土粒 ナデ調整 I群 2類A種

49 BD-321 V 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

50 BJ -318 Na 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

51 B H -317 I 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

52 BL-316 I b 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

53 BJ -317 Nb 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

54 BL -318 I 胴 横位山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

55 B I -316 l b 服l 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

56 Bl -318 I b 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

57 BE-322 I b 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

58 B H -319 Na 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

59 BJ -323 Na 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

60 BG -321 Na 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形剌突 ナデ調整 I群 2類A種

61 表採 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

62 BN-319 Na 口縁 斜位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

63 表採 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

64 BJ -321 II ロ縁 山形状文（貝殻腹縁）、円形剌突、波状口縁 ナデ調整 I群 2類A種

第79図 1地区遺構外出土土器(5)



－ 91 －

0 5cm 
l 「 '''I

I地区出土土器観察表(6)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

65 B J -317 l b 口縁 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 1群 2類 A種

66 BK -316 l b 胴 山形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（刺突） ナデ調整 I群 2類 A種

67 BL -313 N 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 l群 2類 A種

68 BG-323 Na 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

69 BH-314 lb 底辺 山形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線 ナデ調整 l群 2類A種

70 BL-314 Na 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

71 B H -318 IV b 胴 山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

72 BF -323 Nb 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

73 B H -319 IV a 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

74 B I -323 Na 胴 山形状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 1群 2類A種

75 B J -315 l b 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 l群 2類A種

76 B J -322 Il 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、粘土粒（刺突） ナデ調整 l群 2類A種

77 BH-317 I 桐 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

78 BK-319 lb 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ講整 I群 2類 A種

79 BK -320 Na 桐 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

80 表採 胴 山形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（剌突） ナデ調整 I群 2類A種

81 B J -320 Na 胴 山形状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

82 BF -322 II 胴 斜位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 1群 2類A種

83 BM-315 I a 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

84 BK -318 I b 胴 斜位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

第80図 l地区遺構外出土土器(6)
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番号 地区・層位 部位

85 B L-319 I 口縁

部 B H -320 Nb 口縁

87 BK-320 Na 口縁

88 表採 口縁

89 BF -324 Nb 口縁

90 表採 口縁

91 B L -320 I 口縁

92 B H-323 N ロ縁

93 B L -320 Na 口縁

94 表採 口縁

-~ ジ-.,,,;c--・
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寧`涵疇因
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I地区出土土器観察表(7)

外 面 施 文 文 様

横位山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁

横位山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁

横位山形状文（貝殻腹縁｝、円形刺突、波状口縁

横位山形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁

菱形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（刺突）、波状口縁

菱形状文（貝殻腹縁）、円形刺突

菱形状文（貝殻腹縁）、円形刺突

斜位状文（貝殻腹縁）

菱形状文（貝殻腹縁）、粘士粒（刺突）、波状口縁

菱形状文（貝殻腹縁）、粘土粒（刺突）、波状口縁

第81図 I地区遺構外出土土器(7)

内 面 分類

貝殻刺突 I群 2類A種

貝殻刺突 I群 2類A種

貝殻刺突 I群 2類 A種

貝殻刺突 I群 2類A種

貝殻刺突 1群 2類A種

貝殻刺突 I群 2類A種

貝殻刺突 I群 2類A種

ヘラナデ調整 l群 2類 A種

貝殻刺突 I群 2類A種

貝殻刺突 l群 2類A種
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I地区出土土器観察表(8)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

95 BJ -321 Il ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類 A種

96 BJ -321 II 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

97 B I -317 l b ロ縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

98 BC-322 I 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、平口縁 貝殻剌突 I群 2類A種

99 BJ -320 Na 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

100 BN-314 I b 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形剌突 貝殻刺突 I群 2類A種
101 BL-320 Na 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 貝殻刺突 I群 2類A種

第82図 I地区遺構外出土土器(8)
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I地区出土土器観察表(9)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

102 BN-314 Nb 口縁 方形状文（貝殻腹縁） 、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

103 BD-323 Na ロ 縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 ナデ調整 I群 2類 A種

104 BJ -318 l b 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

105 BN-320 Na 朋 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

106 BJ -320 Na 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

107 BM-318 lb 口縁 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 貝殻刺突 I群 2類A種

108 BH-323 Il 胴 方形状文（貝殻腹縁） 、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

109 BI -321 II 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

110 B J -316 I b 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 1群 2類A種

111 B J -322 II 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

112 B I -324 Na 胴 方形状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類A種

113 BG-323 N 胴 方形状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 1群 2類 A種

114 BL -316 Nb 胴 方形状文（貝殻腹縁） 、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

第83図 I地区遺構外出土土器(9)
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I地区出土土器観察表(10)

番号 地区 ・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分 類

115 B L -320 I b 口縁 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘士粒、波状口縁 ヘラナデ調整 I群 2類A種

116 B J -320 Na 口縁 縦位弧状文（貝殻腹縁）、円形刺突、波状口縁 貝殻刺突 l群 2類A種

117 B J -322 Il ロ縁 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘土粒、 円形刺突、波状口縁 貝 殻刺 突 I群 2類 A種

118 BG-319 N 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘士粒、円形刺突 ナ デ調整 I群 2類 A種

119 BK -318 Nb 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調 整 I群 2類 A種

120 BK-322 Na 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類 A種

121 BH-319 Nb 胴 連統弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

122 BH-320 Na 口縁 弧状文 （貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

123 BL -316 Nb 胴 弧状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

124 B I -319 Nb 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

125 BI -321 Ill 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類A種

第84図 I地区遺構外出土土器(10)
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I地区出土土器観察表(11)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

126 BM~3!5 I b 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類A種

127 BM-314 lb 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

128 BN-314 Na 胴 貝殻腹縁、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

129 B0-313 I b 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、波状口縁 ナデ調整 I群 2類A種

130 BF -321 IV 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 l群 2類A種

131 B E~321 I 胴 縦位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

132 BL-315 I 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、円形刺突、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類 A種

133 BM-314 I b 胴 縦位状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

134 BM-319 I b 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類A種

135 BL -316 l 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、円形剌突、鋸歯状沈線 ヘラナデ調整 I群 2類A種

136 表採 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘土粒（剌突） ナデ調整 I群 2類 A種

137 BL -313 l 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、連続刺突、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

138 表採 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

139 BK -320 Na 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、鋸歯状沈線、円形刺突 ナデ調整 l群 2類A種

140 B H -319 Na 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

第85図 I地区遺構外出土土器(11)



－ 97 －

月
り
り
い
／

ー
1

月
ー
／渇匹

吃ァ
頷怨．．

欝
鵞

10’ り
憶
，
唸
鸞

5
喜

t

立
料
這
灯
5

.

咽‘』‘
.、

鱈R:

'' 

•,.> 

（内面）

I地区出土土器観察表(12)
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番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

141 B I -317 l b 胴 縦位状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 l群 2類A種

142 表採 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ヘラナデ調整 I群 2類 A種

143 BM-313 I b 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

144 B I -319 Na 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

145 BH-317 !Va 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

146 B N -314 I b 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類A種

147 BL -316 Nb 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、粘土粒（刺突） ナデ調整 I群 2類A種

148 B J -316 l b ロ縁 縦位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 貝殻剌突 l群 2類A種

149 BJ -321 Il 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

150 B L -314 I 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、連続剌突 ナデ調整 I群 2類 A種

151 BH-320 Na 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁） ナデ調整 I群 2類 A種

152 BM -313 l b 胴 縦位状文（貝殻腹縁）、円形剌突 ナデ調整 I群 2類 A種

153 BG-321 Na 口縁 縦位状文（貝殻腹縁）、波状口縁 ナデ調整 l群 2類A種

154 BL -315 I 胴 縦位弧状文（貝殻腹縁）、粘土粒（剌突） ナデ調整 I群 2類A種

155 B J -315 I ロ縁 貝殻腹縁文、鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

156 B H-323 Il 口縁 貝殻腹縁文、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

第86図 1地区遺構外出土土器(12)
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,IJIScm-゚I地区出土土器観察表(13)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

157 BI -321 II 口頸 貝殻腹縁文、横位（沈線） ヘラナデ調整 I群 2類A種

158 B L -316 I 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） 貝殻条痕 I群 2類A種

159 BM-313 I b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、連続刺突 ナデ調整 I群 2類A種

160 BL -318 I 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類A種

161 B J -316 I b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 1群 2類A種

162 B I -323 Na 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類 A種

163 B I -319 I b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 A種

164 BK -320 IV a 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 1群 2類A種

165 BK -320 Na 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ヘラナデ調整 I群 2類A種

166 B L -318 I 口縁 貝殻腹縁文、横位（沈線）、平口縁 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

167 B I -316 I b 口縁 貝殻腹縁文、横位（沈線）、平口縁 貝殻刺突 I群 2類A種

168 BL-313 l 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ヘラナデ調整 I群 2類 A種

169 BI -321 II 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 A種

170 B I -316 l b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 A種

171 表採 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類 A種

172 B N-315 I 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 A種

第87図 I地区遺構外出土土器(13)
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I地区出土土器観察表(14)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

173 BM-319 I b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類A種

174 B H -320 Nb 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類A種

175 BL -318 I 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類A種

176 BM-315 I 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

177 表採 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線） ナデ調整 I群 2類A種

178 BL -316 Nb 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、円形剌突 ナデ調整 I群 2類A種

179 B I -317 l 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類 A種

180 BO -313 l b 胴 貝殻腹縁文、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

181 BL -319 I b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、円形剌突、鋸歯状沈線 ヘラナデ調整 I群 2類 A種

182 B M-312 l b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 l群 2類A種

183 BF-322 Nb 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

184 B L -315 I 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

185 B I -317 [ b 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ヘラナデ調整 I群 2類A種

186 BH-317 Nb 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

187 BJ -317 l b 胴 貝殻腹縁文、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類 A種

188 B L -314 l 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 I群 2類A種

189 BK -313 l 胴 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線 ナデ調整 1群 2類A種

190 B I -317 I ロ縁 貝殻腹縁文、横位（沈線）、鋸歯状沈線、波状口縁 貝殻刺突 1群 2類 A種

第88図 I地区遺構外出土土器(14)
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I地区出土土器観察表(15)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

191 BL -319 Na 胴 横位山形状文（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

192 B H -316 Nb 胴 山形状文（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

193 BG-321 N 胴 横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

194 BI -321 Il 胴 横位（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

195 BP -314 l b 胴 山形状文（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

196 B I -317 l b 胴 横位（沈線） 貝殻刺突 I群 2類 B種

197 BC-321 I ロ縁 横位・円環状（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

198 BI -319 N 胴 横・斜位（沈線） ナデ調整 l群 2類 B種

199 B L -314 I 口縁 縦位弧状文（沈線）、平口縁 ナデ調整 I群 2類 B種

200 BJ-323 Na 胴 方形状文（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

201 BC-321 l 胴 方形状文（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

202 B J -319 IV a 胴 方形状文（沈線） 貝殻条痕 I群 2類 B種

203 BK -319 Nb 胴 鋸歯状（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

204 B L -320 l b 脹l 横・弧状（沈線） ヘラナデ調整 I群 2類 B種

205 BK -320 Na 胴 斜位状文（沈線） ヘラナデ調整 I群 2類 B種

206 B N -315 l b 胴 鋸歯状（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

207 表採 胴 鋸歯状（沈線） ナデ調整 I群 2類 B種

第89図 I地区遺構外出土土器(15)
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I地区出土土器観察表(16)

番号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 分類

208 BO -321 I 胴 山形状文（沈線）、円形刺突 ナデ調整 I群 2類c種

209 B L -314 l 胴 鋸歯状（沈線）、連統円形刺突 ヘラナデ調整 I群 2類c種

210 BJ -320 Na 口縁 貝殻条痕、平口縁 ナデ調整 I群 2類 D種

211 表採 口縁 無文、平口縁 ナデ調整 I群 2類 E種

212 B L -319 I 口縁 無文、平口縁 ナデ調整 I群 2類 E種

213 B I -317 Na 底辺 ナデ調整 貝殻条痕 I群 2類 F種

214 BD-323 Na 底辺 ナデ調整 ナデ調整 l群 2類 F種

215 B1-317 Nb 底 無文、平底 ナデ調整 l群 2類 F種

216 表採 底辺 ナデ調整、乳房状突起 ナデ調整 l群 2類 F種

217 88-323 Nb 底辺 横位（沈線）、貝殻条痕 ナデ調整 I群 2類 F種

218 B J -324 Na 口縁 〇段多条(LR)、平口縁 ナデ調整 I群 3類

219 B J -330 Na 口縁 0段多条(LR)、平口縁 ナデ調整 I群 3類

220 B I -320 Na 胴 0段多条(LR) ナデ調整 I群 3類

221 BQ-320 I 胴 縄文 ヘラナデ調整 第11群土器

222 BQ-320 I 胴 縄文 ヘラナデ調整 第 1I群土器

223 BQ-320 I 底 縄文(LR)、底面（縄文？） ナデ調整 第 Il群土器

224 BQ-320 I 底 縄文(LR)、底面（縄文？） ナデ調整 第 II群土器

第90図 I地区遺構外出土土器(16)
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（2） 石   器

  Ⅰ地区より出土した石器は11種341点である。（第１表）。分布状況はＢＪ～ＢＭ－315～323

グリッドに集中しており、また、基本層序第Ⅳａ層からの出土が多い。

  Ａ類  石鏃（第12図－1～6 、28図－1～7・9、44図－１～7・9、51図－1 、92図－1図）

 石鏃は24点出土した。遺構内23点、遺構外１点である。また、完形品15点、欠損品９点であ

る。

第 1表 I地区 出土石器一覧表

石鏃石槍石錐石ヒ 石箆
不定形

石核 石斧 加工礫 石錘石器

遺構内 23 ， 2 8 10 89 

゜゜゜
12 

遺構外 I 

゜゜
4 14 35 

゜
2 4 84 

合 計 24 ， 2 12 24 124 
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第91図 I地区石器分布図

蔽磨器類 ,台;1石皿頷 h. U 計

17 1 171 

25 1 170 

42 2 341 

325 
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． 

． 

． 

し
又
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石鏃・石槍・石錐・石匙
石箆・不定形石器

石斧・加工礫

石錘・敲磨器類
石皿・台石類



l類は16点出土した。このうち Ia類が11点（第12図ー 1-4、28図ー 1-4、44図ー 1. 

2、51図ー 1)、 Ib類が4点（第28図ー 5、44図ー 3- 5)、 IC類が 1点（第28図ー 6) で

ある。

II類は 6点出土しており、 IIa類が 4点（第12図ー 5、44図ー 6・7、92図ー 1)、IIb類

が 2点（第12図ー 6、28図ー 7) である。また、川類は 1点、 N類は 1点出土した。

調整は、全般的に両面調整が施され、しかも丁寧で規則正しい剥離調整である。しかし、両

面に第 1次剥離面を残存させ、その縁辺に丁寧な調整を施しているものが 5点見られる。

大きさは、完形品を対象とするが、長さは最大で3.3cm、最小は1.9cm、平均値は2.5cmである。

幅は最大で2.0cm、最小で1.4cm、平均値は1.7cmである。厚さは最大で0.6cm、最小で0.2cm、

平均値は0.35cmである。重さは最大で2.0g、最小で0.3g、平均値は1.2gである。

石質は、珪質頁岩が23点、黒曜石 1点である。

B類石槍（第28図ー 8・10、29図ー11・12、44図ー 8・10、45図ー11・12、71図ー 1)

石槍は遺構内からのみ 9点出土し、すべて尖頭部を欠損している。

I a類が 5点（第28図ー 8・10、第29図ー11、44図ー 8・10)、 Ib類が 3点（第29図ー12、

45図ー12、71図ー 1)、m類が 1点（第45図ー11) の出土である。

調整は、すべて両面調整が施されており、比較的丁寧な調整である。第29図ー12は、片面縁

辺部に丁寧な調整が施されているが、第 1次剥離面を残存させている。

石質は、珪質頁岩 8点、玉髄質の珪質頁岩 l点である。

C類石錐（第29図ー13、45図ー13)

石錐は 2点出士した。いずれも遺構内からの出土である。

いずれもつまみ状の頭部が作出されている。第45図ー13は、錐部に丁寧な調整が施されてい

る。

石質はいずれも珪質頁岩である。

D類石匙（第12図ー 7・8、29図ー14-18、45図ー14、92図ー 2-5)

石匙は12点出土し、遺構内 8点、遺構外 4点である。また、完形品11点、欠損品 1点である。

すべて縦型石匙である。分類は I類 2点（第92図ー 2・3)、II類 3点（第12図ー 7、29図ー14・

15)、m類 1点（第92図ー 4)、N類 5点（第12図ー 8、29図ー16-18、45図ー14)、V類 1点（第

92図ー 5) である。

調整は、両面に丁寧な剥離調整を施しているものが 2点（第29図ー 2・3)、表面に丁寧な
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調整を施すが裏面の主要剥離面には、その縁辺部に微細な剥離を施しているものが 5点（第12

図ー 8、29図ー14・16・18、92図ー 4)、主要剥離面の縁辺部に微細な剥離を施しているもの

が4点（第12図ー 7、29図ー17、45図ー14、92図ー 5) である。第29図ー15は表面に原石面を

残存させており、縁辺部に簡単な調整を施している。また、つまみの部分を浅く扶り、つまみ

部を作出しているものが 2点みられる。

石質はすべて珪質頁岩である。

E 類石箆（第12図ー 9 、 13図ー10~13 、 29図ー19~21 、 45図ー15·16 、 92図ー 6·7 、 93

図、 94図ー14~19)

石箆は24点出土した。遺構内10点、遺構外14点である。また、完形品16点、欠損品 8点であ

る。

分類は、 Ia類 3点（第92図ー 6・7、93図ー 8)、Ib類 6点（第12図ー 9、13図ー10、

29図ー19、45図ー16、93図ー 9・10)、IC類 8点（第13図ー11・13、29図ー20、93図ー11-13、

94図ー14・15)、IIa類 1点（第94図ー16)、IIC類 1点（第94図ー19)、IllC類 2点（第45図

-15、94図ー18)、Nb類 1点（第94図ー17)、Va類 1点（第13図ー12)、VI類 1点（第29図

-21) である。

調整は、全面調整のものが大部分である。中には、表面が全面調整で、裏面が縁辺調整のも

の 5点（第13図ー13、45図ー15、93図ー11・13、94図ー15)、表面が全面調整で、裏面が無調

整に近いもの 1点（第13図ー11)、両面に主要剥離面を残存させ、縁辺部に調整を施したものが

1点（第94図ー18)見られる。

また、刃部の形態は、円刃で片刃のもの 3点（第93図ー10、94図ー16・19)、直刃で両刃の

もの 4点（第13図ー13、29図ー20、45図ー16、94医ー17)、直刃で片刃のもの 9点（第12図ー9、

29図ー19、45図ー15、92図ー 6、93図ー11-13、94図ー14・18)である。

石質は、珪質頁岩24点である。

F類不定形石器（第13図ー14,..._,18、14図・ 15図、 29図ー22、30,..._,33図、 45図ー17,..._,20、46

図、 51図ー 2・3、94図ー20、95・96図、 97図ー44,..._,47)

l類は合計38点で、そのうち Ia類10点、 Ib類 1点、 IC類 4点、 Id類23点の出土であ

る。

第95図ー23は裏面の二側縁部につぶれの痕跡が見られ、平面形が尖頭状を呈するため石鈷の

可能性が考えられる。第95図ー27の刃部は微細な剥離調整が施され、急傾斜となっている。第

45図ー19はほぼ全周に調整が施されている。第95図ー25は刃部が挟入状を呈する。
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大きさは、長さが最大で8.1cm、最小で2.0cm、平均値は4.1cmである。幅は最大で6.0cm、最

小で1.6cm、平均値は3.5cmである。重さは最大で58.5g、最小は2.0g、平均値は15.4gである。

石質は粘板岩 2点、珪質頁岩36点である。

また、 II類は43点で、 IIa類29点、 IIb類14点出土した。 IIa類は、主要剥離面の縁辺部に

極浅形調整が施され、一側縁部ないし二側縁部に及ぶものが大部分である。第46図ー21は縁辺

部に微細な調整が施され、形状・大きさなどから石鏃の可能性もある。 IIb類は、剥離調整の

部分が器体の 1/ 4以下で、大まかな調整のものが大部分である。

大きさは、長さが最大で5.9cm、最小で1.8cm、平均値は3.6cmである。幅は最大で5.9cm、最

小で1.0cm、平均値は2.8cmである。また、重さは最大で23.7 g、最小で0.4g、平均値は6.5g 

である。石質は、玉髄質の珪質頁岩 1点、珪質頁岩42点である。

m類は、大ざっばな剥離によって器体が成形されたもので、 5点出土した。定形石器に近い

形状を呈するものがあるが、微細な調整剥離は施されていない。石質は、粘板岩 2点、珪質頁

岩 3点である。

N類は使用痕の見られる剥片を一括した。 38点出土した。大きさは、長さが最大で7.9cm、

最小で1.7cm、平均値は4.2cmである。幅は最大で7.lcm、最小で1.9cm、平均値は3.4cmである。

重さは最大で70.0g、平均値は13.0gである。石質は、粘板岩 1点、珪質頁岩37点である。

H類石斧（第97図ー48・49)

石斧は 2点で、すべて遺構外の出土である。

いずれも II類に属し、基部残存が 1点、刃部残存が 1点である。 49は頭頂部に敲打痕が見ら

れる。

石質は砂岩 1点、緑色ホルンフェルス 1点である。

1類加工礫（第98図ー50-52・54)

4点出土した。 II類 3点 (50・51・54)、III類 1点 (52)である。大きさは、長さが最大で10.0cm、

最小で7.0cm、平均値は7.9cmである。また、重さは最大で239g、最小で69g、平均値は159.2 g 

である。

石質は輝緑岩 l点、チャート 3点である。

J類石錘（ 第34図、 47図ー31,..._,34、98図ー53,..._,57、99,..._,107図、 108図ー131,-.,,137)

石錘は96点で、遺構内12点、遺構外84点である。

分類は l類 4点、 IIa類24点、 IIb類26点、 IIC類28点、 IIct類 3点、 11I類 6点、 N類 5点
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で器体の長軸方向の打ち欠きが圧倒的に多い。

また、大きさは完形品を対象とするが、長さは最大で11.0cm、最小で4.3cm、平均値は7.1cm

である。幅は最大で8.0cm、最小で4.0cm、平均値は6.2cmである。また、重さは最大で452g、

最小で31g、平均値は140.2 gである。重さについてみれば、平均値より小さいものの数がや

や多い傾向にある。

石質は、チャート 51点、砂岩24点、安山岩11点、頁岩 2点、閃緑岩 2点、礫岩 2点、凝灰岩

3点、緑色ホルンフェルス 1点である。

k類敲磨器類（第15図ー34、34図ー68、35・36図、 47図ー35・36、48図ー37・39、108図

-138、109----110図、 111図ー151 ----1 55) 

I類は26点で、遺構内 9点、遺構外17点出土した。 I類は、 Ia類 7点、 Ib類 5点、 IC 

類 8点、 I d類 2点、 Ie類 4点である。

142・145は器体側縁部全体に擦痕が見られる。また、断面形が三角形状を呈する、いわゆる

三角柱状磨石が3点出土している。

II類は15点で、遺構内 7点、遺構外 8点の出土である。この内 IIa類 3点、 IIb類 5点、 II

c類 5点、 IIct類 2点である。

lII類は 1点出土している。両面に研磨痕、側縁部に敲打痕が見られる。両面はいずれも磨耗

し内湾していることから、使用頻度が高いと思われる。

石質は、安山岩25点、チャート 6点、凝灰岩 3点、砂岩 3点、石英斑岩 1点、礫岩 1点、頁

岩 1点、閃緑岩 2点である。

L類台石・石皿類（第48図ー38、第111図ー156)

2点出土した。遺構内 1点、遺構外 l点である。いずれも自然礫の平坦面を利用しており、

敲打痕を有するもの 1点、擦痕を有するものが 1点である。石質はすべて安山岩である。

（奈良）
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I地区遺構外出土石器計測表(1)

出土 最 大 計 測 値
石質 分類

整理
備 考図 版

地点
層

長 (mm) 幅(mm) 厚(mm) 重 (g) 番号

第92図ー 1 B L -315 Nb (47) 18 5 (4.8) 珪 A-Ila 211 尖頭部欠損

第92図ー2 BL -315 I 73 17 5 6.6 珪 D-1 171 

第92図ー3 B F -322 V 68 13 5 5 7 珪 D-l 175 

第92図ー 4 B J -322 Na 65 28 6 11.4 珪 D-ID 169 

第92図ー 5 B M-315 Nb 52 19 8 5 6 珪 D-V 178 

第92図ー 6 B M-314 I b 56 28 10 17 4 珪 F-[a 176 

第92図ー 7 B H ~322 I (53) (27) 11 (16.1) 珪 E-Ia 198 刃部欠損

第92図 I地区遺構外出土石器(1)
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I地区遺構外出土石器計測表(2)

出土
層

最 大 計 測 値
石質 分類

整理
備 考図 版

地点 長(mm) 幅 (mm) 原(mm) 重(g) 番号

第93図ー 8 B L -322 Na (83) (43) 16 (55 7) 珪 E-la 214 欠損

第93図ー 9 BK -313 I b (79) (35) 12 (29 6) 珪 E-lb 219 欠損

第93図ー10 BI -318 I b 60 36 12 25.3 珪 E-lb 220 

第93図ーII BK -316 l b 79 39 15 48.2 珪 E-Ic 167 

第93図ー12 BK -322 Nb 89 44 13 48.5 珪 E-Ic 174 

第93図ー13 BK -322 IV b 64 40 14 37 .5 珪 E-IC 172 

第93図 l地区遺構外出土石器(2)
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I地区遺構外出土石器計測表(3)

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備
地 点 長(mm) 幅(mm) 原(nvn) 重(g) 番号

考

第94図ー14 BI -3!6 I 67 39 14 37. 7 珪 E-[ c 177 

第94図ー15 B J -322 m (45) (37) 1 (20.1) 珪 E-Ic 221 欠損

第94図ー16 表採 79 41 17 54.6 珪 E-Ila 222 

第94図ー17 BK -319 Na 54 29 12 14.5 珪 E-Nb 223 

第94図ー18 BL -316 l b 53 28 17 27 7 珪 E-ffic 199 

第94図ー19 表採 70 37 13 34 3 珪 E-0 c 202 

第94図ー20 BF -323 Nb 65 36 13 23.9 珪 F-Ia 173 

第94図 I地区遺構外出土石器(3)
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I地区遺構外出土石器計測表(4)

出土 最 大 計 測 値
石質

整理
図 版

地点
層

長 (mm) 幅 (mm) 厚(mm) 重り）
分類

番号
備 考

第95図ー21 B H -320 Na 59 40 12 26.4 珪 F-Ia 182 

第95図ー22 表採 41 20 6 5 7 珪 F-la 212 

第95図ー23 BJ -317 I b 81 37 11 31 0 珪 F -J C 170 

第95図ー24 B J -320 Na 61 45 12 32.8 粘 F-ld 168 

第95図ー25 BL ~313 I 35 33 11 12 2 珪 F-ld 196 

第95図ー26 BK -319 Na 75 60 29 58 3 珪 F-lct 183 

第95図ー27 BK~316 I a 45 32 19 32 7 珪 F-ld 184 

第95図ー28 B L ~314 I 45 42 10 19 2 珪 F-ld 185 

第95図 I地区遺構外出土石器(4)
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I地区遺構外出土石器計測表(5)

版
出土 最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点

層
長 (mm) 幅 (mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第96図ー37 BE -321 V 40 70 15 38 2 粘 F-III 215 

第96図ー38 BJ -318 I 37 30 5 4 7 珪 F-!V 179 

第96図ー39 B J -320 Na 39 54 6 12.5 珪 F-N 190 

第96図ー40 BE -324 I 45 25 6 6 9 珪 F-N 194 

第96図ー41 BJ -316 Na 34 55 IO 18 8 珪 F-N 191 

第96図ー42 B M-315 I a 45 29 5 5.3 珪 F-N 193 

第96図ー43 BM-313 I b 45 35 14 21.0 珪 F-N 217 

第96図 I地区遺構外出土石器(5)
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I地区遺構外出土石器計測表(6)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長 (mm) 幅 (mm) 原(mm) 重(g) 番号

第97図ー44 BK -321 I b 79 58 10 47 .8 粘 F-N 189 

第97図ー45 B L -321 I 47 71 13 38.1 珪 F-N 200 

第97図ー46 BL -317 I a 62 53 20 46.9 珪 F-N 187 

第97図ー47 BL -321 I 54 70 18 70.0 珪 F-N 201 

第97図ー48 B H -316 Nb (53) 56 23 (117) 輝 H-11 172 刃部残存

第97図ー49 B N-315 I b (57) 41 20 (78) 緑ホ H-II 171 基々部々残~存+り

第97図 I地区遺構外出土石器(6)
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I地区遺構外出土石器計測表(7)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質
整理

図
地点 長 (mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)

分類
番号

備 考

第98図ー50 B B~323 Nb 70 55 25 118 チャ I ~Il 132 

第98図ー51 B N -315 I b 73 78 32 (211) チャ I-I] 91 スリあり

第98図ー52 B L -321 I 74 40 14 69 輝 1-m 109 

第98図ー53 B M-315 I a 95 67 36 298 砂 J -I 104 

第98図ー54 BC -322 Na 100 66 27 239 チャ I-II 122 

第98図ー55 BL -317 I 85 71 28 218 安 J -I 73 

第98図ー56 表採 81 67 29 218 チャ J -I 167 

第98図ー57 BJ -319 Na 55 52 17 67 砂 J -Ila 57 

第98図 I地区遺構外出土石器(7)
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73 
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版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長 (mm) 幅 (mm) 原 (mm) 重(g) 番号

第100図ー66 BK -319 I b 60 59 21 llO 砂 J -II a 93 

第100図ー67 B L -316 I 98 78 29 283 チャ J -D a 99 

第100図ー68 BK -318 I b 54 53 19 71 チャ J―II a 134 

第100図ー69 8 L -318 I 64 64 17 95 チャ J -Ila 111 接合

第100図ー70 BC -322 IV a 82 69 26 210 礫 J -II a 117 

第100図ー71 表採 8 50 16 79 安 J -II a 114 

第100図ー72 BC -322 IV a 90 70 32 283 安 J -II a 103 

第100図ー73 BJ -320 Na 71 63 27 177 礫 J -n a 137 

第100図 I地区遺構外出土石器(9)
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I地区遺構外出土石器計測表(10)

出土 最 大 計 測 値
石質 分類

整理
備 考図 版

地点
層

長 (mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第IOI図ー74 BK -318 I b 69 67 23 124 凝 J -Ila 144 

第101図ー75 BK -318 I b 70 70 26 152 チャ I -0 a 150 

第IOI図ー76 8 K -322 I b 54 50 16 63 砂 J -a a 158 

第101図ー77 BF -323 Nb 61 60 19 115 チャ J -II a 162 

第101図ー78 BK -320 N• 75 66 29 184 チャ J -Ila 166 

第JOI図ー79 BJ -319 Na 58 45 18 67 チャ J -Il b 56 

第101図ー80 BL -317 I 81 64 24 145 チャ J -fib 75 

第101図ー81 BI -315 l b 74 54 21 133 チャ J -Db 66 

第101図 I地区遺構外出土石器(10)
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I地区遺構外出土石器計測表(11)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長（匹） 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第102図ー82 B L -316 I 81 67 27 191 チャ J -Il b 97 

第102図ー83 BK -316 I b 59 55 25 98 チャ J -II b 77 

第102図ー84 BK -318 I b 73 58 20 121 頁 l -Il b 83 

第102図ー85 BE -321 V 69 49 24 128 チャ J -II b 82 

第102図ー86 BJ -318 I b 60 51 22 84 チャ J -Il b 78 

第102図ー87 BL -321 I 76 62 24 167 チャ l -Il b 98 

第102図ー88 B M-315 I a 104 60 26 242 チャ J -Il b 119 

第102図ー89 BC -322 Na 83 72 23 197 チャ J -II b 116 

第102図 I地区遺構外出土石器(11)
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I地区遺構外出土石器計測表(12)

図 版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅 (mm) 原(mm) 重 (g) 番号

第103図ー90 B D-321 N• 92 76 20 208 砂 J -Il b 121 

第103図ー91 BK -318 I b 75 74 21 183 砂 J -Il b 126 

第103図ー92 BK -318 I b 60 58 20 105 チャ J -II b 148 

第103図ー93 BK -318 l b 78 58 28 180 チャ J -II b 128 

第103図ー94 BJ -319 Na 44 44 15 38 チャ J -II b 135 

第103図ー95 B H -323 ill 50 48 15 52 砂 J -II b 130 

第103図ー96 BK -320 l b 78 63 26 192 チャ J -II b 153 

第103図ー97 B H -323 II 65 49 13 57 緑ホ J -II a 154 

第103図ー98 B I -322 I 69 62 22 127 安 J -II b 155 

第103図 I地区遺構外出土石器(12)
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I地区遺構外出土石器計測表(14)

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅(mm) 原(mm) 重(g) 番号

第105図ー107 B D -322 V 97 70 21 237 砂 J -II C 64 側縁部にタタキ

第105図ー108 BL -317 I 63 55 15 82 安 J -II C 74 

第105図ー109 8 J -318 I b 78 73 24 199 閃 J -II C 81 

第105図一110 8 K -319 I b 43 42 15 40 チャ J -Il C 92 

第105図一111 BK -318 l b 71 58 20 124 砂 J -Il C 124 

第105図ー112 8 L -319 I 67 61 21 99 チャ J -0 C 110 

第105図ー113 BJ -320 Na 56 55 16 68 砂 J -Il C 125 

第105図ー114 BM-315 I a 82 54 23 157 砂 J-Il C 118 

第105図 I地区遺構外出土石器(U)
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I地区遺構外出土石器計測表(15)

図 版
出 土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

偏 考
地点 長(mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重 (g) 番号

第106図ー115 BJ -319 Nb 44 44 17 38 チャ J ~DC  127 

第106図ー116 BJ -314 I b 66 61 24 ]19 チャ J -Il C 133 

第106図ー117 B J -320 Na 72 68 18 116 凝 J-Il C 138 

第106図ー118 B L -318 I b 76 72 23 175 チャ J -DC  141 

第106図ー119 B D -321 Nb 84 66 29 226 砂 J -UC 147 

第106図ー120 B D-321 Nb 60 57 22 91 凝 J -0 C 146 

第106図ー121 B H -323 II 74 69 26 172 チャ J -D C 156 

第106図ー122 BK -317 I b 73 55 20 114 チャ J -Il C 157 

第106図 I地区遺構外出土石器(15)
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I地区遺構外出土石器計測表(16)

出 土
層

最 大 計 測 値
石質 分類

整理
備 考図 版

地点 長 (mm) 幅 (mm) 庫 (mm) 重(g) 番号

第107図ー123 BK -320 I b 65 56 18 94 砂 J -II C 164 

第107図ー124 表採 56 48 20 73 チャ J -Il C 169 

第)07図ー）25 B N -314 Na 81 49 16 107 閃 J -Il d 139 

第107図ー126 BJ -318 I b 96 80 38 452 安 1 -Il d 87 

第107図ー127 8 H -320 Na 78 59 25 160 チャ J -Il ct 69 

第107図ー128 8 D -322 V 79 55 24 134 チャ J -III 65 

第107図ー129 BJ -318 Na 55 51 17 72 チャ J―皿 71 

第107図ー130 BI -314 I b 60 51 23 95 砂 J-ID 94 

第107図 I地区遺構外出土石器(16)
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I地区遺構外出土石器計測表(17)

図 版
出土

層
最大計測値

石質 分類
整理

偏 考
地点 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重 (g) 番号

第108図ー131 B M-315 I a 84 75 27 236 チャ 1-m 120 

第108図ー132 BK -322 Na 61 47 13 55 砂 J-ID 152 

第108図ー133 BJ -319 Na 63 57 20 80 チャ 1-N 62 一部欠損

第108図ー134 8 J ~318 Nb 61 55 (12) (62) チャ J-N 80 欠損

第108図ー135 B L -320 I b (40) 62 17 (62) 安 J-N 129 欠損

第108図ー136 8 K -318 I b (53) 53 17 (72) 砂 J-N 145 欠損

第108図ー137 BJ -318 Na (52) 67 22 (90) チャ J-N 140 欠損

第108図ー138 BK -315 I b 68 50 33 178 チャ K-Ia 142 スリ 2面

第108図 I地区遺構外出土石器(17)
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I地区遺構外出土石器計測表(18)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長(mm) 幅(mm) 原(mm) 重(g) 番号

第109図ー139 B N -314 Na 110 64 40 406 頁 K -I a 102 スリ 2面

第109図ー140 表採 83 77 41 377 チャ K-lb 100 スリ］面

第109図ー141 B L -322 I b 108 75 42 497 チャ K-Ia 159 スリ 1面

第109図ー142 BF -319 I a 91 84 44 529 安 K-lb 89 スリ 1面

第109図ー143 B N -314 Na 98 81 42 495 安 K-Ia 105 スリ 1面

第109図ー144 BG -320 Na 80 60 35 232 安 K-IC IOI 欠損、ス')2面

第109図 I地区遺構外出土石器(18)
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I地区遺構外出土石器計測表(19)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

偏 考図
地点 長 (mm) 幅 (mm) 原(mm) 重（い 番号

第JJO図ー145 BJ -318 I b (95) 85 36 (525) 閃 K-[b 143 接合、スリ 1面

第llO図ー146 表採 (114) 73 60 (748) 安 K-Ic 112 欠損、スリ 2面

第llO図ー147 BG -323 Na (134) 85 45 (769) 安 K-Ic 151 欠損、スリ l面

第110図ー148 BK -322 I b (94) 64 54 (530) 安 K-Ic 131 欠損、スリ 2面

第llO図ー149 BE -321 V (32) 65 37 (103) 凝 K-Ie 95 欠損、スリ］面

第110図ー150 BI -314 I b 98 67 58 450 砂 K-ld 86 欠損、スリ 2面

第110図 I地区遺構外出土石器(19)
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I地区遺構外出土石器計測表(20)

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考地点 長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第Ill図ー151 BK -319 Na (64) (63) (47) (229) 安 K-II C 88 欠タ損キ、1面タ

第Ill図ー152 表採 66 61 32 196 砂 K-Il b 170 タタキ 2面

第111図ー153 BI -316 I (54) 60 53 (278) チャ K-II C 85 欠タ／キ員、1面タ

第JI!図ー154 BC -322 Na (88) 63 32 (251) 安 K-1] c 136 欠タ損キ、］ 面タ

第Ill図ー155 B l -323 Na 75 75 25 171 安 K -Il C 96 タタキ半面

第111図ー156 B F -322 V 245 165 54 4,000 安 L 115 

第111図 I地区遺構外出土石器(20)
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  第2節  表館（1）遺跡Ⅱ地区の検出遺構と出土遺物

１． 検出遺構と遺構内出土遺物

  本地区で検出された遺構は、住居跡2軒・土壙2基・溝状ピット3基である。

 （1）住居跡

  第5号住居跡 （第114図）

 〈位置と確認〉 調査区ＡＯ・ＡＰ－363・364グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層で確認し

た。住居跡の掘り込みが浅く、削平し過ぎたために北壁を確認できなかった。

 〈重複〉 本遺構と第6号住居跡が隣接しているが、本遺構の北東側が削平されたため、重複し

ているかどうかは不明である。

 〈平面形・規模〉 北壁を確認できなかったため、全体の形状を把握できないが、残存部分から

推定して不整な楕円形を呈すると思われる。規模は、長径（4ｍ90㎝）・短径（4ｍ30㎝）で、床

面積は（18．35）㎡である。

 〈壁〉 基本層序第Ⅳｂ層を掘り込み、壁面としている。掘り込みの確認面から底面までの深さ

は15㎝と浅い。壁は、床面から確認面にかけて緩やかに立ち上がっており軟らかい。

 〈床面〉 基本層序第Ⅳｂ層を削平し、直接床面として使用している。ほぼ平坦で、住居跡の南

壁側は堅く踏み固められている。

 〈柱穴〉 検出できたピットは19個である。これらのピットは大部分壁側に位置するが、柱痕跡

は検出できなかった。

〈炉〉確認できなかった。

〈堆積土〉5層に区分できた。人為堆積か自然堆積か判断できなかった。

〈出土遺物〉（第115～116図）

  土器の出土状況は、床面全体にばらばらに分散しており、床面からの出土が大部分である。

  復元のできた個体はなく、すべて破片である。口縁部破片は4点で、施文文様は爪形状刺突

ピット計測表

No 形 態 規模(cm) 深さ (cm) No 形 ＾、~~ヒ-ヽ 規模(cm) 深さ (cm) No 形 ~,"じ・• ヽ 規模(cm) 深さ (cm)

1 楕円形 35X22 28.0 2 円 形 24X24 14.0 3 円 形 22X22 19.8 
4 楕円形 32Xl8 14.0 5 楕円形 23X 19 13.0 6 楕円形 25X22 17 .5 
7 楕円形 20Xl6 14.2 8 不整円形 21 X 21 12.0 ， 楕円形 22Xl6 12.3 
10 楕円形 28X22 11.1 11 楕円形 20Xl4 4.2 12 円 形 20X20 4.0 
13 不整円形 18Xl6 4.6 14 楕円形 24Xl6 6.3 15 楕円形 20Xl0 2.4 
16 楕円形 18Xl4 13.3 17 円 形 12Xl2 15.0 18 不整形 36X20 20.1 
19 楕円形 22Xl6 19.0 

第5号住居跡土層注記

〗~1~I 忌：豆菩言主~~菩~~~呈圭呈：りあり
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文が2点、貝殻圧痕文が2点である。2は口唇部に貝殻の圧痕が見られ、口縁部に爪形状の刺

突文が3段に横位に施文されている。胴部破片は3点で、すべて貝殻条痕文が横位・斜位に施

文されている。また、底辺部の破片は3点で、7・8は爪形状刺突文が施文されている。

  石器は、石槍2点・不定形石器1点が出土している。

  第Ⅰ群１類土器が出土しており、縄文時代早期の白浜式期に構築されたと思われる。

  第6号住居跡（第117図）

〈位置と確認〉調査区ＡＰ・ＡＱ－364グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層で住居跡を確

認した。

〈重複〉本遺構と第5号住居跡が隣接しているが、本遺構の南西側が削平されたため、重複し

I I 

5
 

ノ8 

10 

第115図 第 5号住居跡出土遺物(I)

第 5号住居跡出土土器観察表

0 5cm 
I I I I I I 

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第115図ー］ 5 H 床 面 ロ 縁 貝殻圧痕文＋爪形状刺突文、ス ス状炭付 条痕文 含 褐 色 第 I群 l類 B種

第115図ー2 5 H 覆 土 ロ 縁 貝殻圧痕文＋爪形状刺突文 条痕文 ＾ 凸

黒褐色 第 I群 l類 B種

第115図ー 3 5 H 床面 口 縁 爪形状刺突文 ＾ i3 

黄にぷい 第 1群 l類 B種褐色

第115図ー 4 5 H 床 面 ロ 縁 貝殻圧痕文 含 褐 色 第 1群 l類c種

第115図ー 5 5 H 床面 胴 条痕文（横位） 条痕文 ＾ ビ

黄にぷ橙い 第 I群 1類 D種

第115図ー 6 5 H 床面 胴 条痕文（斜位）
ヘプナデ・

含 黄にぷい 第 I群 1類 D種ミガキ 掲 色

第115図ー7 5 H 床面 底 辺 爪形状刺突文 含 酋9こぶい 第 I群 1類 B種橙色

第1]5図ー8 5 H 床 面 底 辺 爪形状刺突文 ＾ 已

iこふ：し、
第 1群 1類 B種橙色

第115図ー 9 5 H 床面 服 条痕文（斜位） 橙 色 第 I群 1類 D種

第115図ー10 5 H 床面 底 辺 条痕文（横位） 饂9こふ年：し‘ 第 1群 1類 D種
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ているかどうかは不明である。

〈平面形・規模〉長径（4ｍ32㎝ ）・短径（３ｍ20㎝）の隅丸長方形を呈するが、西側の壁は確認

できなかったため、残存部から推定したものである。床面積は（9.92）㎡である。

〈壁〉基本層序第Ⅳｂ層を掘り込んで壁面としている。掘り込みの確認面から床面までの深さ

は10～14㎝と浅い。

〈床面〉基本層序第Ⅳｂ層を削平し、直接床面として使用している。ほぼ平坦で、堅く固めら

てた痕跡はない。

〈柱穴〉住居内で検出されたピットは5個である。これらのピットは大部分壁際に位置するが、

柱痕跡は検出できなかった。

胃9鬱国 冒門
こ 2 ,----...,. 3 

＜二二>
I 

゜
5cm 

第 5号住居跡出土石器計測表

出土 最 大 計 測 値
石質 分類 整理 備 考図 版

地点
層

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第116図ー 1 5 H 覆土 (35) (32) 8 (9 5) 珪 B-Il 132 尖頭部欠損

第116図ー 2 5 H 床面 (30) (23) 7 (5.0) 珪 B-lb 130 尖頭部欠損

第116図ー 3 5 H 床面 29 23 6 3.9 珪 F~ld 131 

□0□ I 
5 

~ 4 ＼ 

へ ゜
10cm 

第 5号住居跡出土石器計測表

出土 最 大 計 測 値
石質 分類 整理 備 考図 版

地点
層

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重（い 番号

第116図ー 4 5 H 床面 (72) 87 69 (538) 安 K-Ie 32 欠損、スリ］面

第116図ー 5 5 H 床面 (40) (71) 35 (128) 砂 K-Ie 31 欠損、スリ 1両

第116図 第5号住居跡出土遺物(2)
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〈炉〉確認できなかった。

〈堆積土〉7層に区分できた。その堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉（第118図）

  遺物は本住居跡の南壁寄りに分布し、床面及び床面直下からの出土である。土器片が2点出
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第117図第6号住居跡

ピット計測表
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土しており、いずれも胴部片で無文である。石器は

出土していない。

  第Ⅰ群１類土器が出土しており、本住居跡は縄文

 時代早期・白浜式期に構築されたものと思われる。

                                          （奈良）

第 6号住居跡土層注記

第 1層 黒褐色 IOYR'lz 千曳浮石を微最に、又、炭化物を少量含む。 しまりあり 、粘性なし。

第 2層 黒褐色 JOY R 2/3 千曳浮石 ・ローム粒を微旦に含む。 しまりあり、粘性なし。

第 3層 黒 褐色 JOY R 2/3 ローム粒を少塁含む。 しまりあり、粘性なし。

第4層 暗褐色 JOY R 3/, ローム粒を少旦含む。 しまりあり、粘性なし。

第5層 褐 色 JOY R4/4 ローム粒をやや多めに含む。しまりなし、粘性あり。

第 6層 黒褐色 JOY R'/2 ローム粒を微呈に含む。しまり・粘性なし。

第 7層 暗褐色 JOY R'/3 ローム粒をやや多めに含む。しまりなし、粘性あり。
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第118図第 6号住居跡出土遺物

第 6号住居跡出土土器観察表

:::::~~I: 地:・巳 I 部：：位 I:~ 面施文 文 様

内面 繊維色調 分 類

デ E種
含暗褐色第I群］類E種
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 （2）土壙

 第20号土壙（第119～121図）

〈位置と確認〉調査区ＡＮ－

364グリッドに位置する。基

本層序第Ⅳａ層上面で黒褐色

土の落ち込みを確認した。

〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は円

形に近い形状を呈する。規模

は、開口部で長径128㎝・短

径123㎝、底面で長径100㎝・

短径71㎝ である。

〈壁〉すべて壁は底面から緩

やかに立ち上がっており、軟

らかい。壁高は東壁10㎝・西

壁11㎝・南壁12㎝・北壁20㎝

である。

〈底面〉ほぼ平坦で、軟らかい。

〈堆積土〉  3層に分層できた。土層断面の観察より、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉  3層中から土器片

1点、石器1点出土した。土器

は無文で第Ⅰ群土器に相当する

入） 01 

!.. I /. Jl~ 

• 土器

01 • 石器 01 

麟 誓―365

゜
2m 

第119図第20号土壊

第20号土壌土暦注記

第1層黒褐

…戸第 3層褐
: I :E ::;: I :~~;~;:~!i:o~~~ ぞ芝r·:~~:o~ 粘性なし。

第20号土壌出土土器観察表

番号 I地区・層位 I部位 I外面施文文様 l 内面

第120図ー I I 20 土覆土 I 胴 I無文

刀ヽ
゜

5cm 

第120図第20号土壊出土遺物(1)

゜
10cm 

第121図第20号土壊出土遺物(2)



－ 138 －

と思われる。また、石器は擦痕のある敲磨器類である。                    （工藤・奈良）

  第21号土壙（第122～123図）

〈位置と確認〉調査区ＡＯ－

364グリッドに位置する。 第6

号住居跡を精査中に本遺構を確

認した。

〈重複〉第6号住居跡と重複し

ており、本遺構が新しい。

〈平面形・規模〉平面形は、本

遺構の確認が遅れたため全容を

把握できないが、残存部分から

推定して、円形を呈すると思わ

れる。規模は、残存部分の開口部径88㎝・底面径68㎝である。

〈壁〉壁は底面から緩やかに立ち上がっており、軟らかい。壁高は、南壁12㎝・北壁12㎝であ

る。

〈底面〉ほぼ平坦で、軟らかい。

第20号土墳出土石器計測表

図版

第121図ー 1

出土

地点

20土

層

底直

最大計測 値

長(IMl)I幅(mm)I厚(mm)I重(g)

108 86 41 569 :: I K :7 .I =3: I :) z面考
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第122図第21号土壊

ロ

バ

ロ
＜ ゜

5cm 

第123図第21号土壊出土遺物

第21号土墳出土石器計測表

図版
土

点

出

地
層 最 1 大言i視lj I値 1 整理

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g)
石質 1 分類

番号
I備 考

第123図-1 I 21土 I 壁面 I 31 I 42 I 15 I 23. g I 珪 IF-lctl 207 
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〈堆積土〉3層に分層できた。すべての層にローム粒が包含されている。土層断面の観察より、

自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉遺物は、不定形石器が１点出土した。                        （工藤・奈良）

（3）溝状ピット

  第3号溝状ピット（第124～126図）

〈位置と確認〉調査区ＡＮ・ＡＯ－351グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で暗褐色

第21号土壌土層注記

戸：臼 ローム粒少量。 しまりあり、粘性なし。

ローム粒微星。 しまり・粘性なし。

ローム粒微量。 径 2mmの焼土粒あり 。しまりあり、粘性なし。
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第124図 第 3号溝状ピット
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第125図 第 3号溝状ピット出土遺物(I)

第 3号溝状ピット出土土器観察表

番 号

第125図ー 1

第125図ー 2

第125図ー 3

〗痕：＋爪：状刺；文文
様 内条痕文 面

繊□臼〗乳宝



土の落ち込みを確認した。

〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は、側縁部が直線で、両端

部が若干の丸味を帯びた溝状を呈する。規模は、開

口部で長軸330㎝・短軸41㎝、底面で長軸350㎝・短

軸11㎝である。また、最深部の深さは、確認面から

103㎝である。主軸方向はＮ－54°－Ｗである。

〈壁〉側縁部の壁は、底面から開口部にかけてほぼ

垂直に立ち上がっており、両端部の壁は、底面から

開口部にかけて内傾して立ち上がる。壁面は固い。

〈底面〉平坦で堅い。

〈堆積土〉5層に分層できた。堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

－ 140 －

亡
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第126図 第 3号溝状ピット出土遺物(2)

第 3号溝状ピット出土石器計測表

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類 整理 I備 考
地点 長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第126図ー 1 3溝 覆土 63 39 20.2 珪 F -I d 205 

第 3号溝状ピット土層注記

第 1層 暗褐色 7 5Y R切3 ローム粒を含む。 しまり・粘性なし。

第 2層 褐 色 75YR4/3 ローム粒を多足に含む。 しまり・粘性あり 。

第 3層 褐 色 75YR4/, ローム粒を多量に含む。しまりあり、粘性なし。

第 4層 暗褐色 7.5YR3/, ローム粒を多玩に含む。しまり・粘性あり 。

第 5層 黒褐 色 7.5YR'l2 ローム粒を少量含む。 しまり・粘性なし。
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第127図第4号溝状ピット
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〈出土遺物〉遺物は覆土中から土器片3点、石器1点出土した。土器は、1が口縁部破片で、

口唇部直上に刻目と口縁部に1段の爪形状刺突文が施文されている。他の2片は胴部片で条痕

文が施文されている。また、石器は不定形石器である。

  第4号溝状ピット（第127図）

〈位置と確認〉調査区ＡＳ－357グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で黒色土の落ち

込みを確認した。

〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は、側縁部が直線で、両端部が若干の丸味を帯びた溝状を呈する。規

模は、開口部で長軸308㎝・短軸42㎝、底面で長軸337㎝・短軸6㎝である。また、最深部の深

さは、確認面から110㎝である。主軸方向はＮ－69°－Ｗである。

〈壁〉側縁部の南・北壁は、底面から中端にかけて垂直に立ち上がり、中端から開口部にかけ

ては若干外反して立ち上がる。また、端部の西壁は、底面から開口部にかけて内傾して立ち上

がっており、東壁は底面から開口部にかけて垂直に立ち上がる。壁面は堅い。

〈底面〉平坦で堅い。

〈堆積土〉5層に分層できた。堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

〈底面〉平坦で堅い。

〈堆積土〉 5層に分層できた。堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。

  第5号溝状ピット（第128図）

〈位置と確認〉 調査区ＡＴ－355グリッドに位置する。基本層序第Ⅳａ層上面で黒色土の落ち

込みを確認した。

〈重複〉認められなかった。

〈平面形・規模〉平面形は、側縁部が直線で、両端部が若干丸味を帯びた溝状を呈する。規模

は、開口部で長軸314㎝・短軸42㎝、底面で長軸227㎝ ・短軸4㎝である。また、最深部の深さ

は、確認面から106㎝である。主軸方向はＮ－41°－Ｗである。

〈壁〉側縁部の東・西壁は、底面から開口部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。端部の北壁は底                                                                                         

第4号溝状ピット土層注記

祖 臣 I 乞0 言匡〗戸：I目：巨言／呈i戸呈ii巨呈::茎孟姜~なし
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面から開口部にかけてほぼ垂直に立ち上がっており、南壁は底面から開口部にかけて若干外反

しながら立ち上がる。壁面は堅い。

〈底面〉南壁から北壁にかけて緩やかに傾斜し、平坦で堅い。

〈堆積土〉5層に分層できた。堆積状況はレンズ状を呈しており、自然堆積と思われる。

〈出土遺物〉遺物は出土しなかった。

（奈良）

第 5号溝状ピット土暦注記
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第128図 第 5号溝状ピット
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  第2節   遺構外出土遺物

１．土 器 

  本地区では、縄文時代早期中葉の白浜・小舟渡平式期及び物見台式期の土器が出土した。本

節では、各時期毎に群を用いて分類し、更に類別を行なった。

  第Ⅰ群１類土器（第130図～139図140図－100～109）

  本群土器は白浜・小舟渡平式期の土器群である。土器の分布状況はⅡ地区全体に分散してい

るが、特にＡＯ・ＡＰ－351～365グリッドに比較的高い密度で出土している。また、基本層序

第Ⅳａ層中から主として出土している。

  完形土器は出土せず、比較的大きな土器片から図上復原できた個体は11点である。

 本群土器は、器形・胎土・整形等において以下のような特徴があり、また、文様から以下の

 ように分類した。

  ＜器形＞

 口縁部はすべて平縁である。胴部から口縁部にかけて直線的に立ち上がるものや若干外反気

味に立ち上がるものが大部分である。中には、極端に外反するもの（33）、口縁部が肥厚するもの

（64）が見られる。

  口唇部断面形態は、丸味をもつものと平坦なものが大部分である。中には、内傾するもの41・

74）が見られるが、外傾するものは見られなかった。

 口唇部に刻目をもつものは全体の27％を占めており、このうち、口唇部直上に有するものが

83％、口縁部寄りに有するものが17％で、口唇部直上に刻目を有するものが多い。口唇部の施

文文様は、ヘラ状工具による沈線及び貝殻による圧痕である。

  ＜胎土・焼成・色調＞

  胎土に植物性繊維を含むものが全体の77％ を占めている。また、ほぼ大半の土器片に細礫（石
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英・火山ガラス・チャートなどが含まれている）が混入されており、中には 2mm程度の小礫が

含まれているものもある。

焼成は、比較的硬く緻密なものと若干脆弱なものがあるが、大部分は普通の焼成である。さ

らに、色調は橙色系及び褐色系のものが多い。

＜調整＞

地文は貝殻で横位・斜位方向に条痕を施文し、器面を調整している。このうえに、刺突文・

貝殻圧痕文・沈線文等を施文し、文様を展開している。土器内面の調整は、ヘラナデのものも

あるが、大部分は条痕文によるものが多い。

＜補修孔＞

補修孔の見られるものが6点出土している。穿孔の断面形は円錐状で、外面が広く内面が狭

くなっている。 108は補修孔が貫通しておらず、器外面からの穿孔で途中で終了している。

＜文様＞

文様は貝殻条痕文・刺突文（爪形状・円形状） ・沈線文・貝殻圧痕文等が見られるが、爪形

刺突文を主体とする文様が全体の32%を占めている。昭和54年度の表館遺跡の発掘調査区域は

本遺跡に隣接しており、本群土器に極めて類似する土器が出土している。したがって、ここで

は、今までの調査成果をふまえて、以下の分類を行なった。

A. 沈線文施文を主体とするもの（第134図ー14-26)

施文されている沈線は、細く浅いものと幾分太く断面形が丸味をもつものが見られる。

1 . 沈線のみのもの (21-23)

縦位・横位・斜位に沈線が施文され、縦位の沈線は細く浅いものである。胎土・色調・沈線

の太さ等から爪形状刺突文の見られる25と同一個体の可能性もある。

2. 沈線と刺突文のもの (14-20、24-26)

22・24・25は、縦位・横位の沈線とその直下に爪形状の刺突文が横位に 1段施文されている。

いずれも文様構成が類似しているが、 25は地文が条痕文であり、胎土も相違する。

15・18・19は同一個体で、口縁部に沈線が縦位と横位に 4段と施文され、横位の沈線間には

器面に対して直角の刺突文が深く施文されている。刺突のエ具は縄の先端部とも考えられるが、

断定できない。 16は斜位の沈線文と貝殻による爪形状の刺突文が施文されている。

B. 刺突文を主体とするもの（第115図ー 1-3・7・8、125図ー 1、130図、 131図ー 5・6、

134図ー27-30、135図、 136図ー47-57・61-63)

1 . 刺突文のみのもの（第115図ー 3・7・8、130図、 131図ー5、134図ー27-30、135図一

31-36・39-46、136図ー47-52・55-58)

刺突文には、爪形状と円形状のものとがある。このうち、爪形状の刺突文が全体の32%を占
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めている。施文工具は、爪または爪形状のエ具、箆状工具、棒状工具、竹管状工具及び貝殻等

である。爪形状刺突文の施文方法としては、爪形の長軸が横位のものは上方から下方への刺突、

縦位のものは左方から右方への刺突、斜位のものは、左上方から右下方への刺突が大部分であ

る。また、文様の構成には、一定方向からの刺突のみのもの、あるいは縦位・横位・斜位方向

の刺突を組み合わせたものがある。さらに、刺突によってできる「めくれ」が大半のものに見

られる。

地文は貝殻の条痕文で、その上に刺突文を展開している。施文部位は口唇部寄りの口縁部な

いし胴部上半から口縁部までである。前者は一定方向の刺突であり、後者は縦位・横位・斜位

方向の刺突の組み合せのものが大部分である。

48は胴部破片で、箆状工具を用いて円形に爪形状刺突文を施文している。 30・31は同一個体

で、先端部の丸い箆状のエ具で横位に 3段施文している。 35は底辺部にまで剌突文が施文され

ており、第115図ー 7・8と同一個体と思われる。

56・59は棒状工具による剌突がみられ、57は爪形状刺突文を横位に 2段施文し、その間に 1cm 

程度の間隔で棒状工具による刺突が施文されている。

2. 刺突文と貝殻圧痕文のもの（第115図ー 1・2、125図ー 1、135図ー37・38、136図ー53・

54) 

62は、貝殻圧痕文を横位と斜位に区画し、その間に、棒状工具による刺突が密集して施文さ

れている。また、 63は貝殻の条痕文を地文とし、横位・斜位に貝殻の腹縁を若干寝かせ気味に

施文し、その間に、竹管状工具による刺突と連続した貝殻圧痕文が見られる。さらに、剥落し

てはいるが粘士瘤かないしは隆帯の痕跡がみられる。

C. 貝殻文を主体とするもの（第115図ー 4、131図ー 7、136図ー58・59、137図）

貝殻を縦位・横位・斜位に圧痕して文様を展開している。

64は口縁部が折り返し気味に肥厚しており、口縁部から胴部上半にかけて貝殻圧痕文を縦

位・横位・斜位にそれぞれ数段連続して施文している。

D. 条痕文のもの（第115図ー 5・6・9・10、125図ー 2・3、132図ー 9、133図、 137図ー74・

77、138・139図、 140図ー100・101・106・107)

口縁部破片のうち、器内面に条痕文のあるものと条痕文のないものがみられる。 80の口唇部

には刻目がみられ、また、 81には補修孔がみられる。

胴部破片は、器内面に条痕文のあるものが極めて少ない。

E. 無文のもの（第118・120図、 140図ー102・104・105・108・109)

箆状工具によって器面を調整しているものが大部分である。このうち、口唇部に刻目を有す

るもの (109)、未貫通の補修孔を有するもの (108)が見られる。
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第I群 2類土器（第140図ー110-113)

物見台式期に属する土器群である。

いずれも波状口縁である。内面口縁部から口唇部にかけては貝殻圧痕文が施文されている。

文様は、沈線文・貝殻圧痕文等で方形状・三角形状に幾何学的に構成されている。胎土は細礫

（石英・火山ガラス・チャートなど）が包含されている。

（奈良）

- 146 -
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II地区遺構外出土土器観察表(1)

番号 I地区・層位 I部位 I外面施文文様 内面

第130図ー1 IA N-358 N al口縁一胴 1爪形状刺突文

第130図ー 2 AN -353 Na 口縁～胴 口唇部刻目＋爪形状刺突文補修孔あり I条痕文

分類

暗褐色 I第I群 1類 B種

第130図ー 3 IAN -356 Na I口縁一朋 1口唇部刻目＋爪形状剌突文

第130図ー 4 AT -362 Na 口縁ー胴 爪形状剌突文

条痕文

含 I~ なし,I第l群 l類 B種

第130図 II地区遺構外出土土器(1)
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II地区遺構外出土土器観察表(2)

三了！這：: I: ぎ／芸酎全：I予；云l:i忌荘王言：爪::三：文 様

内面

条痕文

第131図 II地区遺構外出土土器(2)
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II地区遺構外出土土器観察表(3)

:::::~: l:f~::~1~:I~;~ 目1玉：刻:+貝：圧痕： 文 様 I爪汗：犬刺突ilfiJt

第132図 II地区遺構外出土土器(3)

繊：I褐色 調色I第1:1:c種

含益-",.し‘第I群1類D種
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11地区遺構外出土土器観察表(4)

番号 地区・層位 部位 外面施文文様

第133図ー10 A0-360 Na 口縁ー胴条痕文

第133図ー11 A0-353 Na 口 縁条痕文

第133図ー12 AO -351 Na 底 条痕文

第133図ー13 AO -357 Na 底 条痕文

内面

条痕文

条痕文

分類

遺
第133図 II地区遺構外出土土器(4)
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II地区遺構外出土土器観察表(5)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第134図ー14 A0-354 Na ロ 縁 沈線（横位）＋爪形状刺突文 含 橙にぶ色い 第 I群 1類A種

第134図ー15 AQ-362 Nb ロ 縁 貝殻圧痕文（縦位）＋沈線（横位）＋刺突文 含 暗褐色 第 1群 1類A種

第134図ー16 AQ-354 !Va ロ 縁 口唇部刻目＋爪形状刺突文＋沈線（斜位） 条痕文（横位） 含 灰黄褐色 第 1群 l類A種

第134回ー17 AQ-361 Na ロ 縁 沈線（横位）＋爪形状剌突文 含 樫にぷ色い 第 1群 1類A種

第134図ー18 AQ-362 N• ロ 縁 沈線（横位）＋刺突文剥落あり 含 橙にぷ色い 第 1群］類A種

第134図ー19 A Q -362 Nb ロ 縁 貝殻圧痕文（縦位）＋沈線（横位）＋刺突文 含 暗褐色 第 1群］類A種

第134図ー20 AR -363 1V b ロ 縁 爪形状刺突文＋沈線（斜位） 黄にぷい 第 I群 1類A種橙色

第134図ー21 AP-357 Nb 胴 沈線（横 ・縦位） 橙 色 第 I群 1類A種

第134図ー22 AT -357 l 胴 沈線（横・斜位） 橙 色 第 I群 1類A種

第134図ー23 AP -351 Nb 胴 沈線（横位） 橙 色 第 I群 1類A種

第134図ー24 A Q -358 N 胴 沈線（横位）＋爪形状刺突文 橙 色 第 I群 1類A種

第134図ー25 AP-359 !Va 胴 沈線（横・縦位）＋爪形状刺突文十条痕文 含 橙 色 第 I群 1類A種

第134図ー26 AQ-357 Nb 胴 沈線（横・縦位）＋爪形状刺突文 橙 色 第 I群 1類A種

第134回ー27 A0-356 Na ロ 縁 爪形状刺突文 条痕文（横位） 含 蓄に~ ぶい 第 1群 l類B種橙色

第134図ー28 A0-356 Na ロ 縁 爪形状剌突文 条痕文（横位） 含 蓄に 橙ぶ伍い 第 I群 1類B種

第134図ー29 AO -353 Na ロ 縁 爪形状剌突文 条痕文（横位） 含 暗褐色 第 1群］類B種

第134図ー30 AT -357 Na ロ 縁 口唇部刻目＋刺突文 ヘラ,'"'-よ'ヤる）ナデ 含 褐灰色 第 1群 l類 B種

第134図 II地区遺構外出土土器(5)
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II地区遺構外出土土器観察表(6)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第135図ー31 A Q -361 Na 口縁一胴 口唇部刻目＋刺突文 ヘプに（横よ位る） ナデ 含 黒褐色 第 I群 1類 B種

第135図ー32 AO -351 Na 口縁部 口唇部刻目＋爪形状刺突文 条痕文（横位） 含 掲にぷ色い 第 1群 1類 B種

第135図ー33 A0-353 Na 口 縁 爪形状刺突文 含 橙にぷ色い 第 I群 1類 B種

第135図ー34 A N-356 IV a ロ 縁 爪形状刺突文 条（斜痕文・縦位） 含 褐 色 第 I群 1類 B種

第135固ー35 AO -357 Na ロ 縁 爪形状刺突文 条痕文（横位） 含 暗褐色 第 I群 1類 B種

第135図ー36 AP -361 Na ロ 縁 口唇部刻目＋爪形状刺突文 含 暗褐色 第 I群 1類 B種

第135図ー37 AP -354 Na ロ 縁 貝殻圧痕文＋爪形状刺突文 条痕文（横位） 褐 色 第 I群 1類 B種

第135図ー38 A0-351 Na 口縁～胴 貝殻圧痕文＋爪形状刺突文 含 暗褐色 第 I群 1類 B種

第135図ー39 AP -353 Na ロ 縁 口唇部＋爪形状刺突文補修孔あり 条痕文（横位） 含 褐 色 第 I群 1類B種

第135図ー40 AS -350 Nb ロ 縁 口唇部刻目＋爪形状刺突文 スス状炭付 含 褐 色 第 I群 1類 B種

第135図ー41 AP-354 Na ロ 縁 爪形状刺突文 明赤褐色 第 1群 1類 B種

第135図ー42 AT -362 Nb ロ 縁 爪形状刺突文 黄に 摺ぷ 缶い 第 1群］類B種

第135図ー43 A0-353 Na ロ 縁 爪形状刺突文 ヘラナデ・ミガキ 暗褐色 第 I群］類B種

第135図ー44 AS -362 Na 口 縁 爪形状刺突文 条痕文（斜位） 赤に 鳩ぶ 色い 第 1群 1類 B種

第135図ー45 AN -358 Na ロ 縁 爪形状刺突文 条痕文（斜位） 畜rぶ色い 第 I群］類B種

第135図ー46 A0-353 Na 口 縁 爪形状刺突文 含 橙 色 第 I群 1類B種

第135図 II地区遺構外出土土器(6)
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II地区遺構外出土土器観察表(7)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第136図ー47 AP -354 Nb ロ 縁 爪形状刺突文、スス状炭付 含 橙 色 第I群 l類 B種

第136図ー48 A 0-: 器 Na ロ 縁 爪形状刺突文 含
にぷい黄 第1群 l類 B種
橙色

第136図ー49 AN -354 Nb 口 縁 爪形状刺突文 含
9こぷい

第I群 1類 B種
楼色

第136図ー50 AS -362 Na ロ 縁 爪形状剌突文 含
しこぷい

第I群 1類 B種
黄橙色

第136図ー51 AP -361 Nb ロ 縁 爪形状刺突文
しこ ふ: しこ

第1群 1類B種
黄掲色

第136図ー52 AS -361 Na 底 辺 爪形状刺突文 橙 色 第I群 1類 B種

第136図ー53 AP -355 Na ロ 縁 貝殻圧痕文（縦位）＋爪形状刺突文 条痕文（横位） ＾ 己I

灰黄褐色 第1群 1類 B種

第136図ー54 AP -354 Na ロ 縁 条貝u穀落圧あ痕り文（縦位）＋爪形状刺突文、 ＾ 已

9こふ~I, > 
第I群 l類 B種

掲色

第136図ー55 AP -354 Na ロ 縁 円形状刺突文 条痕文（横位） ＾ a 

しこふ: い
第1群 1類 B種

楼色

第136図ー56 A0-364 Na ロ 縁 円形状刺突文 条痕文（横位） ＾ 己I

明赤褐色 第I群 1類 B種

第136図ー57 AQ-354 Na ロ 縁 爪形状刺突文十円形状刺突文 含 黄にぷい 第 I群 1類 B種
栢色

第136図ー58 AQ-362 Na ロ 縁 口唇部爪形文＋貝殻圧痕文（横位） 爪形文(2段） 灰褐色 第I群 1類c種

第136図ー59 A0-359 Na ロ 縁 貝殻圧痕文 条痕文（横位） 含 黒褐色 第I群 1類c種

第136図ー60 AN-359 Na ロ 縁 貝殻圧痕文 条痕文（横位） ＾ 已1

黒褐色 第I群 1類c種

第136図ー61 AP -354 Na ロ 縁 円形状刺突文 条痕文（横位）
トこふ~I., ヽ

第1群 1類 B種
掲色

第136図ー62 AP -361 Na ロ 縁 ロ十唇円部形貝剌殻突圧文痕文＋貝穀圧痕文 条痕文（横位） 含 橙にぶ色い 第I群 1類 B種

第136図ー63 AP -360 Na ロ 縁 貝殻圧痕文（斜・横位）＋円形刺突文 条痕文（横位） 含 赤に： 禎ぷ ，，， い 第 I群 l類 B種

第136図 II地区遺構外出土土器(7)
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II地区遺構外出土土器観察表(8)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第137図ー64 AT -357 Na 口縁～胴 貝殻圧痕文 含 褐灰色 第1群 1類c種

第137図ー65 AT -357 IV a ロ 縁 口唇部圧痕文＋貝殻圧痕文 条痕文 含 暗褐色 第I群 1類c種

第137図ー66 AP-362 IV• ロ 縁 貝殻圧痕文 含 灰褐色 第1群 1類c種

第137図ー67 AP -362 Na 胴 貝殻圧痕文 含 褐に色ぷい 第I群］類c種

第137図ー68 AP -362 Na 胴 貝殻圧痕文 含 褐に色ぶい 第I群 1類c種

第137図ー69 AP-362 !Va ロ 縁 貝殻圧痕文 条痕文 灰褐色 第I群 1類c種

第137図ー70 A0-360 JVa 胴 条痕文＋貝殻圧痕文 ＾ 已

褐に色ぷい 第I群］類C種

第137図ー71 AP -362 Na ロ 縁 貝殻圧痕文 条痕文 含 灰褐色 第1群 l類C種

第137図ー72 AN -359 Na 胴 貝殻圧痕文 条痕文 含
9こぷい

第I群 l類c種赤鳩色

第137図ー73 A0-354 Na ロ 縁 貝殻圧痕文 条痕文 橙に色ぷい 第I群 l類c種

第137図ー74 AS -349 I ロ 縁 条痕文（斜位・横位） 条痕文 黒褐色 第1群 l類D種

第137図ー75 AN-359 Na 口縁ー胴 貝殻圧痕文（斜位・横位） 条痕文 黒褐色 第1群 l類c種

第137図ー76 A0-362 Na 服 貝殻圧痕文（斜位） 鳩に色ぶい 第1群 l類C種

第137図ー77 AN-360 JVa ロ 縁 条痕文（斜位） 条痕文 含 赤に 複ぶ日 釦い 第I群 l類D種

第137図 II地区遺構外出土土器(8)
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II地区遺構外出土土器観察表(9)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第138図ー78 AP -362 I ロ 縁 条痕文（横位） 条痕文 掲に色ぶい 第 I群 1類D種

第138図ー79 AP-354 !Va ロ 縁 条痕文（横位）、スス状炭付 条痕文 黄にぷい
橙色 第 I群 1類D種

第138図ー80 A0-360 Na ロ 縁 口唇部刻H十条痕文、スス状炭付 条痕文 含
しこふ：ぃ

第 I群 1類D種褐色

第138図ー81 AN-360 !Ya 口 縁 条痕文（斜位）、補修孔あり 条痕文 含 黒褐色 第 I群 1類D種

第138図ー82 AN -353 lY a 胴 条痕文（横位） 含 橙に色ぶし〉 第 I群 1類D種

第138図ー83 A0-354 Na ロ 縁 条痕文（斜位） 条痕文 橙 色 第 I群 1類D種

第138図ー84 AP -355 Na ロ 縁 条痕文（斜位） 条痕文 橙 色 第 I群 1類D種

第138図ー85 AAO P --33554 3 NNa a ロ 縁 条痕文（横・斜位） 条痕文 含 黄に橙ぶし‘ 第 I群 1類D種

第138図ー86 A0-353 Na 胴 条痕文 ＾ 白

橙に色ぶい 第 I群 1類D種

第138図ー87 AP -354 Na ロ 縁 条痕文 条痕文 ＾ 已I

灰黄褐色 第 I群 1類D種

第138図ー88 AQ~354 Na 胴 条痕文（斜位方向で交差） 含 黄に橙ぷい 第 I群 1類D種

第138図ー89 AP -354 Na 胴 条痕文（斜位） ヘラナデ ＾ 己

灰黄褐色 第 I群 1類D種

第138図ー90 AN-353 Na 胴 条痕文（横位） 含 明赤褐色 第 I群 1類D種

第138図ー91 AN~359 Na 胴 条痕文（横位） 含 赤9こ 碑ふ： 伍ぃ 第 I群 1類D種

第138図 II地区遺構外出土土器(9)



－ 156 －

II地区遺構外出土土器観察表(10)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第139図ー92 AQ-363 Na 胴～底辺 条痕文（斜位） ＾ " 
に：ふ; I., ヽ

第1群 1類D種橙色

第139図ー93 A0-351 Na 胴 条痕文（斜位） 含 橙に色ぷい 第I群 1類D種

第139図ー94 AP-353 Na 胴 条痕文（斜位） 条痕文（斜位） 含 灰黄褐色 第I群 l類D種

第139図ー95 A Q -354 Na 胴 条痕文（縦位） 含
iこふ：ぃ

第I群 1類D種橙色

第139図ー96 As -362 Na 底 辺 条痕文（斜位・右上） ＾ 凸

iこふ；ぃ
第1群 1類D種橙色

第139図ー97 A0-360 Nb 胴 条痕文（斜位） 含 橙 色 第I群］類D種

第139図ー98 A0-353 Na 底 辺 条痕文（斜位→縦位） 条痕文（縦位） 含 橙に色ぷい 第I群 l類D種

第139図ー99 AQ-354 Na 底 辺 条痕文（斜位で交差） ＾ i3 

，，，9こ 玲ふ： ，，， ぃ 第I群 1類D種

第139図 II地区遺構外出土土器(10)
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II地区遺構外出土土器観察表(11)

番 号 地区・層位 部位 外 面 施 文 文 様 内 面 繊維 色調 分類

第140図ー100 AN-354 Nb 胴～底辺 条痕文（斜位） 条痕文（斜位） 含 橙 色 第 l群 1類D種

第140図ー101 AO -355 Na 底 辺 条痕文（斜位） 条痕文（斜位） ＾ 已＇

9こふ；し、
第 I群 l類D種橙色

第140図ー102 AR -351 Na ロ 縁 紐文 含
9こぷし、

第 I群 l類 E種橙色

第140図ー103 A P -355 IV a ロ 縁 条痕文（斜位と縦位の交差） 条痕文（横位） 橙に色ぷい 第 I群 l類D種

第140図ー104 As -351 Na ロ 緑 証文 含 灰黄褐色 第I群］類E種

第140図ー105 A Q -362 IV a ロ 縁 細文 ヘラナデ（横位） 含
9こふ：し、

第1群 l類 E種橙色

第140図ー106 AP-356 !Va ロ 縁 条痕文（横位） 条痕文（横位） 橙に色ぷい 第1群 1類 D種

第140図ー107 AR -351 Na ロ 縁 条痕文（斜位） 条痕文（横位） 含
tこぷし、

第 I群 l類 D種黄橙色

第140図ー108 A P -354 Na ロ 縁 細文、補修孔？ 条痕文（横位） 含 橙に色ぷい 第1群］類E種

第140図ー109 AT-356 Nb ロ 縁 口唇部刻 H十無文 含
にぷい

第 I群 1類 E種黄鳩色

第140図ー110 AP -354 Nb 口 縁 貝殻圧痕文（横位・縦位） 貝殻圧痕文 灰黄褐色 第 I群 2類

第140図ーIll A P -357 Na ロ 縁 沈線＋貝殻圧痕文 貝殻圧痕文 含 橙 色 第 I群 2類

第140図ー112 AP-356 Na ロ 縁 沈線＋貝殻圧痕文 貝殻圧痕文 含 明赤褐色 第 1群 2類

第140図ー113 AQ-356 Na 胴 沈線＋貝殻圧痕文 含 赤に 娼ぷ 仕い 第 1群 2類

第140図 II地区遺構外出土土器(II)
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  Ⅱ地区より出土した石器は8種80点である（第２表）。分布状況はＡＯ・ＡＰ－350～356グ

リッドに集中しており、また、基本層序第Ⅳａ層からの出土が多い。

Ｂ類 石槍（第116図－1・２、142図－1・２）

  石槍は4点出土し、すべて尖頭部を欠損している。遺構内から2点、遺構外から2点出土し

た。Ⅰａ類１点（第142図－2）、Ⅰｂ類2点（第116図－2、第142図－１）、Ⅱ類１点（第116

図－1）である。

　調整は両面調整で比較的丁寧であるが、第142図－1は幾分両面の調整が大ざっぱである。

  石質は、珪質頁岩12点、玉髄質の珪質頁岩１点である。

Ｅ類 石箆（第142図－3～6）

  石箆は4点出土した。すべて遺構外である。また、完形品3点、欠損品１点である。分類は、

Ⅰｃ類１点（3）、Ⅲａ類１点（4）、Ⅲｃ類2点（5・6） である。

　調整は、全面調整のもの3点（3・4・5）、表面に主要剥離面が残存し、裏面が縁辺調整

のもの１点（6）が見られる。

  また、刃部の形態は、直刃で両刃のもの１点（4）、直刃で片刃のもの２点（3・6）である。

  石質は、粘板岩１点、珪質頁岩３点である。

（2）石器

第 2表 II地区 出土石器一覧表

石鏃石槍石錐石ヒ石箆 不石定形器 石核 石斧 加工礫 石錘 敲磨器類 石台皿石類・ b-口 計

遺構内

゜
2 

゜゜゜
3 

゜゜゜゜
3 

゜
8 

遺構外

゜
2 

゜゜
4 36 2 10 2 6 10 

゜
72 

合 計

゜
4 

゜゜
4 39 2 10 2 6 13 

゜
80 

・石槍・石箆・不定形石器・石核

• 石斧・加工礫
• 石錘．敲磨器類

AV ． 国 I -.. .. ． ~-
<::::::: ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 

. ． .． .. . ． . ． 
． ．． ●●●●● ．．． ． ． ． 

1'.-51 ヽ
AP .... :a- • ... ．．． ． ． ： ＇ 

~ 

゜
JOm 

345 350 355 360 
へセ

365― 

第141図 II地区石器分布図



F類不定形石器（第116図ー 3、123・126・143-145図）

39点出土した。遺構内 3点、遺構外36点である。

I類は19点で、そのうち Ia類 3点、 I b類 2点、 IC類 1点、 Id類13点である。第143

図ー 9は縁辺部に規則正しい調整が施されている。

大きさは、長さが最大で7.1cm、最小で2.5cm、平均値で4.5cmである。幅は最大で7.3cm、最

小で2.0cm、平均値は3.9cmである。また、重さは最大で47.1 g、最小で2.9 g、平均値は18.5 g 

である。

石質は、頁岩 1点、珪質頁岩38点である。

また、 11類は10点の出土で、その内IIa類 3点、 IIb類 7点である。大きさは、長さが最大

で5.8cm、最小で2.9cm、平均値は4.1cmである。幅は最大で10.2cm、最小で2.4cm、平均値は4.4cm

である。重さは最大で52.1g、最小で4.3g、平均値は18.3gである。

石質は、頁岩 1点、珪質頁岩 9点である。

III類は 3点で、石質はすべて珪質頁岩である。また、 N類は 7点で、石質は粘板岩 1点、珪

質頁岩 6点である。

G類石核（第146図ー30・31)

2点出土した。すべて遺構外である。規則正しい剥離の方向が見られない。石質は、頁岩 l

点、珪質頁岩 l点である。

H類石斧（第146図ー29・32,...._,35、147図ー37,.....,39)

石斧は10点出土したが、すべて遺構外である。また、完形品 1点、欠損品 9点である。

I類は 1点(32)、II類は 8点 (29・32-38・40)、川類は 1点(39)である。

I類の32は残存部分は少ないが、擦切痕が一側縁に認められる。また、使用痕が残存部分全

体に見られる。

II類に属するものはすべて欠損品である。残存部分が少なく、全体形を把握できないものが

3点 (33・35・40)、刃部の一部分が残存しているもの 3点 (34・36・37)、刃部の残存してい

るものが 1点(29)、刃部の一部を欠損しているものが 1点(38)である。 36は裏面を大ざっばに

打ち欠いている。 38は器体両側縁部及び刃部片面に擦痕が見られ、また、頭頂部及び基部の片

面と一側縁部に敲打痕が観察される。

冊類の39は完形品である。偏平の礫の長軸方向の一端部を大ざっぱに打ち欠いている。また、

表面刃部の極く一部分には研磨痕が、また基部の片面には敲打痕が見られる。

石質は砂岩 1点、緑色ホルンフェルス 9点である。

- 159 -



1類加工礫（第147図ー41・42)

2点出土したがいずれも I類に属する。器体長軸の一端部の片面を打ち欠いて、刃部を作出

している。

石質は、砂岩 l点、チャート 1点である。

J類石錘（第148図ー43,__,48)

石錘は 6点出土し、すべて遺構外である。分類は、]]a類 2点、]]b類 2点、]]C類 2点で

ある。大きさは、長さが最大で 8.3 cm、最小で 4.4 cm、平均値は 6.7 cmである。また、重

さは最大で274g、最小で32g、平均値は106.5 gである。

石質は安山岩 5点、凝灰岩 1点である。

k類敲磨器類（第116・121図、 148図ー49、149図）

I類は11点出土したが、遺構内が3点、遺構外が8点である。

I類はさらに、 Ia類 l点、 IC類 6点、 Id類 2点、 I e類 2点に分類できる。 IC類に

は、断面形が三角形状を呈する、いわゆる三角柱状磨石が 2点出土している。

II類は 2点で、遺構外からの出土である。

石質は、安山岩 9点、チャート 1点、凝灰岩 1点、砂岩 2点である。

（奈良）

- 160 -
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II地区遺構外出土石器計測表(1)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

図
地点 長 (mm) 幅 (mm) 厚(mm) 重(g) 番号

備 考

第142図ー 1 A P -354 Na (39) 22 8 (4.2) 珪 B-lb 135 尖頭部欠損

第142図ー 2 AS -351 Na (32) (28) 8 (7 .5) 珪 B-la 145 基欠部頂 ・尖頭部

第142図ー 3 AP -355 Na 45 31 ， 13 5 珪 E-IC 134 

第142図ー 4 AO -350 IV a 61 34 15 34 3 珪 E-ffia 213 

第142図ー 5 AO -352 IV a (64) (34) 14 (34.5) 粘 E-ffic 216 欠損

第142図ー 6 AP -353 N• 52 27 ， 14.5 珪 E-ffic 218 

第142図 II地区遺構外出土石器(1)
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II地区遺構外出土石器計測表(2)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長(mm) 輻(mm) 厚(mm) 重(g) 番号

第143図ー 7 A P -361 Na 53 33 ， 17 .3 珪 F-I a 133 

第143図ー 8 AR -350 I 33 23 5 2 9 珪 F-I a 153 

第143図ー 9 AS -350 I 48 27 10 15.6 珪 F-IC 154 

第143図ー10 AO -359 Na 56 37 10 14.8 珪 F-ld 136 

第143図ー11 AR -363 Na 53 38 17 25.5 珪 F-lct 137 

第143図ー12 AP -355 N• 41 50 14 27 .8 珪 F-ld 149 

第143図ー13 AO -363 Na 27 42 12 17 .2 珪 F-ld 146 

第143図ー14 AO -353 Na 47 36 8 14.7 珪 F-lct 148 

第143図 II地区遺構外出土石器(2)
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II地区遺構外出土石器計測表(3)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長 (mm) 幅（四） 厚(mm) 重 (g) 番号

第144図ー15 AS -351 Na 50 73 15 47 .1 珪 F-ld 152 

第144図ー16 AP -358 IV a 45 40 10 14 5 珪 F-ld 164 

第144図ー17 A Q -354 Na 25 53 8 10 5 珪 F-ld 155 

第144図ー18 A Q-355 Na 51 26 7 9.9 珪 F-ld 165 

第144図ー19 AS -359 Na 71 57 17 37 .9 頁 F-ld 162 

第144図ー20 A 0-350 I 34 30 6 4 7 珪 F-Il a 142 

第144図ー21 AR -357 Na 51 59 21 38 4 珪 F-N 141 

第144図 II地区遺構外出土石器(3)
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11地区遺構外出土石器計測表(4) ゜
5cm 

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考
地点 長 (mm) 幅 (mm) 厚 (mm) 重(g) 番号

第145図ー22 AO -361 Na 58 102 18 52.1 頁 F -II a 163 

第145図ー23 A P -355 Na 43 24 8 8.6 珪 F-11 b 140 

第145図ー24 AN -358 Na 45 42 16 26.2 珪 F-Ilb 143 

第145図ー25 AR -359 Na 41 26 6 5.9 珪 F-Ilb 157 

第145図ー26 AP -355 Na 44 62 21 32.4 珪 F-11 b 150 

第145固ー27 AO -356 I 26 34 ， 10.0 珪 F-Il b 151 

第145回ー28 A 0-356 IV a 56 39 16 27 7 珪 F-Il b 160 

第145図 II地区遺構外出土石器(4)
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ぐニニ::::,32 

ロロ〗
・-s:::::=二 34

版
出土

図
地点

第146図ー29 A T-361 

第146図ー30 AR -349 

第146図ー31 AO -353 

第146図ー32 AP -351 

第146図ー33 AP -362 

第146図ー34 AO -357 

第146図ー35 A Q -361 

第146図ー36 A Q-358 

DB≪ ニ
乙 29 

30 

口〗3り口

□□□ 三:33 

喜

ー／ロロニ
層

Na 

I 

Na 

Na 

Na 

Na 

Na 

Na 

゜II地区遺構外出土石器計測表(5)

最 大 計 測 値
石質

長(mm) 幅(mm) 厚(mm) 重（い
分類

(59) (30) (12) (26) 緑ホ H-IJ 

97 95 68 725 頁 G 

40 55 40 112 珪 G 

(74) (34) (7) (24) 緑ホ H-1 

(36) (39) (10) (20) 緑ホ H-II 

(43) (38) (6) (12) 緑ホ H~II 

(41) (31) (13) (12) 緑ホ H-11 

(69) (61) (16) (78) 緑ホ H-11 

第146図 II地区遺構外出土石器(5)

36 

10cm 

整理

番号
備 考

175 刃敲キ部丁残痕存あ、り

55 

184 

174 擦切痕あり

183 欠損

177 刃部残存

173 欠損

176 刃部残存
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II地区遺構外出土石器計測表(6)

版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考図
地点 長 (111111) 幅 (mm) 厚("'11) 重(g) 番号

第147図ー37 AR -354 Nb (55) (64) (15) (71) 緑ホ H-ll 178 欠損

第147図ー38 AP -353 Na 153 59 30 401 砂 H-Il 53 スリ・タ タキあり

第147図ー39 A Q-351 Na 155 72 26 496 緑ホ H-ID 54 タタキあり

第147図ー40 A 0-361 Na (55) (31) (7) (13) 緑ホ H-0 180 欠損

第147図ー41 AP -353 Na 114 55 20 185 チャ I-1 35 

第147図ー42 A Q -359 Na 164 74 47 771 砂 I-I 52 

第147図 II地区遺構外出土石器(6)
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II地区遺構外出土石器計測表(7)

図 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

地点 長 (mm) 幅 (mm) 庫 (mm) 重 (Q) 番号
備 考

第148図ー43 AP -362 Na 68 48 16 72 凝 J -II a 38 

第148図ー44 A T-353 Na 83 85 27 274 安 J -II b 39 

第148回ー45 AO -361 Na 57 41 15 51 安 J -II a 43 

第148図ー46 AR -352 IV a 80 59 19 133 安 J -II b 51 

第148図ー47 AS -358 Na 44 42 12 32 安 J -II C 44 

第148図ー48 AO -354 Na 68 54 20 77 安 J -II C 47 

第148図ー49 AR -350 I 127 80 59 823 安 K-IC 36 スリ 1面

第148図 II地区遺構外出土石器(7)
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II地区遺構外出土石器計測表(8)

固 版
出土

層
最 大 計 測 値

石質 分類
整理

備 考地点 長 (mm) 幅(mm) 厚(mm) 重 (g) 番号

第149図ー50 A Q -358 Nb (62) 88 63 (498) 安 K-lc 50 欠損、スリ 3面

第149図ー51 A P -360 I 92 73 29 323 凝 K-11 a 45 タタキ 4面

第149図ー52 AO -353 Na 139 65 57 696 安 K-IC 42 スリ 2面

第149図ー53 A 0-358 Na ll4 84 25 349 安 k —II a 40 タタキ 4面

第149図 II地区遺構外出土石器(8)



第 1節遺構

1 • 住居跡

第V章調 在の成果

本遺跡では、縄文時代早期中葉の白浜式期の住居跡が2軒、物見台式期の住居跡が 3軒検出

された。前者 2軒は 1I地区南東側の平坦面に、また、後者 3軒は I地区中央部の平坦面に位置

している。

これからの住居跡については、白浜式期と物見台式期に分けて、若十のまとめを行いたい。

白浜式期の住居跡

青森県内で、近年、白浜式期の住居跡の検出例が余々に増加しつつあるが、絶対数はまだ少

ないと言えよう。

現在のところ、八戸市根城跡（八戸市教・ 1982)、同長七谷地 8号遺跡（八戸市教・ 1982)、三

沢市根井沼遺跡（三沢市教・ 1988)、六ヶ所村上尾駁(2)遺跡（青森県教・ 1988)、同幸畑(1)遺跡（青

森県教・ 1977)で合計 8軒が検出されており、又、平成元年度に発掘調査された下田町中野平

遺跡では住居跡12軒が検出された。（注）

次に、これらの住居跡と本遺跡で検出された住居跡との比較検討を住居跡の形状・規模、柱

穴の配置、炉の有無等の順序で述べたい。

（住居跡の形状・規模）

本遺跡の住居跡の形状は、いずれも残存部分からの推定ではあるが、不整な楕円形及び隅丸

長方形である。県内の遺跡では、上尾駁(2)遺跡、根城跡、根井沼遺跡で楕円形ないし楕円形に

近い形状を呈する住居跡が 5軒と多く、一般的な傾向と思われる。

本遺跡での規模は、推定面積ではあるが、約10m2とその倍の約18吋で、平均値は約14m2であ

る。県内では約11-17面の規模で、本遺跡検出例にほぽ近似する。

（柱穴の配置）

本遺跡では、いずれも柱穴が壁寄りに配置されている。県内では、柱穴の配置が不明な上尾

駁、根井沼遺跡 2Hを除き、 3軒が壁寄りの柱穴配置で、一般的な傾向と思われる。なお、根

井沼遺跡 1Hは五本の主柱穴をもつ仕居跡であるが、下田町中野平遺跡では主柱穴をもつ住居

跡が検出されており、今後の調査報告で増加すると思われる。

（炉の有無）

本遺跡では住居跡内で炉は検出されておらず、また、県内の各遺跡でも同様である。このこ

とから、白浜式期の住居跡には炉が屋内になく、屋外に存在したのではないかと思われるが、
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今後の増加例を待ちたい。

（まとめ）

 本遺跡で検出された住居跡は、形状・規模、柱穴の配置等いままで検出された当該期の住居

跡とほぼ一致しており、一般的な傾向と思われる。

 なお、下田町中野平遺跡では、当該期の住居跡が12軒検出されており、資料が急激に増加す

ることが期待され、調査報告を待ちたい。

  （注）平成元年度に青森県教育委員会では下田町中野平遺跡を発掘調査しており、調査の内

 容は遺跡見学会の小冊子を参照した。報告書は平成２年度刊行子定である。（奈良）

物見台式期の住居跡

  青森県内での物見台式の住居跡の検出例は、八戸市売場遺跡（青森県教1985）の１軒と六ヶ所

村弥栄平（7）遺跡の1軒と本遺跡の3軒を合わせた5軒の検出例であり、本県の検出例は少ない。

次にこれらの住居跡について住居跡の形状・規模、柱穴の配置、炉の有無の順序で記載したい。

（住居跡の形状・規模）

 本遺跡の３軒の住居跡の形状は、楕円形・隅丸長方形の形状を呈する。この様な形状は縄文

時代早期の貝殻文系土器の初期段階の白浜式においても同様な形態であり、又貝殻文系土器の

末期段階吹切沢式の住居跡（吹切沢式の代表的な集落として東通村下田代納屋Ｂ遺跡（青森県郷

1976）があげられる）の変化はみられない。この事は縄文時代早期の貝殻文系の時期には、楕円

形・隅丸長方形が住居跡の基本的な形状と思われる。

  規模は、第2・4号住居跡が長径約6ｍ前後で床面積約20㎡と近似した数値である。この住

居跡の規模が当該期の平均的な住居跡と思われる。しかし、第１号住居跡は長径3ｍで床面積

第 3表 青森県内の白浜式期の住居跡
〔本遺跡で検出された住居跡〕

規模（）は推定 1 炉の
住居番号 平面形

長径(m)I短径 (m)I面積（面） 1有撫
柱穴の配置

5 H 不整な楕円形 (4.90) I (4 30) I os 35) I焦 壁寄りの配置

6H 隅丸長方形 (4 32) I (3 20) I (9 92) I 量 壁寄りの配置

附属施設 傭考

し

し

な

な

〔青森県内で検出された住居跡〕

規模（）は推定 炉の
遺 跡 名 平面形

有撫
柱穴の配置 附属施設 備 考

長径(m) 短径(m) 面積(rrl)

表館(!) I H 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 住居跡南壁のみ

長七谷地 8号 1H 円形 4.05 3 25 11 0 景 壁寄りの配置20個 なし 溝状ピ，卜、風側木と重複

根城跡SI 53 H 楕円形 5 6 不明 不明 撫 壁寄りの配置 なし 一部調査区域外、堀跡と重複

根城跡SI 54 H 隅丸方形 4.55 不明 不明 量 壁寄りの配置 なし S I 53Hと重複

根井沼(I) I H 不整な円形か楕円形 不明 不明 不明 無 5本の主柱穴 なし 風倒木と重複

根井沼(I) 2 H 不整な円形か楕円形 不明 不明 不明 撫 配置不明 2個のピット なし 住居跡の西側不明

上尾駁(2)65 H 不整楕円形 6 2 4 5 16 6 無 壁寄りにピット 1個 なし

上尾駿(2)66 H 不整楕円形 6.0 5 0 17 0 集 壁寄りにビット 1個 なし
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約７㎡と他の住居跡と比較して小型であり、又、第2号住居跡から約30ｍという離れた位置に

立地している点など他の住居跡と異質な感を与える。なお第2号住居跡の北側部分でテラスを

検出したが、物見台式と同時期の北海道中野Ａ遺跡（函館市1977）の第13号住居跡でも同様なテ

ラスを検出しているが、テラスの用途に関しては不明である。テラスの出現期は、物見台式に

出現したと思われる。

（柱穴の配置）

  住居跡の柱穴配置は、第4号住居跡が4本柱の主柱穴をもつが、他の住居跡は壁よりにみら

れる壁柱穴が主体である。売場遺跡の検出した住居跡も壁柱穴が主体の住居跡である。

（炉の有無）

  炉を有する住居跡は第２号住居跡の１軒である。中央部に位置し壁・底面はあまり火熱を受

けておらず、長期間の使用とは考えにくい。同該期の中野Ａ遺跡の第11号住居跡でも炉を検出

している。なお、他の第1・4号住居跡の中央部にピットを検出したが焼土がみられず炉とは

断定出来なかった。                                                          （成田）

注（1）青森県教育委員会文化課の工藤大氏より、弥栄平（7）遺跡から物見台式の隅丸長方形の住

居跡を検出したというご教示を受けた。平成２年度に報告書刊行の予定である。

第 4表 青森県内の物見台式期の住居跡
〔本遺跡で検出された住居跡〕

規模（）は推定
住居 番 号 平面形

長径(m) 短径(m) 面積(rrl)

1 H 隅丸長方形 3 32 2 82 7 36 

2 H 楕円形 5.90 4 40 20 6 

3H 長方形 6 00 4 64 20 65 

〔青森県内で検出された住居跡〕

炉の

有黒
柱穴の配置

景 壁寄りの配置

無 壁寄りの配置

慧 4本主柱穴の配置？

遺跡名 l 平面形
規模 （）は推定 炉の

長径(r戸4…I柱穴の配置

不明 不明 不明 蕪 壁寄りの配置売 場 202HI隅丸方形

附属施設 I 偏 考

中央部に楕円形ピ ット J 2号土凛と重複

中央部に円形のビット

ピッ ト2基

附属施設 I 備 考

な し I溝状 ビットと重複



第 2節出土遺物

1 • 土器

ア．第 I群 1類土器

本類土器は、白浜・小舟渡平式に比定される土器群である。本類土器の特徴としては次の点

が上げられよう。

1 . 刺突文施文の土器が比較的多く、とりわけ爪形状刺突文施文の土器が全体の32%を占め

ている。また、その刺突文施文部位は主として口縁部である。

2. 胎土中に植物性繊維の混入が全体の77%で多い。

3. 口唇部の断面形態は丸みのあるものと平坦なものが大部分を占めており、内傾するもの

は極めて少ない。

第 1の特徴は、江坂輝禰氏が型式設定した従来の白浜式（江坂・ 1956)に相当する。また、本

遺跡で出土した口縁部の肥厚するもの（第137図ー64)は、いわゆる小舟渡平式にみいだされる

ものである。

第2・3の特徴は、六ヶ所村千歳(13)遺跡（青森県教・ 1977)の第 I群 1類土器、同上尾駁(2)

遺跡 B・C地区（青森県教・ 1988)の第 I群 l類土器等に見られ、白浜式土器に共通する点であ

る。

ところで、白浜式及び小舟渡平式は、資料不足と双方の相違点が明確でないために、それぞ

れを明確に分離できないのが現状である。したがって、ここでは白浜式・小舟渡平式として一

括した。

近年、六ヶ所村を中心に発掘調査が進展し、爪形状刺突文を主体として沈線文、貝殻圧痕文

を施文した白浜・小舟渡平式の土器群の出土量が増加している。

本遺跡で出土した沈線文・刺突文・貝殻圧痕文施文の士器は、幸畑 (1)遺跡（青森県教・

1977)、八戸市根城跡（八戸市教・ 1982)、千歳(13)遺跡、三沢市根井沼遺跡（三沢市教・ 1988)、

上尾駁(2)遺跡A・B・C地区等で出土している。

爪形状刺突文以外の棒状・竹管状工具による円形状刺突文（第136図ー56・57・59・63)は上

尾駁(2)遺跡A・B・C地区等で出土しており、また、底辺部まで施文されている刺突文（爪

形状）は千歳(13)遺跡、館平遺跡（杉山・ 1980)で出土している。

第137図ー64の具殻圧痕文は横位・斜位方向に文様が構成され、施文部位は胴部から口縁部

までであり、寺の沢式への関連が考えられると思われる。

以上のように、本遺跡で出土した爪形状刺突文を中心とした土器群は、千歳(13)遺跡、上尾駁

(2)遺跡と類似しており、白浜・小舟渡平式の範疇でとらえられるものと思われる。

（奈良）
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  イ．第Ⅰ群２類土器

  貝殻腹縁文を主体とした本類土器は、物見台式（江坂・1950）に相当すると思われる。物見台

式は、徐々にではあるが、最近の発掘調査で資料が増加している（表５）。

  物見台式を概観すると、本類土器の山形状文・方形文を主体としたタイプ千歳遺跡Ａ地点（青

森県教・1974)と、渦巻文を主体とした千歳遺跡(青森県教・1986)・田面木平遺跡(八戸市教・

1988)のものの両者に二分される。特に六ヶ所村に位置する本遺跡と千歳遺跡の土器様相差は、

地域差とは考えられず型式差として考えられる。Ａ種の山形文・方形文は、根井沼式（三沢市

教・1988）の山形文・方形文の系譜の中で把握できると考えられ、縦位弧状文は渦巻文の萌芽

的な文様と考えられる。このことは、本類土器が物見台式の初期の段階に位置付けられる。又

編年序列は、根井沼式→ 第Ⅰ群2類土器→千歳・田面木平と変遷したのではないかと考えられ

る。                                                                        （成田）

第 5表 青森県内物見台式出土遺跡

市町 村 遺 跡 名

東 通 村 物見台遺跡

六ヶ所村 千歳 (13)遺跡・大石平遺跡・庄内墓地遺跡・新納屋 (1)遺跡・表館 (1)遺跡・上尾駁(2)C遺

跡•発茶沢遺跡

沢 市 根井沼遺跡

八 戸 市 売場遺跡・長者森遺跡・長七谷地 1号遺跡・田面木平遺跡・鶉窪遺跡

青 杯木 市 蛍沢遺跡

浪 岡 町 源常平遺跡

平 力只 町 鳥海山遺跡
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  本遺跡では、Ⅰ地区で物見台式期の住居跡が３軒検出され、その周辺には物見台式の土器が

出土しており、さらに、Ⅱ地区では白浜式期の住居跡が２軒検出され、その周辺に白浜・小舟

渡平式の土器が出土している。このように、本遺跡は各地区ごとに単一時期の遺構・遺物で構

成されている。

  これにもとづいて石器の組成を概観すると、Ⅰ地区では11種類の石器で構成されており、不

定石器が36.4％、石錘が28.2％で比較的多く出土している。また、Ⅱ地区では８種類の石器で

構成されており、不定形石器が48.8％ と圧倒的に多く、次いで敲磨器類が16.3％で比較的多く

出土している。

  Ⅰ地区とⅡ地区を比較すると、不定形石器は双方に共通して多く出土しており、数量は少な

いが石槍・石箆は両者で出土している。相違点は、石錘はⅠ地区で極端に多く、逆に石斧がⅡ

地区に多い傾向を示している。

  石器の石質は、剥片石器では圧倒的に珪質頁岩が多い。また、礫石器では安山岩、チャート

が多く、粘板岩、砂岩は少ない。石斧では、縁色ホルンフェルスが多い傾向を示している。

  本遺跡の石器の出土状況として注目される点は、

    1．石鏃は長脚状の無茎石鏃が多く、しかもⅠ地区の住居跡からの出土が多い。

    2．石匙はⅠ地区の住居跡周辺から出土した。

    3．石錘はⅠ地区の住居跡周辺からの出土が多く、しかも当時の海岸線に近い。

2． 石 器

  本遺跡で出土した石器は、石鏃・石槍・石錐・石匙、石箆、不定形石器、石核、石斧、加工

礫、石錘、敲磨器類、石皿・台石類の12種類で、総計421点の出土である。

不定形石器 38.7% 
敲磨器類
13.1% 

％
 

5
 

石
皿
・
台
石
類
0

石斧
0.6% 

不定形石器 36.4% 
敲磨器類

12.3% 

石
皿
・
台
石
類

II地区の石器組成 不定形石器 48.8% 敲磨器類

゜
50 100(%) 

第150図 I• II地区石器組成



があげられよう。

本遺跡では、石鏃が物見台式期に相当すると思われ、無茎鏃・五角形鏃が中心である。工藤

竹久氏の言う「尖底貝殻文土器時代は無茎鏃・五角形鏃の 2つの基本形態から構成されるのが

特徴である」（工藤・ 1977)点と一致し、とりわけ住居跡内に長脚状の無茎鏃が多い点は注目さ

れる。さらに、石匙は本遺跡では、 I地区にのみ出土した。リタッチの施されている石匙は縄

文時代早期末葉～前期初頭に多い傾向を示すが、本遺跡では物見台式期の土器に伴う点が注目

される。

また、石錘は I地区（物見台式期）で高い比率で出土した。製作技法としては器体の長軸方向

の両端部を打ち欠いているものが多く、また、大きさ・重さは平均値より小さい値のものが多

いが、いずれも最大値と最小値の開きは大きい傾向にある。

石錘の用途としては、従来、漁網錘・編み物用の錘等考えられている。石錘の漁網錘として

の用途に否定的な見方（渡辺・ 1973)もあり、諸説の多いところである。

本遺跡では、当時の地形から、石錘の出土地点が海岸線と推定される地点に近いことから漁

業に関わりがあると思われるが、石錘の大きさ・重さがバラエティーであることからその用途

も多様であったと考えられる。

本県の縄文時代早期の遺跡での石器組成について見ると、本遺跡 I地区と東通村下田代納屋

遺跡（吹切沢式期）の組成が類似している。いずれも石錘の出土比率が高く、このことは地形的

な要因なのか、あるいは、時期的な一般的な傾向なのかは今後の調査事例を待ちたい。

（奈良）
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第VI章 自然科学的分析

第 1節花粉分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1. 目的

本調査の目的は、花粒分析の手法を用いて、表館(l)A遺跡周辺の縄文時代早期頃の古植生を

復元することにある。

2. 試料

分析試料は、 BM-323北壁断面のNb層およびW層において各 1点ずつ採集された 2点で

ある（表 1)。なお、 Nb層は縄文時代早期の貝殻文土器包含層、渭層は地山とされる。

3. 分析方法および結果の表示法

花粉・胞子化石の抽出は、以下に示した方法で行った。

試料を湿重で10~15 g秤量し、フッ化水素 (HF) 処理により試料中の珪酸質の溶解と試料

の泥化を行う。次に重液 (ZnBr2 比重 2. 2) を用いて鉱物質と有機物を分離させ、有機物

を濃集する。その有機物残演について、アセトリシス処理を行い植物遺体中のセルロースを加

水分解して、最後にKOH処理により腐植酸の溶解を行う。

処理後の残演は、よく攪拌しマイクロピペットで適量をとり、グリセリンで封入しプレパラー

トを作成した。検鏡においてはプレパラート全面を走査し、その間に出現した全ての種類

(Taxa) について同定・計数した。

古植生の検討を行うために、花粉化石群集変遷図を作成した。出現率は木本花粉は木本花粉

総数、草本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉数を除いた数を基数として百分率

で算出した。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは種類間の区別が困難なものであ

る。

4. 結果

本調査で分析した全試料とも、花粉化石・シダ類胞子化石がほとんど検出されなかった（表

2)。また、これらの化石は保存状態が極めて悪く、破損・溶解がかなり進んでいた（図版 1)。

5. 考察

本調壺によって、分析した全試料からは花粉化石がはとんど検出されなかった。この原因と
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しては、好気的な環境下による酸化や微生物などの影響により花粉化石が分解してしまったこ

とが考えられる。特に、今回の試料のような「ローム」とよばれている風成堆積物には、一般

に花粉・シダ類胞子が化石として残っている可能性が低く、花粉・シダ類胞子化石の大部分が

分解してしまっていると考えられる。一般に、被子植物より裸子植物の花粉やシダ類胞子の方

が、風化・腐敗に対して抵抗が強い。そのため、花粉化石の保存が悪く落葉樹の半数以上に風

化の痕跡が見られるような場合には、その試料は花粉分析には不適である（徳永・山内、1971）

とされている。以上のことから、今回の分析結果から古植生を復元することは差し控えた。今

後、本遺跡周辺の縄文時代における植生を検討するには、周辺の低地などの花粉化石の保存状

態が良好と思われる場所で採取した同時期の堆積物を分析対象とする必要があろう。

第 6表 表館(1)A遺跡分析試料表

試料

No 花
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0
10
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第 7表 表館(1)A遺跡花粉分析結果
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第 2節年代測定

学習院大学放射性炭素年代測定結果報告書

青森県埋蔵文化財調査センター殿

学習院大学教授 木越邦彦

1989年 12月27日

1989年 9月20日受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致しま

す。

なお年代値の算出には 14 Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。また付

記した誤差は B線の計数値の標準偏差 0 にもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONESIGMA) 

に相当する年代です。また試料のB線計数率と自然計数率の差が 2(J以下のときは、 3(Jに相

当する年代を下限の年代値 (B.P.) として表示してあります。また試料の B線計数率と現在の

標準炭素 (MODERNST AND ARD CARBON) についての計数率との差が 2(J以下のときには、

Modernと表示し、 ol 4C%を付記してあります。

Code No 

GaK-14534 

GaK-14535 

記

試料

Charcoal frame 表館(1)遺跡

C-1 2号住

Charcoal frame 表館(1)遺跡

C-2 4号住
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年代(1950年よりの年数）

430土90

A. D. 1520 

2200土110

250B. C 



第VIl章ま と め

1 . 本遺跡は、尾駁沼と平沼にはさまれた台地上に立地し、西側台地に発茶沢遺跡が位置する。

標高は約12-17mである。

2. 表館(1)遺跡は、湿地によって二分されており、本来は別遺跡としてとらえる必要がある。

このため北側台地を I地区、東側台地を I1地区と呼称する。

3. 表館(1)遺跡 I地区は、縄文時代早期（白浜式・物見台式・早稲田N式）・中期末葉～後期前

葉・ 晩期の遺物が出土しているが、その主体をなすものは縄文時代早期（物見台式）である。

遺構は、住居跡 3軒・土城16基・溝状ピット 2基である。その時期は、住居跡が縄文時代

早期（物見台式）であるが、他の土城・溝状ピットについては不明である。

4. 表館(1)遺跡I1地区は、縄文時代早期の遺物（白浜式・物見台式）が出土しているが、その主

体をなすものは縄文時代早期（白浜式）である。

遺構は、住居跡 2軒・土城 2基・溝状ピット 3基である。その時期は、住居跡が縄文時代

早期（白浜式）であるが、他の土城・溝状ピットについては不明である。

5. 遺構は、調査範囲が狭いため断定できないが各地区の遺構分布状況から、集落の外縁部に

相当すると考えられる。

特に I地区から検出した縄文時代早期（物見台式）の住居跡は、県内での検出例が少なく、

貴璽な資料を提供したと考えられる。

6. 出土した土器は、縄文時代の各期のものであるが、なかでも縄文時代早期中葉の貝殻文系

土器が主体である。この時期の土器編年については種々論議されているところである。出土

量の多かった物見台式は、従来出土量が少なかっただけに、他地域及び他遺跡の比較資料と

して重要と考えられる。

7. 出土した石器については、長脚状の無茎石鏃と石匙がI地区（物見台式期）から出土してい

る。また、石錘は全体の出土量が多く、特に I地区から多く出土している。当該期の石器組

成はこれまで不明瞭であり、当時の生活を知るうえで貴重な資料と思われる。

（成田・奈良）
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写真31 II地区土壊・溝状ピット
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写真32 II地区住居跡・溝状ピット・遺構外出土土器
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写真33 II地区遺構外出土土器(1)
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写真34 II地区遺構外出土土器(2)
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写真35 II地区遺構外出土土器(3)
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写真36 II地区住居跡・土壊・溝状ピット・遺構外出土土器・石器
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写真37 II地区遺構外出土石器(1)
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写真38 II地区遺構外出土石器(2)
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写真39 II地区遺構外出土石器(3)
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写真40 花粉化石状況写真
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